
Title 中井履軒『華胥囈語』翻刻・解説

Author(s) 湯城, 吉信

Citation 懐徳堂センター報. 2005, 2005, p. 31-81

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/24367

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
5

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O五
年
二
月
二
八
日
発
行
)

中
井
履
軒

『
華
膏
瞳
語
』

翻
刻
・
解
説

解
説

か
し
ょ
げ
い
ご

『
華
膏
瞳
語
』
は
中
井
履
軒
の
和
文
集
で
あ
る
。
手
稿
本
は
十
八
篇
の
文
章
を
、
『
履

軒
先
生
和
文
集
』
本
は
全
二
十
篇
(
末
尾
に
手
稿
本
未
収
の
二
篇
を
付
す
)
を
収
め
る
。

書
名
の
「
噴
」
は
「
う
わ
ご
と
」
「
寝
言
」
の
意
。
履
軒
の
漢
詩
集
『
枕
上
雑
題
』

序
(
一
七
八
五
)
に
も
「
夫
夢
後
眼
未
開
、
実
与
夢
為
隣
、
則
雄
日
噴
語
可
也
」
と
あ
る
。

「
華
膏
噴
語
」
と
は
、
肇
膏
国
と
い
う
夢
の
中
で
の
寝
言
(
た
わ
ご
と
)
を
意
味
す
る
と

思
わ
れ
る
。
実
際
、
三
「
華
膏
国
記
」
、
一
一
「
夢
路
草
枕
」
、
二
ハ
「
ね
の
ひ
」
は
夢

に
関
わ
る
話
で
あ
る
。
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
「
華
膏
国
壇
語
」
と
あ
る
の
は

誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
『
国
書
総
目
録
』
は
『
華
膏
国
物
語
』
の
項
に
含
め
て
い
る
(
『
華

膏
国
物
語
』
の
別
名
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
)
が
、
両
者
は
別
物
で
あ
る
。

履
軒
は
安
永
七
年
(
一
七
八
二
、
米
屋
町
に
引
っ
越
し
、
居
宅
を
華
膏
固
と
名
づ
け

た
。
華
膏
固
と
は
『
列
子
』
に
見
え
る
、
古
代
の
理
想
国
で
あ
る
(
三
「
華
膏
国
記
」

参
照
)
。
『
華
膏
瞳
語
』
は
自
ら
の
想
像
世
界
(
夢
の
世
界
)
華
膏
国
で
履
軒
が
何
を
考
え

て
い
た
の
か
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

内
容
は
、
歌
論
、
創
作
、
考
証
、
経
世
論
な
ど
多
岐
に
渉
る
。
特
に
、
文
芸
関
係
の

文
章
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
履
軒
の
和
文
に
つ
い
て
は
経
世
論
は
す
で
に
い
く

つ
か
が
翻
刻
ま
た
は
影
印
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
年
成
録
』
『
華
膏
国
物
語
』
#

『
凌
何
茅
議
』
『
均
田
茅
議
』
は
『
日
本
経
済
叢
書
』
一
六
巻
及
び
『
日
本
経
済
大
典
』

湯

城

士
口

二
三
巻
(
上
記
書
目
以
外
に
『
他
刑
茅
議
』
『
擾
斥
茅
議
』
も
)
に
翻
刻
さ
れ
、
『
老
婆

あ
ら
ま
ほ
し

心
』
は
『
懐
徳
』
二

O
号
に
翻
刻
さ
れ
、
『
有
間
星
』
『
遺
草
合
巻
』
『
越
姐
弄
筆
』
な

ど
が
『
華
膏
国
物
語
』
〈
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
叢
書
三
〉
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

文
芸
関
係
は
『
百
首
賞
賛
』
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
(
福
島
理
子
、
徳
原
茂

実
『
百
首
費
々
・
百
人
一
首
夷
雲
』
和
泉
書
院
〈
百
人
一
首
注
釈
書
叢
刊
〉
)
。
以
上
の
よ

う
な
現
状
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
『
撃
膏
瞳
語
』
の
翻
刻
を
試
み
た
。

長
『
華
膏
因
物
語
』
は
本
来
文
芸
作
品
に
分
類
す
べ
き
だ
が
、
理
想
社
会
を
述
べ
た
も
の
で
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あ
る
た
め
経
世
論
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、
手
稿
本
、
『
履
軒
先
生
和
文
集
』
本
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本

の
三
本
が
確
認
で
き
る
。
手
稿
本
は
、
一
「
独
ふ
ね
」
か
ら
八
「
巴
歌
集
序
」
ま
で
は

整
っ
た
字
で
毎
葉
き
っ
ち
り
九
行
に
書
か
れ
て
お
り
、
清
書
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
九
「
ふ

き
の
こ
と
ば
」
以
降
は
推
敵
の
跡
が
多
く
字
も
乱
れ
行
数
も
不
定
(
十

1
十
三
行
)
で
、

草
稿
だ
と
思
わ
れ
る
。
『
履
軒
先
生
和
文
集
』
本
(
以
下
、
和
文
集
本
)
は
、
抄
者
未
詳

の
写
本
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
手
稿
本
に
な
い
二
篇
を
末
尾
に
収
め
る
。
文
脈
を
考
え

手
稿
本
の
間
違
い
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
解
読
の
参
考
に
な
る
が
、
手
稿
本
の

仮
名
を
漢
字
に
直
す
な
ど
、
手
稿
本
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
中
之
島
図
書
館
本
(
以
下
、
中
之
島
本
)
も
、
抄
者
未
詳
の
写
本
(
中
之
島
図
書

館
に
は
同
一
抄
者
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
抄
本
が
多
数
見
ら
れ
る
。
装
丁
な
ど
か
ら
明
治

以
降
の
抄
だ
と
思
わ
れ
る
)
。
収
録
す
る
文
章
は
手
稿
本
に
同
じ
。
漢
字
が
崩
れ
て
い



な
い
の
で
字
の
判
読
の
助
け
に
な
る
。
手
稿
本
を
忠
実
に
写
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価

で
き
る
が
、
意
味
を
理
解
せ
ず
に
形
だ
け
写
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

翻
字
は
、
現
代
通
用
の
仮
名
・
漢
字
に
改
め
、
適
宜
濁
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
台
調

に
は
「
」
を
施
し
、
適
宜
段
落
を
分
け
た
。
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

「
と
こ
「
ハ
」
「
也
」
「
哉
」
は
「
み
」
「
は
」
「
な
り
」
「
か
な
」
に
直
し
、
踊
り
字
(
「
』
」

「
く
」
)
は
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
。
漢
字
を
当
て
は
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
該
当
箇
所

)
付
き
で
表
示
し
た
。
本
文
に
な
い
振
り
仮
名
も
、
(
)
付
き
で
表
示
し

の
右
に
(

た。

目
次

て
独
ふ
ね
(
京
都
行
を
題
材
に
し
た
随
想
)

二
、
ょ
こ
な
ま
り
(
な
ま
り
に
つ
い
て
の
考
証
)

三
、
華
膏
国
記
(
華
膏
国
に
つ
い
て
の
記
)

四
、
題
三
タ
図
(
三
タ
の
歌
を
題
材
に
し
た
絵
へ
の
題
辞
)

玉
、
ま
し
ら
の
い
ざ
ら
ひ
(
適
わ
ぬ
恋
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
)

六
、
与
竹
里
翁
(
『
古
今
集
』
校
訂
に
関
す
る
加
藤
景
範
あ
て
の
書
状
)

七
、
世
の
た
か
ら
(
物
の
値
段
に
つ
い
て
の
論
、

『
遺
草
合
巻
』
一
二
に
同
じ
)

八
、
巴
歌
集
序
(
巴
歌
集
(
未
詳
)
の
序
)

九
、
ふ
き
の
こ
と
ば
(
蕗
に
つ
い
て
の
考
証
)

一
O
、
歌
の
す
が
た
(
歌
論
、
古
ぶ
り
を
評
価
す
る
)

二
、
夢
路
草
枕
(
夢
で
の
東
国
行
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
、

富
士
の
考
証
が
詳
し
い
)

一
二
、
し
の
ぶ
摺
(
し
の
ぶ
草
に
つ
い
て
の
考
証
)

回
頁

部
頁

幻
頁

mw
頁

H
U

頁

M
M

頁
43 
頁

45 
頁

46 
頁

48 
頁

49 
頁

56 
頁

一三、
一四、

一玉、
一六、

一七、

(
恋
物
語
、
履
軒
の
女
性
観
が
窺
え
る
)

く
れ
な
ゐ
(
恋
物
語
、
迷
信
を
暴
く
)

長
き
夜
(
陪
想
、
履
軒
の
晩
年
の
悩
み
が
窺
え
る
)

ね

ね
の
ひ
(
子
の
日
の
夜
見
た
夢
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
)

歌
の
す
が
た
(
歌
論
、
各
勅
撰
集
に
つ
い
て
の
考
え
、

か
す
め
歌
に
つ
い
て
の
論
な
ど
)

か
す
め
歌
(
歌
論
に
歌
物
語
を
付
す
)

百
首
考
(
『
百
人
一
首
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
論
、

『
百
首
賛
賓
』
所
収
)

{
粗
末
な
鎧
を
子
孫
に
遣
す
理
由
を
書
い
た
記
)

79 
頁

し
が
ら
み

58 
頁

63 
頁

65 
頁

66 
頁

68 
頁

74 
頁

-
s
、、、
一，，，一九、

75 
頁

O 

破
腹
巻
記

一、

独
ふ
ね

*
妻
の
実
家
で
あ
る
京
都
の
草
嶋
家
訪
問
を
題
材
に
し
た
随
想
。
妻
と
子
供
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
頃
の
作
で
あ
ろ
う
。

η
6 。d

注
参
照
。

{

蔵

書

戸

)

*

{

境

)

難
波
津
や
よ
し
あ
し
の
さ
か
ひ
に
心
と
ま
る
に
し
も
あ
ら
ね

(

浮

}

(

流

)

(

都

)

(

方

)

ど
、
身
を
う
き
草
の
な
が
れ
よ
る
大
江
の
岸
に
み
や
こ
の
か
た

(

折

々

)

*

{

私

の
ゆ
か
し
き
お
り
お
り
は
雪
に
も
花
に
も
刻
渓
の
梓
を
わ
た
く

物

)

(

幸

)

(

少

)

(

妻

子

)

(

=

一

人

)

*

し
も
の
に
し
け
る
を
、
身
の
さ
ち
す
く
な
く
て
、
め
こ
み
た
り

(

続

)

*

(

失

)

(

憂

)

(

年

)

*

う
ち
つ
づ
き
う
せ
け
る
う
き
と
し
月
を
隙
の
駒
に
こ
と
づ
て
や

{

余

)

{

上

)

*

(

過

)

さ
る
は
四
年
あ
ま
り
ま
う
の
ぼ
ら
で
す
ご
し
ぬ
。

り
ぬ
。



(

縁

)

*

(

住

)

(

方

)

(

用

?

)

か
の
ゆ
か
り
な
る
河
島
に
す
め
る
が
か
た
に
ゑ
う
の
こ
と
あ

(
上
)

り
て
、
卯
月
の
廿
八
日
の
夜
、
河
舟
し
て
の
ぼ
り
ぬ
。
処
せ
く

{

多

)

(

傭

)

人
お
ほ
き
船
な
り
け
れ
ば
、
苫
の
下
に
う
つ
ぶ
し
て
身
じ
ろ
ぎ

(
明
)

も
せ
で
あ
か
し
ぬ
。
よ
も
す
が
ら
聞
こ
と
と
て
は
、
難
波
の
わ

俳

優

)

*

{

良

)

(

悪

)

(

賎

)

(

女

男

)

*

ざ
を
き
の
よ
か
る
あ
し
か
る
、
し
づ
の
め
お
の
身
を
淵
に
沈
め

(
洗
)

た
る
、
刃
に
か
か
り
た
る
、
な
ど
耳
を
ぞ
あ
ら
は
ま
ほ
し
き
。

(

渡

)

{

過

}

(

頃

)

(

訪

)

淀
の
わ
た
り
す
ぐ
る
こ
ろ
、
子
規
の
一
声
お
と
づ
れ
た
る
に
「
間

{

語

)

(

合

)

と
か
た
ら
ひ
あ
は
す
べ
き
友
だ
に
な
け
れ
ば
、

つ
や
」

一
声
は

あ
船な
のお
う2 ぽ
ち乙っ
さ か
へな *

独2梶
身2枕

し
て

(

伏

見

)

(

上

)

{

経

)

{

行

)

ふ
し
み
に
あ
が
り
て
、
小
枝
・
鳥
羽
を
へ
て
、
河
島
に
ゆ
く
。

(

縁

)

(

こ

ろ

)

(

聞

)

か
の
ゆ
か
り
の
翁
さ
へ
こ
の
春
の
比
身
ま
か
り
ぬ
と
き
き
た
れ

* 

ば
、
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
思
ひ
ま
ど
ひ
て
道
す
が
ら
、

{
方
)

久
か
た
の

桂
の
里
に

きき
峰 て
にみ
かz れ
く5 ば
れ
て

月
は
小
倉
の

(

行

(

歪

)

*

*

(

入

}

(

調

度

)

(

解

)

ゆ
き
い
た
り
て
門
に
さ
し
い
り
て
み
る
に
旅
の
て
う
ど
と
き

(

男

)

(

休

)

(

誰

}

ち
ら
し
て
す
さ
め
く
お
の
こ
ら
た
ち
や
す
ら
ひ
た
る
。
「
た
れ
に

(

思

)

(

中

)

(

入

}

(

客

人

)

*

{

翁

)

か
」
と
お
も
ひ
っ
つ
う
ち
に
い
れ
ば
、
ま
ろ
う
ど
の
お
き
な
と

(

先

生

)

(

我

)

く
み
と
が
め
て
「
難
波
の
せ
ん
し
ゃ
う
こ
そ
出
き
に
け
れ
。
わ
れ

{
見
知
)

は
ま
だ
み
し
ら
ね
ど
、
さ
ば
か
り
の
人
に
こ
そ
あ
れ
」
と
お
ど

(

主

)

*

ろ
か
せ
ば
、
あ
る
じ
立
出
て
「
さ
に
こ
そ
」
と
て
、
つ
い
ゐ
て
、

(

憂

)

(

辛

)

*

*

{

出

)

(

う
さ
つ
ら
さ
世
の
は
か
な
さ
な
ど
ま
ね
び
い
づ
る
を
、
か
の
ま

客

人

}

*

(

遅

)

(

遅

)

(

久

)

{

方

)

ろ
う
ど
「
お
そ
し
お
そ
し
」
と
ざ
め
け
る
ほ
ど
に
、
ひ
さ
し
か
た

(

参

)

(

丹

波

)

*

(

住

)

(

縁

)

(

翁

)

に
ま
い
り
ぬ
た
に
は
に
す
め
る
ゆ
か
り
の
お
き
な
に
て
ぞ
あ
り

(

こ

(

行

}

(

皆

)

{

知

)

ひ
と
年
丹
波
に
い
き
た
り
し
人
々
は
み
な
相
し
れ
り
け

(

珍

)

め
づ
ら

け
る
。

n
d 

q
d 

る
を
、

そ
翁の
の時
妻し
もも
さ(旅
か針に
づH て
き)あ
とら
りず
て。

「
庭
な

し
と
っ
ちこ
かごの
・九竺必品、
1，- 一司)3

ら な
ふ*ん

る
等
お
れ
い
給
(
ゐ
?
)
す
す
め
よ
」
な
ど
の
の
し
る
。

{

傾

)

{

客

人

)

と
か
く
す
る
ほ
ど
に
「
日
や
か
た
ぶ
き
ぬ
ら
ん
」
と
ま
ろ
う
ど

(

出

)

{

立

)

*

(

辺

)

(

見

送

)

は
い
で
た
つ
を
門
の
ほ
と
り
ま
で
み
お
く
ら
ん
と
す
る
を
、
「
い

(
二
人
)

ざ
た
ま
へ
」
と
ふ
た
り
し
て
手
を
と
り
て
ゆ
く
。
「
い
な
や
、
開
ぷ

{

行

)

{

憂

)

(

言

)

*

(

抽

出

)

ゆ
か
ば
、
う
き
こ
と
の
あ
ら
ん
を
」
と
い
ふ
を
、
「
老
の
坂
を
こ

{
若
)

ゆ
る
ば
か
り
を
い
ま
だ
わ
か
き
人
の
な
で
う
う
き
こ
と
の
あ
る



(

切

)

(

唆

}

と
せ
ち
に
そ
そ
の
か
す
に
、
さ
す
が
ゆ
か
し
き
心
さ
へ

(

語

)

*

そ
ひ
て
道
す
が
ら
何
く
れ
と
か
た
ら
ひ
っ
つ
亀
山
に
い
た
る
。

*

(

珍

)

(

客

人

)

(

見

)

翁
、
門
の
外
よ
り
「
め
づ
ら
げ
な
る
ま
ろ
う
ど
み
せ
む
」
と

(

入

)

(

驚

}

{

惑

)

の
の
し
り
つ
つ
い
る
に
家
の
う
ち
こ
ぞ
り
て
お
ど
ろ
き
ま
ど
ひ

(

疾

)

(

言

)

{

中

)

(

一

人

)

(

女

)

て
、
舌
と
に
も
の
う
ち
い
ふ
。
そ
が
な
か
に
、
ひ
と
り
の
を
う
な

{

伏

)

(

目

)

(

言

)

(

亡

}

(

者

)

*

の
ふ
し
め
に
て
も
の
い
は
ぬ
は
う
せ
に
し
も
の
の
妹
な
り
け
り
。

(

辺

)

(

住

)

(

頃

)

(

来

)

こ
の
あ
た
り
に
す
み
つ
き
た
る
。
こ
の
ご
ろ
こ
こ
に
き
た
れ
る

(

憂

)

{

限

)

{

間

)

(

涙

)

な
め
り
。
う
き
こ
と
の
か
ぎ
り
と
ひ
も
や
ら
で
た
だ
う
ち
な
み
だ

{

辺

)

(

知

何

)

さ
ら
で
だ
に
野
べ
の
ゆ
か
り
の
い
か
で
草
葉
に
露

(

忘

}

(

形

見

)

*

(

枯

)

ま
い
て
か
の
わ
す
れ
が
た
み
の
撫
子
さ
へ
か
れ

{

面

目

)

(

地

)

(

添

)

(

暫

)

め
い
ぽ
く
な
き
心
ち
さ
へ
そ
ひ
て
し
ば
し
は

(

憂

}

*

*

(

言

)

「
か
の
う
き
こ
と
と
い
へ
る
は
こ
れ
に
こ

べ
会
」
」

ぐ
み
た
る
。

(
置
)

を
か
ざ
ら
ん
。

{
果
)

は
て
に
た
れ
ば
、

(
言
)

も
の
い
は
で
あ
り
ぬ
。

そ
」
と
翁
も
思
ひ
あ
は
す
ら
め
。

(

今

日

)

(

度

}

(

帰

)

*

(

都

)

(

菅

原

)

「
け
ふ
こ
の
た
び
の
か
へ
る
さ
、
み
や
こ
に
て
高
辻
す
が
は
ら

*

{

下

)

(

参

)

(

今

日

)

(

言

}

の
君
の
御
も
と
に
ま
い
り
た
る
。
け
ふ
な
ん
う
ち
に
」
と
い
ふ
。

(

帰

)

(

急

)

(

明

日

)

(

下

}

(

頃

)

*

か
へ
り
路
の
い
そ
ぎ
あ
り
て
あ
す
く
だ
ら
ん
と
す
な
る
、
月
ご
ろ

(

設

)

(

違

)

(

嘆

)

(

は

ベ

る

)

思
ひ
ま
う
け
し
こ
と
の
た
が
ひ
た
る
を
う
ち
な
げ
き
て
、
侍
と

(

書

)

*

こ
ろ
の
柱
に
か
い
つ
け
て
帰
り
け
る
。

あ竺
て〉官
み逗
ま

{く
そ空ー
ら)ほ干
にし宇
な患のぷ
くや2

など3

りり
の*

山
ほ(遠
と時け
とれ
ぎ烏ば
す)

(

他

)

(

例

)

(

唐

鴫

)

*

こ
の
ほ
か
の
こ
と
は
れ
い
の
か
ら
さ
え
ず
り
な
れ
ば
、

(
漏
)

は
し
く
て
も
ら
し
つ
。

(

煩

)

わ
づ
ら

{
校
異
】

O
う
ち
つ
づ
き
:
・
和
文
集
本
「
う
ち
つ
か
き
」
に
見
え
る
。

O
の
ぼ
ら
で
・
:

和
文
集
本
「
の
ぼ
ら
ず
」
。

O
し
づ
の
め
お
:
・
中
之
島
本
「
し
ら
め
お
」
に
見
え
る
。

O
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
:
・
手
稿
本
は
「
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
あ
な

お
ぼ
つ
か
な
」
に
直
す
。

O
ゆ
き
い
た
り
て
:
・
中
之
島
本
「
ゆ
き
い
た
り
」
。

O
門:・

中
之
島
本
「
川
」
。

O
つ
ら
さ
・
:
中
之
島
本
「
つ
ら
せ
」
。

O
か
の
ま
ろ
う
ど
・
:
和
文
集

本
「
ろ
」
の
横
に
「
ら
」
と
振
る
。

O
ま
ろ
う
ど
・
:
和
文
集
本
「
ろ
」
の
横
に
「
ら
」

と
振
る
。

O
た
に
は
:
・
和
文
集
本
「
た
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
に
」
に
直
す
。

O
か

た
ら
ふ
・
:
中
之
島
本
「
か
た
ろ
ふ
」
。

O
門
・
:
中
之
島
本
「
川
」
。

O
門
・
:
中
之
島
本
「
川
」
。

O
う
き
:
・
中
之
島
本
「
か
き
」
。

O
月
ご
ろ
・
:
中
之
島
本
「
月
こ
そ
」
。

0
か
い
つ
け
て

:
・
中
之
島
本
「
は
い
つ
け
て
」
。
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【
語
釈
】

O
よ
し
あ
し
・
:
直
芦
に
善
し
悪
し
を
掛
け
る
。

O
わ
ざ
を
き
・
:
役
者
。
俳
優
。

O
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
:
・
あ
れ
や
こ
れ
や
。

O
ま
ろ
う
ど
・
:
客
人
。

O
つ
い
ゐ
て
・
:
坐
っ

て。

O
ま
ね
び
・
:
こ
こ
で
は
、
語
る
の
意
。

O
か
ら
さ
え
ず
り
:
・
唐
鳴
り
。
漢
文
の
こ

シ」。



【注】

O
刻
渓
の
樟
:
・
刻
は
音
「
せ
ん
」
。
輿
に
乗
じ
て
訪
問
す
る
こ
と
を
言
う
。
王

子
猷
が
戴
安
道
に
会
い
た
い
と
思
い
、
雪
の
夜
に
船
を
出
し
剣
渓
の
彼
の
家
の
前
ま
で

来
た
が
、
興
が
尽
き
た
の
で
会
わ
ず
に
帰
っ
た
と
い
う
故
事
が
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇

に
見
え
る
。
履
軒
著
『
洛
洞
実
嚢
』
所
収
(
『
履
軒
古
風
』
巻
二
に
も
所
収
)
の
「
丙
戊

仲
冬
、
将
北
入
京
、
飲
別
諸
友
」
と
題
す
る
詩
「
此
別
非
遠
別
、
何
事
意
個
々
、
雪
裏

若
相
思
、
長
江
一
夜
樟
」
の
転
句
、
結
句
も
こ
の
故
事
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

O
め
こ
み
た
り
:
・
妻
子
三
人
。
履
軒
は
、
宝
暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)
に
結

婚
し
、
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
に
男
子
を
持
っ
た
。
だ
が
、
男
子
は
明
和
四
年
(
一
七

六
七
)
ま
で
に
亡
く
な
り
、
そ
の
後
得
た
娘
の
鹿
も
明
和
八
年
(
一
七
七
二
)
に
、
さ
ら

に
夫
人
み
わ
を
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
に
二
十
七
歳
の
若
さ
で
失
っ
た
。
さ
ら
に
、
安

永
田
年
(
一
七
七
五
)
に
は
み
わ
の
忘
れ
形
見
の
八
郎
を
亡
く
し
て
い
る
(
加
地
伸
行
編

『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
一
九
三
、
二

O
O頁
参
照
)
。
こ
こ
で
の
三
人
と
は
明
和

八
年
以
降
に
亡
く
な
っ
た
三
人
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

O
隙
の
駒
・
:
馬
が
隙
聞
を
通
り

過
ぎ
る
。
時
聞
が
過
ぎ
る
の
が
早
い
こ
と
を
喰
え
る
。
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
「
人
生

天
地
之
問
、
若
白
駒
過
隙
、
忽
然
而
巳
」
と
見
え
る
。

O
か
の
ゆ
か
り
な
る
河
島
:
・
草

嶋
家
の
こ
と
。
革
嶋
家
は
、
竹
山
、
履
軒
の
妻
の
実
家
。
明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
、
岳

父
が
亡
く
な
っ
た
際
、
跡
継
ぎ
が
幼
か
っ
た
た
め
、
竹
山
が
後
見
人
と
し
て
一
年
間
滞

在
し
た
こ
と
も
あ
る
。

O
一
声
は
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
・
:
「
ひ
と
こ
ゑ
の
お
ぼ
つ
か
な
さ

に
郭
公
わ
れ
も
き
き
っ
と
い
ふ
人
も
が
な
」
(
『
続
拾
遺
集
』
一
六
二
)
、
「
過
ぎ
ぬ
る

が
山
時
鳥
一
こ
ゑ
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
も
は
れ
ぬ
雲
ゐ
に
」
(
『
新
続
古
今
集
』
二
五
九
)

参
照
。

O
た
に
は
:
・
丹
波
。
革
嶋
家
は
丹
波
に
も
土
地
を
持
っ
て
い
た
(
『
国
史
大
辞

典
』
)
。

O
う
せ
に
し
も
の
:
・
亡
せ
に
し
者
。
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
に
亡
く
な
っ
た

夫
人
み
わ
の
こ
と
。

O
撫
子
・
:
撫
で
し
子
で
、
愛
児
、
ま
た
は
愛
し
た
女
性
の
意
。
こ

こ
で
撫
子
は
、
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
に
亡
く
な
っ
た
み
わ
の
忘
れ
形
見
の
八
郎
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
、
履
軒
は
、
子
供
に
対
す
る
砂
糖
の
害
を
力
説
す
る
『
老

婆
心
』
で
、
「
さ
き
く
あ
り
て
わ
が
国
に
お
ふ
る
な
で
し
こ
に
あ
は
れ
を
か
け
よ
春
の

雨
露
」
と
い
う
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
履
軒
の
和
歌
集
『
越
吟
』
第
二
に
「
妻

を
う
し
な
へ
る
こ
ろ
、
た
か
さ
と
(
竹
里
)
の
翁
の
歌
よ
み
て
お
こ
せ
た
る
か
へ
し
」
と

い
う
詞
書
き
の
も
と
「
か
つ
み
で
も
な
ぐ
さ
む
こ
と
は
撫
子
の
花
に
ぞ
露
は
を
き
ま
さ

り
ぬ
る
」
(
一
七
八
)
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
撫
子
の
「
な
で
」
に
「
無
で
」
を
掛

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
撫
子
は
妻
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

O
老
の
坂

:
・
老
の
坂
峠
。
丹
波
に
通
じ
る
重
要
な
地
点
。
履
軒
も
歳
の
老
い
と
掛
け
て
「
老
の
坂

の
ぽ
ら
ん
君
が
為
に
と
て
雪
う
ち
は
ら
ひ
き
り
し
杖
ぶ
り
」
(
『
越
吟
』
第
三
、
七

O

三
)
と
詠
ん
で
い
る
。

O
亀
山
:
・
今
の
京
都
の
嵯
峨
辺
り
の
地
名
。

O
高
辻
す
が
は
ら

の
君
:
・
公
家
の
高
辻
胤
長
の
こ
と
。
菅
原
道
真
の
後
荷
。
高
辻
家
に
は
草
嶋
家
が
代
々

仕
え
て
い
た
。
履
軒
は
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
か
ら
一
年
間
、
賓
師
に
招
か
れ
た
。

0

あ
ひ
み
ま
く
ほ
し
の
や
ど
り
の
:
・
「
ほ
し
」
は
星
を
掛
け
る
。
「
天
の
原
ふ
る
さ
け
み

れ
ば
七
夕
の
星
の
や
ど
り
に
霧
立
ち
わ
た
る
」
(
『
新
千
載
集
』
三
三
二
)
で
は
「
星
の

や
ど
り
」
は
星
座
を
表
し
、
「
あ
ひ
見
ま
く
ほ
し
は
数
な
く
あ
り
な
が
ら
人
に
月
な
み

惑
ひ
こ
そ
す
れ
」
(
『
古
今
集
』
一

O
二
九
)
で
は
「
星
」
と
「
欲
し
」
を
掛
け
、
程
度

の
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
現
す
る
。
履
軒
の
歌
で
は
、
「
ほ
し
の
や
ど
り
」
に
よ
り
、
大

阪
の
遠
い
こ
と
と
、
高
辻
卿
に
会
い
た
い
気
持
ち
の
強
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

F
h
u 

内

d

【
解
説
】
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
履
軒
の
京
都
行
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
湯
城
吉
信
「
『
洛
消
異
嚢
』
!
中
井
履
軒
の
京
都

行
」
(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O
四
)
を
参
照
の
こ
と
。



二
、
よ
こ
な
ま
り

*
言
一
葉
の
詑
り
に
関
す
る
考
証
。
都
人
も
詑
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
。

(
様
)

言
葉
の
よ
こ
な
ま
り
て
ふ
こ
と
は
下
ざ
ま
の
人
、
遠
つ
国
は

{

都

)

(

内

)

(

上

)

(

上

}

{

従

)

さ
ら
な
り
、
み
や
こ
の
う
ち
う
へ
が
う
へ
ま
で
も
世
に
し
た
が

(
触
)

ひ
、
こ
と
に
ふ
れ
て
あ
る
べ
し
。
紫
震
を
「
し
し
ゐ
」
と
読
み
、

(

類

)

(

読

)

{

癖

)

(

言

)

「
れ
い
ぜ
い
」
と
読
む
た
ぐ
ひ
を
よ
み
く
せ
と
な
ん
い
ひ

{

実

}

さ
れ
ど
ま
こ
と
は
よ
こ
な
ま
り
な
る
べ
し
。

(

書

)

{

古

)

と
か
け
れ
ば
、
い
に
し
へ
は
文
字
の

(
逢
)

さ
れ
ば
歌
に
も
人
に
あ
ふ

冷
泉
を

け
ら
し
。

「
あ
ふ
ひ
」

{
説
}

「
逢
日
」
と
よ
み
け
ら
し
。

*

(

寄

)

(

詠

)

*

ベ
き
日
を
葵
に
よ
せ
て
よ
め
り
。
今
の
世
に
て
は

)

(

寄

)

(

言

葉

)

ゾ
(
刊
ん
」
読
め
れ
ば
「
逢
」
に
ょ
す
る
こ
と
ば
に
あ
ら
ず
。

一

言

)

(

読

}

の
い
へ
ら
く
、
口
に
て
は
「
青
井
」
と
よ
め
ど
も
文
字
に
「
あ

(

書

)

，

{

寄

)

ふ
ひ
」
と
か
く
故
に
「
逢
日
」
の
こ
と
を
ょ
す
る
と
。
か
か
る

(

僻

事

)

(

歌

)

ひ
が
こ
と
こ
そ
あ
れ
。
そ
も
そ
も
歌
と
は
、
う
ち
あ
け
て
う
た

(

書

)

{

巻

)

(

畳

)

{

博

士

)

ふ
も
の
な
り
。
そ
れ
を
か
い
つ
け
て
ま
き
た
た
み
す
る
は
は
か
せ

(

起

)

(

言

)

(

如

)

の
わ
た
く
し
ご
と
よ
り
お
こ
れ
り
。
あ
る
人
の
い
へ
る
ご
と
く

草
の
名
を

ま
ま
に

「
青
井
」あ

る
人

(

天

地

)

(

巻

)

(

畳

)

{

樽

土

)

な
ら
ば
、
あ
め
っ
ち
も
鬼
神
も
ま
き
た
た
み
た
る
は
か
せ
の
文

(

取

)

(

感

)

(

動

)

*

(

難

)

を
手
に
と
ら
で
は
、
か
む
じ
う
ご
か
む
こ
と
い
と
か
た
し
ゃ
。

(
読
)

さ
れ
ば
、
「
青
井
」
と
よ
む
こ
と
よ
こ
な
ま
り
に
あ
ら
ず
や
。

(

古

)

*

(

読

)

ま
た
「
お
も
ひ
の
畑
」
な
ど
い
に
し
へ
は
「
面
火
」
と
よ
み

(

如

)

(

読

)

け
ら
し
。
今
の
ご
と
「
面
井
」
と
よ
め
ら
ば
、
こ
れ
も
ま
た
姻

{

文

字

)

{

通

)

の
た
よ
り
あ
ら
じ
。
お
よ
そ
「
ひ
」
も
じ
「
い
」
に
か
よ
ひ
、
「
ふ
」

{

文

字

}

{

通

}

(

類

)

(

皆

)

も
じ
に
か
よ
ふ
た
ぐ
ひ
、
皆
み
な
よ
こ
な
ま
り
な
る
べ

「を」

し

の

{

飲

}

*

(

吸

)

(

昔

ロ

)

畑
草
を
の
む
て
ふ
こ
と
を
播
磨
の
人
は
「
す
ふ
」
と
い
へ
り
。

(

田

舎

}

{

吸

)

(

言

)

都
人
ら
聞
と
が
め
て
「
い
な
か
人
は
畑
草
を
す
ふ
と
な
ん
い
ふ
」

(

笑

}

(

田

舎

人

}

(

立

)

(

吸

}

と
て
指
さ
し
て
わ
ら
へ
ば
、
こ
の
い
な
か
う
ど
腹
た
ち
て
「
す

(

吸

)

(

言

)

(

飲

)

ふ
故
に
こ
そ
す
ふ
と
は
い
ふ
な
れ
。
い
で
や
畑
管
の
鳴
を
の
み

(

口

)

(

言

}

(

吸

}

(

口

)

(

言

)

(

言

)

く
ち
と
は
い
は
で
な
ど
す
ひ
く
ち
と
は
い
ふ
ぞ
」
と
い
へ
り
け

(

負

)

(

良

)

(

言

)

れ
ば
、
都
人
ま
け
に
け
り
。
す
べ
て
よ
き
人
の
い
へ
ら
ん
こ
と

(

違

)

(

様

)

は
た
が
ひ
た
る
も
め
で
た
き
に
な
む
、
世
の
あ
り
さ
ま
に
こ
そ
。
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*
以
下
、
双
行
注
。
手
稿
本
で
は
白
石
の
話
は
書
脳
(
の
ど
)
に
、
日
向
の
話
は
末
尾
に
あ

る
。
和
文
集
本
は
両
者
と
も
末
尾
に
ま
と
め
る
。
中
之
島
本
は
前
者
を
「
い
に
し
へ
は
」

と
「
面
火
と
よ
み
け
ら
し
」
の
閑
に
挟
む
。
(
意
味
を
理
解
し
な
い
ま
ま
原
文
を
そ
の



ま
ま
写
そ
う
と
す
る
中
之
島
本
の
特
徴
が
見
え
る
。
)

* 

白
石
「
答
指
泊
書
」
日
、* 

此
国
は
ふ
る
き
も
の
に
候
。
南
倭
に
有
之
候
へ
ば
、
本
邦
の
古
語
も
か
れ

「
昔
公
用
に
て
琉
球
の
人
に
度
々
出
合
候
き
。

こ
れ
遺
り
聞
ゆ
る
こ
と
に
候
。
大
の
字
を
ヲ
ホ
と
呼
候
て
ヲ
ヲ
と
は
不
申

*

*

*

* 

候
。
鴛
な
ど
を
も
ウ
グ
ヒ
ス
と
よ
び
候
て
、
ウ
グ
ヰ
ス
と
は
不
申
候
。
こ

(

言

葉

)

(

仮

名

}

*

(

今

}

(

呼

)

*

れ
ら
の
こ
と
ば
古
来
の
か
な
づ
け
と
い
ま
よ
び
候
と
の
違
候
事
、
不
審
に

*

* 

存
候
所
、
こ
な
た
に
て
は
語
転
詑
し
候
故
の
こ
と
、
琉
球
に
は
昔
の
ま
ま

*

* 

の
語
と
聞
え
申
候
。
琉
球
を
南
倭
と
申
候
事
、
『
山
海
経
』
の
南
北
倭
の

* 

事
に
付
、
先
年
『
南
北
倭
志
』
を
撰
述
候
事
に
候
。
」

(
言
葉
)

日
向
国
飯
飽
の
人
の
こ
と
ば
に
今
も
人
名
の
「
次
」

(

読

)

{

呼

}

{

仮

名

}

字
を
よ
み
か
へ
て
よ
ぶ
な
り
。
「
次
」
は
「
し
」
の
か
な
、

{

仮

名

)

(

呼

}

{

あ

き

ら

)

の
か
な
、
濁
り
て
よ
ベ
ど
も
明
か
に
わ
か
る
な
り
。

の{子、

「治」

「
治
」
は
「
ち
」

【
校
異
】

O
「
お
も
ひ
の
畑
」
な
ど
い
に
し
へ
は
:
・
中
之
島
本
は
こ
の
後
に
双
行
注
(
白

石
の
分
だ
け
)
が
あ
る
。

O
候
:
・
『
新
井
白
石
全
集
』
五
「
て
」
。

O
ヲ
ヲ
と
は
不
申
候

・
:
『
新
井
白
石
全
集
』
五
「
ヲ
ヲ
と
は
申
さ
ず
候
」
。

O
鴛
な
ど
・
:
中
之
島
本
「
な
ど
」

な
し
。

O
ウ
グ
ヒ
ス
:
・
『
新
井
白
石
全
集
』
玉
「
ウ
グ
イ
ス
」
。

O
ウ
グ
ヰ
ス
と
は
不

申
候
・
:
『
新
井
白
石
全
集
』
五
「
ウ
グ
ヰ
ス
と
は
申
さ
ず
候
也
」
。

O
か
な
づ
け
・
:
『
新

井
白
石
全
集
』
五
「
か
な
づ
け
候
」
。

O
事
・
:
『
新
井
白
石
全
集
』
五
な
し
。

O
所
・
:

『
新
井
白
石
全
集
』
玉
「
処
」
。

O
に
は
:
・
『
新
井
白
石
全
集
』
五
「
に
て
」

O
南
倭

と
申
候
事
・
:
『
新
井
白
石
全
集
』
五
「
南
倭
と
申
候
事
は
」
。

の

【注】

O
葵
:
・
九
「
ふ
き
の
こ
と
ば
」
参
照
。

O
播
磨
:
・
中
井
家
は
大
阪
に
来
る
前
、

龍
野
に
お
り
、
竹
山
や
履
軒
も
何
度
か
龍
野
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、

播
磨
の
言
葉
に
は
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

O
あ
ふ
べ
き
日
を
葵
に
よ
せ
て
よ
め
り

・
「
ゆ
き
帰
る
八
十
氏
人
の
玉
か
ず
ら
か
け
て
ぞ
た
の
む
あ
ふ
ひ
て
ふ
名
は
」
(
『
後

撰
集
』
一
六
二
、
「
我
こ
そ
や
見
ぬ
人
恋
ふ
る
病
ひ
す
れ
あ
ふ
ひ
な
ら
で
は
止
む
薬
な

し
」
(
『
拾
遺
集
』
六
六
五
)
参
照
。
履
軒
自
身
、
「
神
山
の
お
く
の
岩
ね
の
あ
ふ
日
草

山
賎
に
の
み
あ
ふ
は
あ
ふ
か
な
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
(
『
越
吟
』
第
て
五
二
。

O
あ
め
っ
ち
も
鬼
神
も
1
か
む
じ
う
ご
か
む
・
:
『
詩
経
』
大
序
に
「
動
天
地
、
感
鬼
神
、

あ
め
っ
ち

莫
近
於
詩
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
も
「
天
地
を
動
か
し
、

目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
哀
れ
と
思
は
せ
、
:
・
は
、
歌
な
り
」
と
あ
る
。

O
白
石
「
答
潜

泊
書
」
・
:
『
新
井
白
石
全
集
』
玉
、
国
書
刊
行
会
、
一
九

O
六
、
三

O
九
頁
「
白
石
手

簡
」
に
見
え
る
。

O
『
山
海
経
』
・
:
中
国
古
代
の
神
話
と
地
理
の
書
。
巻
十
二
「
海
内

地
経
」
に
倭
が
見
え
る
。

O
『
南
北
倭
志
』
:
・
未
詳
。
『
国
書
総
目
録
』
に
見
え
な
い
。

弓

tqu 

一一、
華
膏
国
記

*
華
膏
国
の
様
子
を
表
し
た
記
。
履
軒
は
安
永
九
年
(
一
七
八
一
)
(
本
文
か
ら
冬
ら
し
い

こ
と
が
わ
か
る
)
、
米
屋
町
に
引
っ
越
し
、
居
宅
を
華
膏
国
と
名
づ
け
た
。
華
膏
固
と

は
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
見
え
る
、
黄
帝
が
夢
で
遊
ん
だ
と
さ
れ
る
無
為
自
然
の
理
想
因
。

な
お
、
『
弊
宮
市
続
編
』
に
漢
文
の
「
華
膏
国
記
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
居
宅
の
具
体
的

描
写
が
な
く
簡
潔
。



(
住
)

北
山
に
す
め
る
友
人
の
牡
丹
、
卯
の
花
と
て
を
く
り
た
る
は

(

明

)

(

如

月

)

あ
け
の
年
の
き
さ
ら
ぎ
な
り
け
れ
ば
、
よ
く
あ
り
つ
き
て
、
ほ

(

咲

)

{

望

)

(

過

)

ど
も
な
く
牡
丹
は
さ
き
に
け
り
。
卯
月
の
も
ち
は
す
ぐ
れ
ど
、

(

古

}

{

辺

)

(

鯛

牛

)

*

(

隠

)

い
に
し
へ
の
大
江
の
岸
の
わ
た
り
に
か
た
っ
ぷ
り
の
か
く
れ

(

家

)

(

我

物

顔

}

(

住

)

{

帝

)

*

(

年

)

が
を
わ
が
も
の
が
ほ
に
す
め
る
は
、
安
永
の
み
か
ど
の
季
の
と
し

(
米
}
*

に
な
む
。
こ
の
小
路
を
よ
ね
て
ふ
名
た
で
す
め
れ
ど
、
あ
ら
ぬ

こ
と
に
て
、
ま
こ
と
は
南
の
本
と
な
ん
。
さ
れ
ど
、
笠
置
の
帝

{
占
)
*

の
御
夢
の
う
ら
に
は
あ
ら
ざ
り
け
ら
し
。

(

蓬

)

(

扉

)

(

れ

い

で

う

)

{

生

)

(

出

)

(

隅

)

よ
も
ぎ
の
と
ぼ
そ
い
と
せ
ば
く
、
蒙
翠
の
お
ひ
い
づ
ベ
き
く
ま

門

・

戸

}

(

住

)

だ
に
な
し
。
と
よ
り
み
れ
ば
、
人
の
す
む
べ
く
も
あ
ら
ず
か
し
。

(

奥

)

{

函

)

さ
れ
ど
、
お
く
は
や
や
ふ
く
ら
か
に
な
む
。
北
お
も
て
の
格
子

(

開

)

(

定

)

{

葛

)

(

波

)

あ
け
て
文
み
る
窓
と
さ
だ
め
つ
。
蔦
か
つ
ら
は
ひ
わ
た
る
ば
か

(
元
)
(
住
)

り
の
庭
も
せ
な
れ
ど
、
も
と
す
み
け
る
人
の
植
置
た
る
松
梅
や

山

吹

)

*

*

ま
ぶ
き
な
ど
、
そ
こ
ら
し
ど
け
な
き
も
の
か
ら
、
此
君
な
く
て

一

)

*

*

は
ひ
と
日
し
も
と
て
、
や
を
ら
植
た
れ
ど
、
冬
の
半
な
れ
ば
、

{

契

)

{

空

言

)

*

み
ど
り
の
髪
も
霜
と
ふ
り
つ
つ
、
千
年
の
ち
ぎ
り
そ
ら
ご
と
と

な
り
ぬ
。

関

草

)

*

一
日
」
ノ
¥
命
。

(

隅

)

{

室

}

(

今

様

)

(

弄

)

そ
の
東
の
す
み
に
方
丈
の
む
ろ
あ
り
。
い
ま
や
う
の
も
て
あ
そ

{
辿
)
{
知
)

び
な
る
茶
室
な
り
け
り
。
こ
の
道
は
た
ど
り
し
ら
ぬ
こ
と
な
れ

{

限

蔵

)

ば
ゑ
し
も
も
て
は
や
さ
ず
。
そ
れ
な
が
ら
に
て
昼
の
め
ん
ざ
う

{

定

)

*

(

逃

)

(

為

)

と
さ
だ
め
つ
。
か
の
越
盾
の
う
る
さ
き
を
こ
こ
に
の
が
れ
む
た
め

(

隠

)

(

住

)

{

奥

)

*

(

初

)

な
ら
し
。
さ
れ
ば
か
く
れ
す
む
山
の
お
く
山
に
や
。
卯
月
の
は
じ

(

試

)

(

悪

)

め
よ
り
時
々
は
こ
こ
ろ
み
に
と
て
も
の
す
る
も
あ
し
く
は
あ
ら

ず
か
し
。 わ

す
れ
草

おた2

ほねぎ
るま袋
もきー
のつ
とれ
はど

鬼春
の雨
し(に
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(

頃

〕

(

経

}

(

足

さ
て
日
ご
ろ
へ
て
咲
い
て
、
た
る
あ
ら
ぬ
物
に
ぞ
あ
り
け
る
。

(

例

)

(

多

)

(

思

)

(

続

}

う
た
て
世
中
に
か
か
る
た
め
し
の
お
ほ
か
る
を
お
も
ひ
つ
づ
け

て
そ
れ
と
は
な
く
て
、

(

待

)

(

う

ゑ

)

ま
っ
と
し
も
あ
ら
で
植
に
し
卯
花
の

(

絡

}

*

(

閑

)

{

時

鳥

)

(

鳴

)

ひ
も
と
か
ぬ
ま
に
ほ
と
と
ぎ
す
な
く

*

(

佑

)

う
の
花
は
い
ま
だ
い
ぎ
た
な
き
を
う
ち
わ
び
つ
つ
立
や
す
ら
ふ

夕
暮
に
雲
井
は
る
か
に
声
壮
加
れ
れ
け
れ
ば
、



(

向

)

*

(

上

)

こ
こ
の
北
む
き
の
窓
の
う
へ
に
額
う
ち
て
義
上
窓
と
い
ふ
文

(

白

土

)

(

作

}

(

覗

)

字
を
し
ら
っ
ち
に
て
つ
く
れ
り
。
窓
よ
り
さ
し
の
ぞ
き
て
み
れ

{

縁

)

(

簸

)

{

一

叢

)

{

二

議

)

ば
東
へ
り
の
ま
が
き
の
下
に
白
菊
ひ
と
む
ら
ふ
た
む
ら
植
へ

{

渡

)

(

心

憎

)

わ
た
し
た
る
、
い
と
こ
こ
ろ
に
く
し
ゃ
。

(

入

口

)

こ
の
室
の
い
り
ぐ
ち
に
「
華
膏
国
門
」
と
い
ふ
額
う
ち
た
り
。

(

見

)

*

(

小

)

「
こ
れ
は
」
と
み
る
人
ご
と
に
「
あ
や
し
。
か
か
る
ち
い
さ
き

(

言

}

(

答

)

(

言

)

*

国
や
は
あ
る
」
と
い
ふ
。
こ
た
へ
て
い
へ
ら
く
「
か
の
軒
鞍
の

(

帝

)

(

中

)

み
か
ど
の
夢
の
う
ち
に
遊
び
た
ま
ひ
し
は
こ
こ
に
こ
そ
。
夢
の

(

中

)

(

欽

)

う
ち
に
大
小
の
け
ぢ
め
は
あ
ら
じ
も
の
を
」
と
。
ま
た
酒
の
み

(

主

)

(

顔

)

*

な
ど
し
け
る
時
は
こ
の
国
の
あ
る
じ
か
ほ
に
胡
蝶
の
夢
も
さ
め

*

(

今

様

)

や
ら
ず
、
南
の
枝
ぞ
す
み
か
な
ど
い
ま
や
う
め
か
ひ
て
も
の
ぐ

(
舞
)
(
歌
)

る
ほ
し
う
、
ま
ひ
う
た
ひ
け
る
。
も
と
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
ど
が

(

例

)

(

言

)

(

室

)

か
な
ら
ぬ
た
と
ひ
に
さ
へ
い
ふ
な
る
。
す
べ
て
こ
の
む
ろ
に

{

入

}

*

{

居

}

(

言

}

(

夢

)

い
り
て
こ
の
窓
の
下
に
お
れ
ば
、
い
ふ
こ
と
す
る
こ
と
ゆ
め
な

ら
かぬ
くこ
かきと
し、は
つあ
け ら
て日
「
華
膏
国
の
記
」
と
名
づ
く
る
も
辞
じ

く
夢
に
こ
そ
。

(

履

軒

)

{

幽

人

)

(

中

)

(

記

}

く
つ
の
き
の
ふ
か
う
ど
夢
の
う
ち
に
し
る
す
。

(

年

)

(

暮

)

(

主

)

{

詠

}

こ
の
と
し
の
く
れ
に
や
、
こ
の
国
あ
る
じ
の
よ
め
り
け
る
歌
。

(

中

)

(

分

)

(

我

)

夢
の
う
ち
に
時
し
も
わ
か
ぬ
わ
が
国
も

春
を
隣
の
鴛
の
声

(

明

)

(

年

)

{

初

)

あ
け
の
と
し
の
は
じ
め
に
、

{

秋

津

洲

)

*

(

来

)

あ
き
っ
す
に
春
や
き
ぬ
ら
し
草
枕

(

霞

)

(

今

朝

)

*

(

見

)

夢
路
か
す
み
て
け
さ
は
み
ゆ
ら
む

【
校
異
】

O
安
永
の
み
か
ど
・
:
中
之
島
本
目
「
安
永
の
こ
か
ど
」
。

O
南
の
本
:
・
中
之

島
本
「
南
の
花
」
。

O
そ
こ
ら
:
・
中
之
島
本
「
そ
こ
そ
」
。

O
や
を
ら
:
・
中
之
島
本
「
や

を
に
」
。

O
そ
ら
ご
と
(
空
事
)
・
:
中
之
島
本
「
ろ
う
こ
と
」
?
に
見
え
る
。

O
北
む
き

・
:
中
之
島
本
「
ふ
む
き
」
。

O
あ
や
し
・
:
中
之
島
本
「
お
や
し
」
?
に
見
え
る
。

O
い

り
て
:
・
中
之
島
本
「
い
り
し
事
」
?
に
見
え
る
。

O
け
さ
は
・
:
中
之
島
本
「
け
さ
の
」
。
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【
語
釈
】

O
そ
こ
ら
:
・
は
な
は
だ
?
Oし
ど
け
な
き
・
:
整
わ
な
い
。

O
い
ぎ
た
な
き
・
:

咲
い
て
い
な
い
。

O
ひ
も
と
か
ぬ
・
:
つ
ぼ
み
が
聞
か
な
い
。

O
鬼
の
し
ご
く
さ
:
・
鬼
の

醜
草
。
『
万
葉
集
』
の
「
鬼
の
醜
草
」
の
誤
読
か
ら
生
ま
れ
た
語
。
紫
苑
の
こ
と
と
も

言
う
が
、
こ
こ
で
は
雑
草
の
意
か
。

O
あ
き
っ
す
:
・
秋
津
洲
。
日
本
の
こ
と
。

【注

}
Oか
た
っ
ぷ
り
・
:
ヤ
ド
カ
リ
の
よ
う
に
居
所
を
定
め
な
い
こ
と
を
言
う
。
履
軒

は
「
お
き
ふ
し
を
心
に
ま
か
す
蛸
牛
の
や
が
て
け
ぬ
べ
き
世
に
し
あ
る
も
の
を
」
と
い

う
歌
を
詠
ん
で
い
る
(
『
越
吟
』
第
二
、
三
三
五
)
。
ま
た
「
家
な
く
し
て
か
た
つ
む
り

を
か
り
で
す
め
る
こ
と
よ
と
笑
ふ
人
あ
り
け
れ
ば
」
と
い
う
調
書
き
も
見
え
る
(
『
越

吟
』
題
三
、
八
一
二
。
一
方
、
『
荘
子
』
の
「
踊
牛
角
上
の
争
い
」
の
故
事
を
踏
ま
え
、



浮
き
世
で
あ
く
せ
く
生
き
る
こ
と
を
皮
肉
る
意
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
履
軒
の
漢
詩

「
鍋
牛
巨
図
」
は
、
華
膏
国
王
が
蛸
牛
の
大
き
さ
を
称
え
、
鍋
牛
角
上
の
二
国
を
訪
問

す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
(
『
履
軒
古
風
』
巻
四
)
。

O
よ
ね
・
:
米
屋
町
の
こ
と
。

O
南

の
本
:
・
米
屋
町
の
別
名
、
南
本
町
の
こ
と
。

O
此
君
な
く
て
は
ひ
と
日
し
も
:
・
此
君
は

竹
の
こ
と
。
王
徴
之
が
居
宅
に
竹
を
植
え
て
「
何
ぞ
一
日
も
此
の
君
無
か
る
べ
き
や
(
ど

う
し
て
一
日
も
こ
の
お
方
が
な
く
て
お
ら
れ
ょ
う
か
ご
と
言
っ
た
故
事
(
『
晋
書
』
王

徴
之
伝
)
に
基
づ
く
。

O
笠
置
の
帝
の
御
夢
の
う
ら
・
:
「
笠
置
の
帝
」
と
は
後
醍
醐
天

皇
。
南
北
朝
時
代
、
笠
置
山
に
は
後
醍
醐
天
皇
の
行
在
所
が
あ
っ
た
。
後
醍
醐
天
皇
が

楠
を
暗
示
す
る
「
南
の
枝
」
の
夢
を
見
た
話
が
『
太
平
記
』
巻
三
に
見
え
る
。

O
誼
盾

・
『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
二
年
の
条
に
、
趣
盾
が
主
君
の
霊
公
の
費
沢
や
遊
興
を
諌
め

て
疎
ま
れ
た
話
が
見
え
る
。

O
か
く
れ
す
む
山
の
お
く
山
:
・
「
世
の
中
よ
道
こ
そ
な
け

れ
思
ひ
入
る
山
の
奥
に
も
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
」
(
藤
原
俊
成
、
『
百
人
一
首
』
)
な
ど
を
踏

ま
え
る
と
思
わ
れ
る
。

O
義
上
窓
・
:
義
皇
上
人
で
伝
説
の
皇
帝
伏
義
の
さ
ら
に
先
の
皇

帝
。
世
事
を
忘
れ
て
安
逸
に
世
を
送
る
者
に
喰
え
る
。

O
「
華
膏
国
門
」
の
額
:
・
懐
徳

堂
文
庫
に
は
「
筆
膏
国
門
」
の
額
が
残
さ
れ
て
い
る
(
『
懐
徳
堂
事
典
』
一

O
一
頁
、
『
中

井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
一
二
二
頁
に
写
真
あ
り
)
。

O
軒
韓
の
み
か
ど
:
・
軒
輯
は
伝
説

の
皇
帝
黄
帝
の
名
。

O
胡
蝶
の
夢
:
・
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
見
え
る
故
事
。
荘
子
は
夢

で
蝶
に
な
り
、
覚
め
た
時
、
人
が
夢
を
見
て
い
た
の
か
、
蝶
が
人
の
夢
を
見
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
話
。

O
南
の
枝
・
:
唐
代
伝
奇
「
南
軒
太
守
伝
」
を
指
す
か
。

柿
は
枝
の
意
味
。
夢
の
中
で
、
蟻
の
国
の
若
殿
様
と
な
っ
た
男
が
南
柿
国
を
治
め
る
。

目
覚
め
て
南
の
枝
の
下
を
掘
っ
た
ら
、
蟻
の
巣
が
あ
り
見
覚
え
の
あ
る
景
色
だ
っ
た
、

と
い
う
話
。
『
華
膏
国
物
語
』
の
舞
台
設
定
も
華
膏
国
の
南
相
郡
に
な
っ
て
い
る
。

【
解
説
】
履
軒
の
庭
園
に
関
す
る
文
章
に
「
小
園
記
」
「
小
園
序
」
(
と
も
に
『
弊
帯
』

所
収
)
が
あ
る
。
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
、
門
人
が
懐
徳
堂
の
庭
を
造
成
し
た
事
情
を

述
べ
る
文
章
で
あ
る
。

園
、
題
三
タ
図

*
三
タ
の
歌
を
題
材
に
し
た
絵
へ
の
題
辞
。
履
軒
の
視
点
が
興
味
深
い
(
解
説
参
照
)
。

(

歌

)

(

嘆

)

春
の
の
ど
け
さ
を
烏
に
う
た
は
せ
、
秋
の
あ
は
れ
を
虫
に
な
げ

{

天

帝

)

か
す
る
は
あ
め
の
み
か
ど
の
は
か
ら
ひ
か
も
。
さ
れ
ば
世
々
を

(

経

}

(

大

和

)

(

う

た

)

*

(

真

砂

)

*

(

詠

)

(

尽

}

へ
て
秋
の
タ
て
ふ
や
ま
と
一
骨
は
浜
の
ま
さ
ご
の
よ
み
つ
く
す
べ

(

虫

)

(

音

)

(

通

)

深
草
や
露
け
き
む
し
の
ね
に
か
よ
ひ
た
る
は

う
も
あ
ら
ね
ど
、

(
稀
}

い
と
ま
れ
に
こ
そ
。*

(

飛

騨

医

)

{

斧

)

(

跡

)

た
だ
こ
の
三
人
の
み
ぞ
ひ
だ
た
く
み
の
を
の
の
あ
と
も
な
く

(

辺

)

(

千

草

)

(

自

)

(

生

)

野
べ
の
ち
ぐ
さ
の
お
の
づ
か
ら
お
ひ
出
た
ら
ん
や
う
に
て
、
そ

(

実

)

(

虫

)

(

多

)

の
声
な
む
ま
こ
と
に
む
し
な
り
け
ら
し
。
む
べ
お
ほ
く
の
中
よ

{
選
}
{
出
)

り
ゑ
ら
び
い
だ
さ
れ
け
め
。

(

言

)

*

か
く
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
、
ひ
と
へ
に
う
べ
な
き
ゃ
う
な
れ
ど
、

*

(

願

}

そ
も
人
に
し
て
虫
な
ら
ん
は
あ
な
が
ち
に
ね
が
ふ
べ
き
や
は
。

(
今
)
(
世
)
(
言
)
(
甲
斐
}

い
ま
の
よ
は
い
ふ
か
ひ
な
し
。
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末
遠
き
後
の
世
の
み
ぞ
人
は
は

か
ら
れ
ね*



(

誰

)

(

虫

}

(

婚

)

(

殿

}

た
ぞ
や
む
し
の
ね
ぐ
ら
を
た
ち
は
な
れ
て
天
雲
の
た
な
引

(

渡

)

*

(

光

)

(

染

}

わ
た
り
て
入
日
の
ひ
か
り
に
そ
の
い
ろ
い
ろ
を
そ
め
い
た
し
、

(

高

)

(

吹

)

{

鯛

}

嶺
た
か
み
松
ふ
く
風
の
秋
の
し
ら
ベ
を
か
き
な
ら
し
た
ら
ん
は
、

*

(

ロ

)

(

饗

)

(

隠

}

(

惑

)

虫
も
や
さ
し
と
く
ち
ふ
た
ぎ
て
か
く
れ
ま
ど
ひ
な
ん
か
し
。

れ
は
た
あ
り
や
、

あ
ら
ず
や
。

{
校
異
】

O
寄
:
・
中
之
島
本
「
歌
」
。

O
三
人
・
:
和
文
集
本
は
右
に
「
寄
」
.
と
振
る
。

O
虫
:
・
和
文
集
本
「
む
し
」
。

【
語
釈
】

0
・
フ
ベ
な
き
・
:
最
上
の
。

O
や
さ
し
:
・
遠
慮
し
て
。

【注】

O
三
タ
:
・
『
新
古
今
集
』
に
見
え
る
秋
の
タ
ベ
を
題
材
に
し
た
三
首
の
歌
。
「
さ

び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
ま
き
立
つ
山
の
秋
の
夕
暮
」
(
寂
蓮
)
、
「
心
な

き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
し
ぎ
た
つ
沢
の
秋
の
タ
ぐ
れ
」
(
西
行
)
、
「
見
わ
た

せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
タ
ぐ
れ
」
(
藤
原
定
家
)
。

O
浜
の

ま
さ
ご
・
:
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
わ
が
恋
は
よ
む
と
も
尽
き
じ
有
磯
海
の
浜
の
真
砂

は
よ
み
つ
く
す
と
も
」
と
い
う
歌
が
あ
る
の
を
参
照
。

O
い
ま
の
よ
云
々
:
・
未
来
を
予

想
す
る
も
の
か
。

O
天
雲
の
た
な
引
わ
た
り
て
:
・
「
天
雲
た
な
び
く
ま
で
生
ひ
の
ぼ
れ

る
ご
と
く
に
、
こ
の
歌
も
、
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し
」
(
『
古
今
集
』
仮
名
序
)
を
踏

ま
え
る
か
。

【
解
説
】
魂
の
飛
朔

履
軒
は
自
然
科
学
に
興
味
を
持
ち
、
天
文
学
者
麻
田
剛
立
と
交
流
し
『
天
経
或
問
』

そ

に
訂
正
な
ど
を
書
き
入
れ
た
り
(
『
天
経
或
問
離
題
』
)
、
木
村
莱
蔭
堂
の
門
下
に
顕
微

鏡
を
見
に
行
き
「
顕
微
鏡
記
」
を
著
し
た
り
し
た
(
『
弊
帯
続
編
』
)
。
一
方
、
華
膏
国

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
夢
の
世
界
に
心
を
馳
せ
た
。
自
然
科
学
へ
の
興
味
と
夢
の
世
界

へ
の
興
味
と
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
の
自
由
自
在
な
「
視
点
の
移
動
」
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
あ
る
時
は
、
微
小
な
世
界
に
心
を
馳
せ
(
「
顕
微
鏡
記
」
)
、
あ
る
時
は
巨
大
な

世
界
に
心
を
馳
せ
た
(
履
軒
の
漢
詩
集
『
履
軒
古
風
』
巻
四
に
は
、
天
を
飛
朔
す
る
夢

を
描
い
た
「
会
虞
|
観
天
地
第
ご
な
る
創
作
も
あ
る
)
。
こ
こ
で
、
虫
の
視
点
を
問

題
に
す
る
の
も
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
か
。

* 

玉
、
ま
し
ら
の
い
ざ
ら
ひ

*
適
わ
ぬ
恋
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
。
題
の
「
ま
し
ら
」
は
猿
、
「
い
ざ
ら
ひ
」
は
稽
古

の
意
。
猿
ま
ね
の
下
手
な
作
品
だ
と
卑
下
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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(

語

)

{

皆

}

*

(

書

}

昔
か
た
り
な
ど
は
み
な
あ
ら
ぬ
こ
と
を
筆
の
す
さ
み
に
か
き

{

速

}

、

(

今

)

(

如

何

)

(

作

)

(

出

)

つ
ら
ね
た
る
を
い
ま
の
世
し
も
い
か
で
つ
く
り
い
で
ざ
ら
ん
と

(
言
}

人
の
い
へ
り
け
れ
ば
戯
れ
に
、

(

昔

)

{

男

)

む
か
し
お
と
こ
あ
り
け
り
。
か
り
そ
め
に
い
静
ひ

h
bり
た

(

ご

ろ

)

(

経

)

(

互

)

る
女
の
日
比
ふ
る
ほ
ど
に
か
た
み
に
へ
だ
て
な
く
思
ひ
な
り

{

親

)

(

下

衆

)

お
ゃ
な
ん
開
つ
け
て
「
げ
す
な
り
」
と
て
い
み
じ
う
匂
什

ぬ



いをし
かけ
で*る
ヨャ、 。
り
け
る

(
立
}
(
塞
)

関
守
か
ど
か
ど
し
く
た
ち
ふ
さ
が
り
け
れ
ば
、

(
便
)

風
の
た
よ
り
に
つ
け
て
、

(
通
)
(
慣
)

か
よ
ひ
な
れ
し

か
く
な
む
。

宿
は
さ
な

遠が
ざa ら*
か巴
りちc
ぬから
るけ

れ
ど*

人
は
雲
井
に

(

女

)

(

返

)

を
ん
な
か
へ
し
。

白
雲
の

よ合
くニそc
ゆ。に
る も
姻わ去
をれ3

lま

ほ
ど

ご へ巷
下今て
c;t..宵、
パ )

tr いき

L LT 、 ーレ....，，~

04"'-'遺

せ
け
る

そ
れ息
とひ
しきわ富
らび
な
ん

(
強
)

親
の
し
ゐ
て
人
に
あ
は
す
な

し
か
あ
る
べ
き
」
と
て
か
な
し
き
こ
と
の

*

(

書

)

(

奥

)

し
ど
け
な
く
か
き
つ
づ
け
て
お
く
に
、

カ￥白る
ぎ巴
り世

中
に

か
しきか
らる会
でう主
やき乙
人身
のの

恨あ護
みり右
は裏そ与
つ海 )
らと *
ん*

男

)

(

限

)

(

哀

)

お
と
こ
か
ぎ
り
な
う
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
て
、

世
の
海
を

身な会
をにむ
しg か
るうお
雨らむ
ぞみ

ん
は事
る数
るな
時ら
なぬ
き

ゑ

み2 夜
そS ふき
かく
にる
い宣ま
ひ ま
やまに
り
け
る

(

忍

)

(

難

)

い
と
し
の
び
が
た
く
て
、

し、
も*
ねき
ら
れ
ず

思
ひ
出
ん

{
荒
)

波
あ
れ
て

し、公涙
まふの
や床
こ露に
ゆ
ら
む

* 

末
の
松
山

{

起

)

(

頃

)

(

奉

)

い
ま
だ
お
き
ゐ
た
る
こ
ろ
な
り
け
り
。
か
ら
う
じ
て
た
て
ま
つ

(

女

)

{

押

)

{

当

)

(

甚

)

(

泣

)

(

答

)

を
ん
な
文
を
顔
に
お
し
あ
て
て
い
た
う
な
き
て
い
ら

(

明

)

(

聞

)

(

空

)

*

あ
け
の
日
き
け
ば
、
に
は
か
に
む
な
し
く

り
け
る
。

へ
も
せ
ず
と
な
む
。

な
り
け
る
と
ぞ
。

は
し
た
な
き
わ
ざ
に
ゃ
あ
り
け
む
。
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【
校
異
】

O
い
か
で
:
・
中
之
島
本
「
い
そ
」
に
見
え
る
。

O
ち
か
け
れ
ど
・
:
中
之
島
本

「
ち
り
け
れ
ど
」
。

O
恨
み
は
つ
ら
ん
・
:
中
之
島
本
「
恨
み
は
へ
ら
ん
」
に
見
え
る
。

O
い
も
・
:
和
文
集
本
「
い
と
」
。

【
語
釈
】

O
す
さ
み
・
:
勢
い
。

O
さ
な
が
ら
・
:
す
べ
て
。

O
し
ど
け
な
く
:
・
整
わ
ず
に
。

O
む
な
し
く
・
:
亡
く
な
る
こ
と
。

【注】

O
あ
り
そ
海
:
・
荒
磯
海
。
歌
枕
。
「
あ
り
そ
」
を
「
有
り
ぞ
」
に
掛
け
る
。
ま

た
「
あ
り
そ
海
の
浜
の
真
砂
と
頼
め
し
は
忘
る
る
こ
と
の
数
に
ぞ
あ
り
け
る
」
(
『
古

今
集
』
恋
玉
、
読
み
人
知
ら
ず
)
の
よ
う
に
数
の
多
い
こ
と
を
導
き
出
す
の
に
使
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
恨
み
の
尽
き
な
い
こ
と
を
導
き
出
す
の
に
使
わ
れ
て
い
る



か
。
履
軒
の
恋
歌
を
集
め
た
和
歌
集
『
風
懐
百
首
』
一
六
に
「
あ
り
そ
海
の
岩
ま
た
ゆ

た
ふ
な
び
き
も
の
な
び
く
と
み
え
て
手
に
は
と
ら
れ
ず
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

O
思
ひ

出
ん
の
歌
:
・
「
契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山
波
越
さ
じ
と
は
」
(
『
百

人
一
首
』
、
清
原
元
輔
)
を
踏
ま
え
る
。

六
、
与
竹
里
翁

(
竹
里
翁
に
与
ふ
)

* 
『
古
今
集
』
校
訂
に
関
す
る
加
藤
景
範
あ
て
の
書
状
。
加
藤
は
懐
徳
堂
門
人
で
あ
る
が
、

歌
人
で
も
あ
っ
た
。

(

翁

}

(

仰

}

(

辿

}

(

知

)

『
古
今
集
』
の
初
校
は
お
き
な
の
お
ほ
せ
に
て
ぞ
、
た
ど
り
し
ら

{

分

)

(

得

)

ぬ
道
を
ふ
み
わ
け
つ
る
。
さ
れ
ば
罪
う
べ
き
こ
と
と
な
げ
き
っ

(

妄

)

{

書

)

つ
も
、
み
だ
り
に
か
い
つ
け
た
る
こ
と
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
。

(

此

度

)

{

仰

)

こ
た
び
の
再
校
も
お
ほ
せ
に
は
あ
れ
ど
、
わ
た
く
し
の
心
に
は

(

先

}

(

取

)

(

捨

)

さ
き
の
み
だ
り
が
は
し
き
も
の
を
ほ
と
ほ
と
と
り
す
て
て
罪
を

{

軽

)

(

立

}

か
ろ
め
て
と
て
な
ん
、
さ
ら
ば
と
は
思
ひ
た
ち
ぬ
る
を
、
心
に

(

任

}

(

腕

)

ま
か
せ
ぬ
も
の
は
か
い
な
に
て
、
い
や
ま
し
に
か
い
つ
く
る
ほ

(

深

)

(

如

何

)

ど
に
、
罪
は
い
よ
よ
ふ
か
く
な
り
ま
さ
る
を
い
か
が
は
せ
む
。

*

【

生

】

【

現

】

よ
し
ゃ
、
み
そ
な
は
し
て
後
に
か
い
や
り
た
ま
へ
。
お
ひ
し
げ

(

芦

)

{

一

節

)

る
あ
し
の
ひ
と
ふ
し
も
罪
あ
る
ま
じ
う
お
ぽ
さ
ん
こ
と
の
あ
り

あ
な
か
し
こ
、
名
を
の
ぞ
き
て
と
り
い
れ
た
ま
は
ら

(

立

)

*

ん
か
し
。
数
な
ら
ぬ
名
た
て
し
も
こ
そ
い
と
び
ん
な
け
れ
。

{

鍵

波

)

(

見

)

{

先

)

(

陵

・

良

し

)

な
に
は
の
こ
と
も
み
ぬ
さ
き
に
よ
し
と
は
思
は
ざ
ら
ま

(

見

)

(

人

)

{

惜

)

し
。
み
ん
ひ
と
の
た
め
さ
へ
い
と
お
し
く
こ
そ
。

も
せ
ば
、

【
語
釈
】

O
み
そ
な
は
し
て
・
:
ご
覧
に
な
っ
て
。

0
か
い
や
り
た
ま
へ
・
:
捨
て
て
く
だ

さ
い
。

O
び
ん
な
け
れ
・
:
「
便
無
し
」
で
具
合
が
悪
い
こ
と
。

【
解
説
】
こ
の
文
章
に
よ
る
と
、
履
軒
は
『
古
今
集
』
の
校
訂
を
し
た
よ
う
だ
え
履

軒
は
、
『
古
今
集
』
に
『
古
今
六
帖
』
と
の
字
句
の
異
同
な
ど
を
書
き
入
れ
た
『
古
今

集
離
題
』
を
残
し
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
『
古
今
集
』
校
訂
の
た
め
の
書
き
入
れ
本
か
。

ま
た
履
軒
に
は
古
今
序
に
つ
い
て
論
じ
た
『
古
今
二
微
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。

*
山
中
浩
之
は
、
こ
の
文
章
を
、
竹
里
が
履
軒
に
『
古
今
集
』
の
校
正
を
命
じ
た
も
の
と

す
る
(
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
二
七
五
頁
)
。
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七
、
世
の
た
か
ら

*
世
の
中
の
物
の
値
段
に
関
す
る
論
。
費
沢
品
を
退
け
実
用
品
を
噂
ぶ
履
軒
の
価
値
観
が

よ
く
現
れ
て
い
る
。
『
遺
草
合
巻
』
に
も
あ
り
、
見
せ
消
ち
、
挿
入
が
あ
る
こ
と
か
ら

草
稿
だ
と
わ
か
る
。

(

宝

}

世
中
の
た
か
ら
、

{
数
)

時
に
よ
り
処
に
よ
り
て
貴
賎
あ
る
は
か
ぞ



ふ
お る
し に
ない (
ベと暇
てま)
い賓な
ふ)k

{

少

)

(

賎

}

い
ま
す
こ
し
価
の
い
や
し
く
あ
ら
ま

(

銅

)

*

し
か
は
と
思
ふ
も
の
は
、
あ
か
が
ね
。
家
ご
と
に
用
ゆ
と
は
す

(

尽

)

(

痴

者

}

(

盗

)

れ
ど
、
い
ま
だ
銅
の
用
を
つ
く
さ
ず
。
ま
た
、
し
れ
も
の
に
ぬ
す
み

宝

)

(

夷

)

(

渡

)

心
つ
く
よ
。
か
か
る
た
か
ら
を
年
々
に
遠
き
ゑ
び
す
に
わ
た
し

*

{

政

}

*

{

如

何

)

(

黄

金

)

(

銀

)

(

貴

)

給
ふ
ま
つ
り
ご
と
は
い
か
に
ぞ
や
。
こ
が
ね
、
し
ろ
が
ね
は
た
と

(

賎

}

(

俄

)

{

上

)

(

下

)

く
ま
れ
、
い
や
し
く
ま
れ
、
に
は
か
な
る
の
ぼ
り
く
だ
り
だ
に

(

夷

)

(

渡

)

{

却

}

*

(

惜

)

な
く
ば
、
さ
で
あ
り
な
ん
。
ゑ
び
す
に
わ
た
す
も
か
へ
り
て
お
し

{

貧

)

{

肌

}

か
ら
ず
。
ま
綿
。
木
綿
に
十
倍
す
れ
ば
ま
ど
し
き
者
の
は
だ
に

{

触

}

(

難

)

(

老

)

(

嘆

)

ふ
れ
が
た
し
。
お
ひ
人
の
な
げ
き
に
も
や
。

(
良
)

価
の
よ
き
ほ
ど
な
る
も
の
は
竹
。
家
ご
と
に
用
ひ
て
い
さ
さ

・

*

*

(

思

)

(

実

)

か
の
こ
と
に
も
此
君
な
く
て
は
と
ぞ
お
も
ふ
。
ま
こ
と
に
竹
の

(

尽

}

(

綿

)

{

陶

)

(

古

)

用
は
つ
く
せ
り
。
紙
、
墨
、
筆
、
木
わ
た
、
す
ゑ
物
、
刃
物
。
ふ
る

*

{

知

}

{

鉄

}

*

き
茶
の
具
、
太
刀
、
刀
は
い
ざ
し
ら
ず
。
塩
、
酒
、
く
ろ
が
ね
。

(

少

)

{

貴

}

い
ま
す
こ
し
た
と
く
あ
ら
ま
し
か
は
と
思
ふ
も
の
は
、

{

辛

子

)

(

辛

子

)

(

蜜

柑

)

*

か
ら
し
、
唐
か
ら
し
、
柚
、
み
か
む
、
は
ぢ
か
み
。
あ
ま
り
に

*

*

{

飽

)

(

慣

)

得
や
す
け
れ
ば
下
が
下
ま
で
も
口
に
あ
き
目
に
な
れ
て
か
ば
か

(
丸
太
)

杉
ま
る
た
。

れ
も

た2 自
と5 なき
しれ

*

(

愛

)

{

薄

)

り
の
も
の
に
め
づ
る
心
う
す
し
。

(

愛

}

{

惜

)

て
め
で
や
ら
ず
。
い
と
お
し
き
わ
ざ
な
り
。
と
く
さ
。

(
高
)
*

と
て
用
ひ
ぬ
か
は
。
今
は
功
た
か
く
て
位
お
と
り
た
り
や
。

(

唐

}

(

稀

}

*

(

愛

)

す
の
木
。
か
ら
木
と
て
ま
れ
な
る
を
め
づ
る
は
世
の
な
ら
ひ
に

*

{

唐

)

*

や
。
お
よ
そ
木
の
う
ち
に
、
か
ら
木
に
似
た
る
は
た
だ
い
す
な

{

如

何

)

{

愛

)

(

櫛

}

め
り
。
い
か
な
れ
ば
、
こ
の
国
の
人
の
こ
れ
を
め
で
ざ
る
。
く
し
、

(
根
付
)

ね
つ
け
の
外
に
は
用
ひ
ぬ
こ
と
と
す
め
り
。
さ
れ
ば
、
薪

{
焚
)
(
捨
)
*

に
た
き
す
つ
る
ぞ
、
い
と
お
し
き
。

{
貴
}

い
と
た
と
く
あ
ら
ま
し
か
は
と
思
ふ
も
の
は
、
麻
黄
、
石
膏
、

*

(

煙

草

}

{

貧

)

*

{

知

)

(

破
球
、
た
ば
こ
。
さ
ら
ば
、
ま
ど
し
き
者
、
此
味
を
し
ら
で
お

自

)

(

少

)

(

嬰

}

の
づ
か
ら
火
災
も
す
く
な
か
る
べ
し
。
黒
砂
糖
。
さ
ら
ば
、
み
ど
り

*

(

少

)

*

{

二

)

子
の
病
も
す
く
な
か
る
べ
し
。
こ
の
ふ
た
つ
は
あ
り
て
何
の
益 し、
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ぞ
や
。

な
く
て
も
あ
ら
な
む
。

【
校
異
】

O
用
ゆ
:
・
『
遺
草
合
巻
』
は
「
用
ふ
」
を
見
せ
消
ち
し
て
直
す
。

O
給
ふ
:
・

『
遺
草
合
巻
』
「
玉
ふ
」
。

O
ま
つ
り
ご
と
・
:
『
遺
草
合
巻
』
は
「
ま
つ
り
」
は
挿
入
す

る。

O
か
へ
り
て
:
・
『
遺
草
合
巻
』
は
挿
入
す
る
。

O
と
ぞ
:
・
『
遺
草
合
巻
』
は
「
ぞ
」

は
挿
入
す
る
。

O
ふ
る
き
茶
の
具
・
:
『
遺
草
合
巻
』
は
挿
入
す
る
。

O
く
ろ
が
ね
・
:
『
遺

草
合
巻
』
「
鉄
」
。

O
下
が
下
・
:
『
遺
草
合
巻
』
「
下
が
し
も
」
。

O
ま
で
も
・
:
『
遺
草
合



巻
』
は
「
も
」
は
挿
入
す
る
。

O
も
の
・
:
中
之
島
本
「
と
の
」
。

O
功
た
か
く
:
・
『
遺

草
合
巻
』
「
功
高
く
」
。

O
ま
れ
な
る
・
:
『
遺
草
合
巻
』
は
「
す
く
な
き
」
を
見
せ
消
ち

に
し
て
直
す
。

O
お
よ
そ
:
・
『
遺
草
合
巻
』
は
挿
入
す
る
。

O
た
だ
・
:
『
遺
草
合
巻
』

は
挿
入
す
る
。

O
た
き
す
っ
:
・
『
遣
草
合
巻
』
は
「
す
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
直
す
。

O
麻
黄
、
石
膏
、
破
潔
・
:
『
遺
草
合
巻
』
は
傍
ら
に
足
す
。

O
此
・
:
『
遺
草
合
巻
』
は

挿
入
す
る
。

O
病
も
・
:
『
遺
草
合
巻
』
は
「
も
」
は
挿
入
す
る
。

【
語
釈
】

O
比
君
・
:
竹
の
別
名
。

O
は
ぢ
か
み
:
・
生
美
、
お
よ
び
山
根
の
異
名
。

【注】

O
い
す
・
:
炭
に
も
さ
れ
た
ら
し
い
。
炭
と
し
て
も
安
物
だ
っ
た
(
『
近
世
後
期

に
お
け
る
主
要
物
価
の
動
態
(
増
補
改
訂
)
』
三
井
文
庫
編
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八

九)。

O
た
ば
こ
:
・
履
軒
は
た
ば
こ
は
体
に
悪
い
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
(
『
老
婆

心
』
)
。

O
黒
砂
糖
・
:
当
時
、
黒
砂
糖
は
薬
と
し
て
も
使
っ
た
ら
し
い
。
砂
糖
自
体
安

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
、
履
軒
は
体
に
悪
い
と
考
え
て
い
た
(
『
老
婆
心
』

に
詳
し
い
。
『
遺
草
合
巻
』
所
収
の
「
柔
遠
」
に
も
見
え
る
)
た
め
、
人
々
の
手
に
入
ら

な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
値
段
を
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
解
説
】
履
軒
は
倹
約
主
義
と
鎖
国
主
義
(
貿
易
縮
小
論
)
を
唱
え
て
い
た
。
倹
約
主
義

に
つ
い
て
は
、
『
筆
膏
国
物
語
』
を
、
鎖
国
主
義
(
貿
易
縮
小
論
)
に
つ
い
て
は
、
「
柔
遠
」

(
『
遺
草
合
巻
』
所
収
)
、
「
利
政
雑
議
」
「
擬
喰
」
(
『
履
軒
老
言
』
所
収
)
、
「
蝦
夷
排
」

(
新
田
文
庫
蔵
『
履
軒
先
生
遺
稿
雑
集
』
所
収
)
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

J¥. 

巴
歌
集
序

* 
「
巴
歌
集
」
は
未
詳
。
『
図
書
総
目
録
』
に
見
え
な
い
。(

長

柄

)

{

っ

き

)

(

果

)

ふ
じ
の
畑
も
た
え
て
久
し
く
な
り
、
な
が
ら
の
橋
も
尽
は
て

*

(

三

十

一

文

字

)

(

言

葉

)

に
た
る
世
に
し
あ
れ
ど
、
み
そ
ぢ
ひ
と
も
じ
の
こ
と
の
は
の
み

(

呉

)

(

世

々

・

節

々

)

(

伝

)

*

(

詠

)

(

尽

)

は
く
れ
竹
の
よ
ょ
に
っ
た
へ
て
、
浜
の
真
砂
の
よ
み
つ
く
す
べ

く
も
あ
ら
ず
。

{

蓋

)

(

草

)

(

生

)

(

変

)

(

生

)

(

重

)

け
だ
し
く
も
、
青
民
く
さ
の
う
ま
れ
か
は
り
、
お
ひ
か
さ
な

(

種

)

{

動

}

{

例

)

れ
ど
も
、
心
の
た
ね
の
常
磐
に
う
ご
き
な
き
世
の
た
め
し
か
も
。

(

焼

)

{

跡

}

(

若

)

(

萌

)

*

{

出

)

(

緑

)

や
け
野
の
あ
と
の
草
わ
か
み
、
も
え
い
づ
る
み
ど
り
の
色
ぞ
目

(

春

)

{

際

)

{

使

)

(

起

)

も
は
る
に
な
び
き
あ
ひ
ぬ
る
。
風
の
た
よ
り
に
思
ひ
お
こ
せ
ば
、

(

良

)

(

悪

)

(

一

吉

)

こ
の
草
は
よ
し
、
か
の
花
は
わ
ろ
し
な
ど
い
ふ
め
る
は
世
の
中

(
奇
)

の
く
す
し
心
に
や
。
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{

同

)

(

恵

)

{

生

)

と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
雨
露
の
お
な
じ
め
ぐ
み
に
お
ひ
出
く
る

{

一

人

}

(

二

人

)

{

霞

芦

・

善

悪

)

(

争

)

も
の
を
ひ
と
り
ふ
た
り
の
心
も
て
、
難
波
の
よ
し
あ
し
を
あ
ら
そ

{

梅

)

(

咲

)

{

咲

)

ひ
て
ん
や
は
。
さ
ら
ば
う
め
は
香
を
も
て
さ
け
、
桜
は
色
を
さ

(

蝦

)

(

奉

}

(

呉

)

(

操

}

{

立

)

け
、
ゑ
び
は
味
を
た
て
ま
つ
れ
。
く
れ
竹
は
み
さ
ほ
を
た
て
よ
。

(
我
)

わ
れ
は
よ
そ
に
見
む
。

【
校
異
】

O
も
え
・
:
中
之
島
本
「
も
へ
」
に
見
え
る
。



【注】

O
ふ
じ
の
畑
1
尽
は
て
に
た
る
世
:
・
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
今
は
富
士
の
煙

も
立
た
ず
な
り
、
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
と
聞
く
人
は
、
歌
に
の
み
ぞ
心
を
慰
め
け
る
」

と
あ
る
。
長
柄
橋
は
、
早
く
に
な
く
な
り
、
古
い
も
の
、
壊
れ
た
も
の
と
し
て
歌
に
詠

ま
れ
て
き
た
。
履
軒
の
恋
歌
を
集
め
た
和
歌
集
『
風
懐
百
首
』
に
、
富
士
山
の
煙
を
詠

っ
た
歌
と
し
て
「
わ
が
思
ひ
身
を
し
る
雨
に
き
え
も
せ
で
ふ
じ
の
畑
の
も
え
つ
つ
ぞ
ふ

る
」
(
二
四
)
と
「
い
つ
ま
で
ぞ
な
ら
ぬ
思
ひ
は
ふ
じ
の
ね
の
畑
も
今
は
絶
に
し
も
の
を
」

(
三
六
)
と
が
あ
り
、
長
柄
の
橋
を
詠
っ
た
歌
と
し
て
「
わ
が
契
な
が
ら
の
橋
の
く
ち
は

て
て
う
か
り
し
ふ
し
ぞ
猶
残
り
け
る
」
(
七
九
)
が
あ
る
。

O
浜
の
ま
さ
ご
・
:
『
古
今
集
』

仮
名
序
に
「
わ
が
恋
は
よ
む
と
も
尽
き
じ
有
磯
海
の
浜
の
真
砂
は
よ
み
つ
く
す
と
も
」

と
い
う
歌
が
あ
る
の
を
参
照
。

九
、
ふ
き
の
こ
と
ぱ

*
蕗
に
つ
い
て
の
考
証
。
同
様
の
内
容
は
、
『
履
軒
先
生
富
貴
之
説
、
葵
説
(
月
可
録
)
』
(
新

え
く
じ
り

回
文
庫
『
履
軒
先
生
遺
稿
雑
集
』
所
収
)
、
『
葵
説
』
、
『
画
総
』
に
も
見
え
る
。

{

蕗

)

(

輿

)

ふ
き
て
ふ
草
こ
そ
い
と
け
う
あ
る
も
の
な
り
け
れ
。

}

(

植

)

{

渡

)

(

生

)

(

続

)

(

絶

}

び
う
へ
わ
た
せ
ば
、
年
々
お
ひ
つ
づ
き
て
た
ゆ
る
こ
と
な
し
。

{

選

)

{

垣

根

)

(

士

一

戸

)

(

丸

屋

)

(

廼

)

土
地
の
ゑ
ら
び
も
な
く
賎
が
か
き
ね
、
あ
し
の
ま
ろ
や
の
め
ぐ

(
生
)

む
つ
か
し
き
ば
か
り
お
ひ
広
が
り
て
、

(

一

度

ひ
と
た

り
ま
で
も
、

(
尽
)

す
れ
ど
つ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
か
し
。
葉
も
花
も
香
味
よ
く
、

(

嬰

)

*

(

類

)

{

言

)

み
ど
り
子
の
薬
に
さ
へ
た
ぐ
ひ
な
し
と
い
ふ
め
り
。

朝
夕
、
も
の

さ
る
を
よ

(

目

慣

)

(

愛

)

(

騒

}

{

憂

)

の
常
に
め
な
れ
て
め
で
さ
は
ぐ
人
の
な
き
ぞ
い
と
心
う
き
や
。

(

僻

事

)

(

言

)

蕗
の
字
を
用
ゆ
る
を
ひ
が
こ
と
な
り
と
い
ふ
人
あ
れ
ど
、
『
倭

*

{

読

)

名

抄

』

に

在

高

錫

が

『

食

経

』

を

引

て

蕗

を

と

よ

み

「
ふ
ふ
き
」

た
れ
ば
、
さ
る
べ
き
こ
と
に
こ
そ
。

(
声
)
(
伸
)

こ
ゑ
の
の
び
た
る
な
る
べ
し
。

(

半

)

(

萌

)

(

一

本

)

{

必

)

冬
の
な
か
ば
に
も
え
出
る
に
は
ひ
と
も
と
に
葉
は
か
な
ら
ず

(
言
)

み
つ
あ
り
。
茎
ひ
と
つ
に
葉
ひ
と
つ
な
れ
ば
、
三
茎
草
と
も
い
ふ

(

摘

)

(

残

)

(

二

)

(

間

)

ベ
し
。
人
一
葉
を
つ
め
ば
、
の
こ
る
ふ
た
つ
の
あ
い
だ
よ
り
ま

(

三

)

(

欠

)

(

摘

)

た
一
葉
出
て
み
つ
の
数
は
長
く
か
け
ず
な
ん
。
久
し
く
つ
ま
ざ

(
四
)

れ
ば
よ
つ
に
も
五
つ
に
も
葉
は
な
る
べ
け
れ
ど
、
み
つ
な
ん
其

「
ふ
ふ
き
」

lま

「
ふ
き
」

の
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常
な
る
べ
し
。{

並

)

(

重

)

(

合

)

(

葺

)

其
葉
の
な
ら
び
か
さ
な
り
あ
ひ
た
る
は
人
の
軒
端
を
ふ
き

(
並
)

な
ら
べ
た
ら
ん
や
う
な
れ
ば
に
や
、
「
ふ
き
」
と
は
名
づ
け
け
ら

*

(

当

)

(

書

)

(

実

)

し
。
ふ
き
て
ふ
名
に
文
字
を
あ
て
て
「
官
呈
員
」
に
か
け
ば
、
ま
こ
と

に
め
で
た
き
草
な
り
と
思
ふ
べ
し
。
富
貴
は
福
な
り
。
福
の
音

(

通

)

{

呼

)

は
「
ふ
く
」
ま
た
「
ふ
き
」
の
読
に
か
よ
ひ
た
れ
ば
、
「
福
草
」
と
よ
び

{
読
)

け
ら
く
も
む
べ
な
ら
ず
や
。
ま
た
「
福
草
」
を
「
さ
き
く
さ
」
と
よ
め



(

幸

)

{

三

業

}

(

四

葉

}

り
。
「
さ
き
」
は
さ
ち
な
り
。
げ
に
も
「
さ
き
草
の
み
つ
ば
ょ
っ
ば

{

造

)

*

(

適

)

(

昔

)

の
殿
つ
く
り
」
に
は
よ
く
か
な
ひ
ぬ
べ
し
。
む
か
し
三
茎
草
を

{

奉

}

*

た
て
ま
つ
り
人
に
三
枝
部
連
の
姓
を
賜
は
り
し
も
、

こ
の
草
な

{
変
)

る
べ
し
。
三
枝
は
三
茎
な
り
。
茎
と
枝
は
も
と
は
其
か
は
り
あ

(

通

)

*

れ
ど
、
か
っ
か
よ
は
し
て
用
ゆ
め
り
。
一
枝
の
蓮
、
一
枝
の
灯

(
唐
)

な
ど
、
か
ら
歌
の
常
な
り
。
「
神
祇
令
」
に
三
枝
祭
あ
り
。
「
義
解
」

(
言
)

に
「
三
枝
花
も
て
酒
樽
を
か
ざ
る
」
と
い
へ
り
。
冬
枯
に
木
草

(

稀

)

(

頃

)

の
花
の
ま
れ
な
る
こ
ろ
な
れ
ば
、

こ
の
草
の
花
な
る
べ
し
。
三

枝
を
「
さ
い
く
さ
」
と
よ
め
る
も
「
さ
き
草
」

の
よ
こ
な
ま
り

な
も(る
ろ世ベ
こ眉し
し}。

の
む(
か昔
し)
は

の
草
を

「
葵
」
と
名
づ
け
た
り
。

(

広

)

(

向

}

「
あ
ふ
ひ
」
と
訓
ぜ
り
。
葉
を
ひ
ろ
げ
て
日
に
む
か

(

随

)

(

傾

)

*

{

巡

)

ひ
、
や
や
日
に
し
た
が
ひ
て
か
た
ぶ
き
め
ぐ
り
つ
つ
、
わ
が
根

(

覆

)

(

当

)

を
お
ほ
ひ
て
日
に
あ
て
ず
。
さ
れ
ば
葵
は
足
を
衛
る
と

F
2

(

向

)

(

言

)

(

頃

)

ふ
。
日
に
む
か
ふ
草
と
も
い
ふ
な
り
。
中
ご
ろ
と
な
り
て
、
こ

(

理

)

{

失

)

*

の
こ
と
は
り
を
う
し
な
ひ
て
『
本
草
』
て
ふ
文
に
も
葵
の
名
を

(
言
)

あ
ら
ぬ
も
の
に
と
ら
れ
て
け
り
。
さ
て
い
ふ
や
う
、
む
か
し
は

こ
こ
に
は

〔

食

物

)

(

今

)

(

食

}

葵
を
民
の
く
ひ
も
の
に
し
た
る
を
い
ま
は
く
ふ
人
な
し
。

{

片

)

(

痛

}

も
腹
に
も
今
昔
の
時
は
り
あ
り
な
ど
、
い
と
か
た
腹
い
た
し
ゃ
。

{

木

綿

棒

)

こ
の
国
に
も
賀
茂
の
祭
の
ゆ
ふ
だ
す
き
か
く
る
あ
ふ
ひ
を
葵
な

)

(

蔦

葛

)

り
と
思
ふ
は
ひ
が
こ
と
に
ぞ
。
山
の
っ
た
か
づ
ら
の
中
に
葉
の

ト
か
ら
の
葵
に
似
た
れ
ば
と
て
な
ん
、
「
あ
ふ
ひ
」
の
名
は
こ
れ

(

残

)

(

実

}

(

葵

葛

)

{

言

)

に
の
こ
り
た
る
な
り
。
ま
こ
と
は
「
あ
ふ
ひ
か
づ
ら
」
と
い
ふ

(

向

)

(

衛

)

(

葛

)

べ
し
。
日
に
む
か
ひ
足
を
ま
も
る
て
ふ
こ
と
は
こ
の
か
づ
ら
に

(

嘗

)

(

無

)

(

大

和

)

(

唐

)

(

昔

)

は
か
つ
て
な
き
こ
と
な
り
。
や
ま
と
も
も
ろ
こ
し
も
草
は
む
か
し

{

槌

)

(

変

)

(

行

)

の
草
な
が
ら
、
世
に
し
た
が
ひ
て
名
は
か
は
り
ゆ
く
め
り
。
か

(

例

)

(

多

}

(

嘆

)

{

余

)

か
る
た
め
し
の
世
に
お
ほ
か
る
は
な
げ
き
て
も
な
を
あ
ま
り
あ

口
に
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る
べ
し
。

(

我

)

(

一

人

)

(

物

知

)

(

顔

)

(

賢

)

(

憎

)

か
く
わ
れ
ひ
と
り
も
の
し
り
が
ほ
に
さ
か
し
ら
す
る
を
に
く

(
賢
)

し
と
思
ふ
人
も
あ
る
ら
ん
。
さ
れ
ど
、
ま
た
、
さ
か
し
ら
の
名

(

憂

)

{

遺

)

(

隠

)

(

磐

手

)

*

(

一

言

)

(

止

)

を
う
し
と
て
人
々
は
ひ
か
く
れ
て
、
い
は
で
の
山
の
い
は
で
や
み

(

僻

事

)

(

益

)

{

生

)

(

古

)

な
ば
、
ひ
が
こ
と
は
日
に
ま
し
て
お
ひ
ま
さ
り
、
ふ
る
き
こ
と

(

随

)

(

消

}

(

失

}

(

悲

)

(

見

)

は
年
に
し
た
が
ひ
て
き
え
う
せ
な
ん
。
こ
れ
を
か
な
し
と
み
ん

(

我

)

(

賢

)

(

許

)

人
あ
ら
ば
わ
が
さ
か
し
ら
は
ゆ
る
し
ぬ
べ
し
。

い
で
や
、

か
く



{
賢
)

さ
か
し
ら
は
す
れ
ど
、

の
あ
る
を
、

{
種
)
{
残
)

こ
の
外
に
今
一
く
さ
の
こ
り
た
る
こ
と

(

偉

}

な
を
世
を
は
ば
か
り
で
な
む
。

【
校
異
】

O
み
ど
り
子
:
・
中
之
島
本
「
こ
と
り
子
」
。

O
な
る
べ
け
れ
ど
・
:
手
稿
本
「
な

る
へ
へ
け
れ
ど
」
。
中
之
島
本
「
な
る
べ
へ
け
れ
ど
」
。
和
文
集
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

O
名
づ
け
け
ら
し
:
・
中
之
島
本
「
名
づ
る
け
ら
し
」
。

O
な
ら
ず
や
・
:
和
文
集
本
な
し
。

O
か
た
ぶ
き
・
:
中
之
島
本
「
か
た
な
き
」
に
見
え
る
。

O
あ
ら
ぬ
も
の
に
:
・
中
之
島
本

「
あ
ら
ぬ
も
の
ぞ
」
。

一注】

O
『
倭
名
抄
』
:
・
『
倭
名
類
衆
抄
』
巻
十
七
に
あ
る
。

O
み
つ
ば
ょ
っ
ぱ
の
殿

つ
く
り
・
:
「
こ
の
殿
は
む
ペ
も
富
み
け
り
さ
き
く
さ
の
三
葉
四
葉
に
殿
造
り
せ
り
」
(
『
古

今
集
』
仮
名
序
)
。
履
軒
に
も
「
こ
の
も
と
に
一
夜
の
や
ど
を
さ
き
く
さ
の
み
つ
ば
ょ

っ
ぱ
に
殿
造
り
せ
り
」
と
い
う
歌
が
あ
る
(
『
華
膏
国
歌
合
』
雑
、
僧
)
。

O
三
枝
部
連

の
姓
:
・
天
武
紀
十
二
年
の
条
に
あ
る
。
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
二
四
四
四
頁
(
角
川
書
庖
、

一
九
六
三

)
O
一
枝
の
蓮
、
一
枝
の
灯
・
:
用
例
未
詳
。

O
「
神
抵
令
」
「
義
解
」
:
・
『
令

義
解
』
巻
二
「
神
祇
令
」
に
コ
ニ
枝
祭
・
:
三
枝
の
花
を
以
て
、
酒
樽
を
飾
り
祭
る
。
故

に
三
枝
と
日
ふ
な
り
。
(
以
三
枝
花
、
飾
酒
樽
祭
。
故
日
三
枝
也
。
)
」
と
あ
る
(
『
国

史
大
系
』
)
。

O
『
本
草
』
・
:
明
李
自
珍
著
『
本
草
網
目
』
巻
十
六
。

O
い
は
で
:
・
磐

手
。
歌
枕
。
「
言
は
で
」
と
掛
け
て
用
い
ら
れ
る
。

十
、
歌
の
す
が
た

*
歌
論
。

今
の
姿
あ
り
。

{
如
何
)

い
か
な
る
処

(
大
和
)

や
ま
と
歌
に
も
昔
の
姿
あ
り
、

(

分

)

(

来

)

よ
り
か
く
は
わ
か
れ
き
に
け
る
に
や
と
思
ふ
に
、

*

{

増

)

*

に
思
ひ
よ
り
た
る
こ
と
を
其
ま
ま
に
引
ま
せ
た
る
こ
と
な
く
、

(

美

}

(

優

)

{

言

)

(

表

}

さ
な
が
ら
、
う
つ
く
し
も
、
や
さ
し
く
も
、
い
ひ
あ
ら
は
す
な

(

言

葉

)

(

冷

)

{

頑

}

め
り
。
さ
れ
ば
、
こ
と
ば
の
ひ
や
や
か
に
て
か
た
く
な
し
か
ら

(
蓑
)

ず
、
た
だ
一
筋
に
し
て
数
々
の
飾
は
な
し
。
け
だ
し
心
の
種
よ

(

萌

)

(

出

}

(

言

)

*

*

り
も
え
い
で
る
こ
と
の
葉
な
れ
ば
に
や
、
う
ち
聞
た
る
耳
に
も

(

爽

)

{

余

)

*

さ
は
や
か
に
し
て
心
あ
ま
り
あ
る
や
う
な
り
。
こ
れ
な
ん
昔
の

*

(

良

)

(

見

)

{

如

何

}

(

姿
な
る
べ
し
。
そ
れ
を
よ
し
と
は
み
な
が
ら
、
「
い
か
で
か
く
う

美

)

{

言

)

(

出

)

{

優

)

つ
く
し
く
い
ひ
い
で
ん
、
い
か
で
か
く
や
さ
し
か
る
べ
き
」
と

{
飾
)

の
み
心
を
バ
れ
て
と
か
く
す
る
ほ
ど
に
、
数
々
の
か
ざ
り
物

(

取

)

{

集

)

{

添

)

(

言

)

(

並

}

を
と
り
あ
つ
め
て
巧
を
そ
へ
て
い
ひ
な
ら
ぶ
る
よ
り
、
今
の
姿

*

*

(

言

)

と
は
な
り
け
ら
し
。
『
中
務
の
日
記
』
に
い
へ
ら
く
、
「
こ
よ
な

(

分

)

(

霞

)

う
霧
も
ふ
り
ま
さ
り
て
、
木
々
の
梢
も
見
へ
わ
か
ず
、
か
す
め

(

雁

}

(

鳴

)

(

渡

)

(

添

)

*

る
空
に
か
り
な
き
わ
た
り
で
あ
は
れ
も
そ
へ
て
お
も
し
ろ
け
れ

昔
の
人
は
心
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lま

(
健
)

霧
こ
め
て

あ
は
れ
も
深
き

秋
の
夜
に



雲
井
の
雁
も

(
渡
)

鳴
わ
た
る
か
な
」

(

初

}

(

文

字

)

こ
の
は
じ
め
の
五
も
じ
を
か
り
て
前

こ
の
歌
は
今
の
姿
な
り
。

(
打
)
{
合
)

の
詞
に
う
ち
あ
は
す
れ
ば
、
さ
な
が
ら
昔
の
姿
と
な
り
ぬ
べ
し
。

(
飽
)

霧
こ
め
て

かs 木
すe 々
めの
る梢
空も

見
雁え干
な事わき
きか
わs ず
た5

る

又
こ
の
第
四
句
を

(

改

)

「
か
す
め
る
月
に
」
と
あ
ら
た
め
ば
、

(
際
)

一
き
は

お
も
し
ろ
き
歌
と
は
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
歌
の
お
も
し
ろ
く

(

下

)

*

(

良

し

悪

し

・

霞

芦

)

て
姿
は
く
だ
り
ゆ
く
な
ら
ん
。
そ
も
そ
も
歌
の
よ
し
あ
し
な
ど

(

経

)

(

却

)

{

知

)

は
難
波
の
浦
に
年
へ
し
田
鶴
は
か
へ
り
て
見
し
ら
ぬ
に
し
も
。

(

変

)

(

類

)

た
だ
そ
の
姿
の
昔
今
の
か
は
り
あ
る
を
か
か
る
た
ぐ
ひ
に
も
や

(
記
)

と
し
る
し
お
く
な
り
。

*
以
下
小
字
。

(

言

)

(

対

)

(

言

)

こ
こ
に
今
と
い
へ
る
は
昔
に
む
か
へ
て
い
へ
る
今
な
り
。
そ
の
今
は
た

(

今

)

(

見

)

*

{

言

)

(

至

)

だ
い
ま
よ
り
み
て
は
ま
た
昔
を
い
ふ
べ
し
。
昔
の
今
よ
り
今
の
今
に
い
た

*

(

益

々

}

(

深

)

り
て
今
て
ふ
罪
は
ま
す
ま
す
ふ
か
く
な
る
べ
し
。

【
校
異
】

O
思
ひ
よ
り
た
る
こ
と
:
・
中
之
島
本
「
思
ひ
よ
り
た
ぞ
こ
と
」
に
見
え
る
。

O
引
ま
せ
・
:
和
文
集
本
「
引
ま
き
」
。

O
耳
:
・
中
之
島
本
「
年
」
。

O
あ
る
・
:
中
之
島
本

「
や
る
」
。

O
そ
れ
:
・
中
之
島
本
「
み
な
」
。

O
な
り
け
ら
し
・
:
中
之
島
本
「
な
り
け
ふ

し
」
に
見
え
る
。

O
そ
え
:
・
中
之
島
本
「
そ
へ
」
。

O
見
え
:
・
中
之
島
本
「
見
へ
」
。

O

そ
も
そ
も
:
・
中
之
島
本
「
色
々
」
。

O
み
で
は
・
:
中
之
島
本
「
み
ん
に
」
。

O
い
た
り
て

:
・
中
之
島
本
「
い
た
り
で
は
」
。

や
ま
と
う
た

【注】

O
心
の
種
1
こ
と
の
葉
:
・
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
和
歌
は
、
人
の
心
を
種
と

し
て
、
万
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
」
と
あ
る
。

O
『
中
務
の
日
記
』
・
:
『
中
務
内

侍
の
日
記
』
。

【
解
説
】
履
軒
は
古
ぶ
り
を
評
価
す
る
。
そ
れ
は
漢
詩
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

詳
し
く
は
、
『
履
軒
古
風
』
『
履
軒
古
韻
』
解
題
を
参
照
の
こ
と
。
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一
、
夢
路
草
枕

*
夢
で
の
東
国
行
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
。
富
士
山
に
つ
い
て
の
考
証
が
詳
し
い
。

(

闇

)

*

{

惑

)

*

*

う
ば
玉
の
や
み
に
ま
ど
へ
る
老
ら
く
の
い
づ
れ
の
月
い
づ
れ

(
出
)

都
を
い
づ
る
と
て
、

の
日
に
か
あ
り
け
ん
、

旅
衣

け写
ふ旦

ふ音私議

長さ包喜
子そg
そ華め

て
野

(
結
)

い
つ
か
む
す
ば
ん

草
枕



関
の
明
神
に
て
、

(
天
)
(
日
嗣
)
*

あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
の

{
光
)
(
絶
)

ひ
か
り
た
え
せ
ぬ

君
が
代
に

ゆきあ室
く ふ5

も*坂
かs 山
へψ は
る
も

神
の
ま
に
ま
に

何
事
の

お
め2 は
ぐ包し
み ま
あ{す
ま遍と
ね)は
き

白
い吾露*
せきの
の
か(
み神
か垣
き)

関
も
な
し

粟
津
原
に
て
、

二
見
の
浦
を
な
が
め
て
帰
る
と
て
、

草
枕

{
萎
)

月
に
な
れ
に
し
袖
だ
に
も

{

脆

}

(

粟

涼

)

*

さ
ら
に
や
も
ろ
き
あ
は
づ
野
の
露

干玉
あZ く三
ふ5 しE
たs げニ
の。

み
な
し

老
の
波

(立
ふ云わ日
た士か匂
み事れ
の)な

浦*ば
の

鏡
山
の
ふ
も
と
に
て
、

{

何

処

)

(

量

一

戸

)

(

刈

)

(

倦

)

(

群

)

い
づ
こ
な
り
し
ゃ
、
田
子
の
子
ら
あ
し
を
か
り
う
ん
じ
て
む
れ

(

休

)

(

五

十

}

(

踊

経

者

}

ゐ
て
や
す
み
お
り
け
る
年
い
そ
ぢ
ば
か
ん
な
る
ず
ぎ
や
う
し
ゃ
、

*

(

串
H

}

(

木
陰
)

そ
の
か
た
へ
の
松
の
こ
か
げ
に
ゐ
て
し
め
や
か
に
請
経
し
た
る
。

*

(

朽

)

(

顔

付

)

*

(

清

)

其
形
は
露
霜
に
く
ち
に
た
れ
ど
、
つ
ら
つ
き
の
き
ょ
げ
に
て
、

(

見

)

{

一

人

)

(

芦

刈

)

{

男

)

*

*

ゆ
へ
ゆ
へ
し
く
み
ゆ
る
。
ひ
と
り
の
あ
し
か
り
お
の
こ
紙
と
筆

(

持

)

(

来

)

(

尊

)

*

を
も
で
き
て
「
い
と
た
う
と
く
も
見
え
さ
せ
給
ふ
か
な
。
賎
が

(

渡

)

(

御

業

)

身
の
世
の
海
を
わ
た
り
か
ね
た
る
。
仏
の
み
わ
ざ
だ
に
さ
ら
に

(
如
何
)

も
な
し
あ
へ
ず
。
か
か
れ
ば
後
の
世
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
い
か
が

(

良

)

(

教

)

(

示

)

*

何
に
で
も
よ
き
こ
と
を
お
し
へ
し
め
し
た
ま
へ
」
と

(

我

}

(

寄

)

*

わ
れ
も
ま
た
い
ざ
立
よ
り
て
鏡
山

*

(

残

)

*

昔
の
人
の
影
や
の
こ
る
と

(
蘇
)

老
そ
の
森
に
て
、

(
若
)

は
し
お
り
て
わ
か
や
ぎ
ゆ
か
む
あ
ら
玉
の

(

歳

)

(

老

い

そ

・

老

蘇

)

*

{

諌

)

*

と
し
を
お
ひ
そ
と
森
の
い
さ
め
し

(

伊

勢

)

*

(

詣

)

い
せ
の
瑞
篠
に
ま
う
で
て
、

(
仰
)

あ
ふ
ぐ
か
な

守
る
ら
し

ては
ぬa せ
か3 ん
を
イコ

く
な
り

か
の
修
行
者
、

(照
天
て
る
神
の

- 50 -



後
の
世
は

あ2 まs
し乙よ告
をは
か8 ば
りまG

つよg

Jコ J ¥

世難
を波
っき津*
くの
す

し

(

書

)

{

立

}

(

去

)

と
か
き
て
や
が
て
そ
こ
を
た
ち
さ
り
ぬ
る
。

あ
り
け
ん
。
八
橋
と
い
ふ
処
に
て
、

か
き
イ〉

ば
た

くa
も事咲
でエに
にし
思津
ふは

在
五
中
将
の
像
を
お
が
み
て
、

{
朽
}

花
ゃ
く
ち

そ春
のや
身千
ひご年
と)を
イ〉

l土

(
如
何
}

い
か
な
る
人
に
や

昔*橋
なも
りな
けし
り*

ふ要
るー

なこT
を*と事
?きの}

り
け
る

(

小

夜

)

(

富

士

の

峰

)

(

初

)

(

古

)

さ
や
の
中
山
は
ふ
じ
の
ね
を
見
そ
む
る
処
の
や
う
に
ふ
る
き
道

*

(

見

)

の
記
な
ど
に
み
え
た
れ
ど
折
ふ
し
空
か
き
ム
伊
り
て
な
ん
。
な

(

行

)

(

行

)

{

何

処

)

*

{

問

)

(

晴

)

を
ゆ
き
ゆ
き
て
、
い
づ
こ
に
か
あ
り
け
ん
、
夜
の
ま
に
空
は
れ

(

明

)

(

待

)

*

(

伝

)

(

歩

)

あ
く
る
を
も
ま
た
で
旅
の
宿
を
出
て
浜
っ
た
ひ
あ
ゆ

(

分

)

{

隙

)

{

出

)

横
雲
の
わ
か
る
る
ひ
ま
よ
り
ふ
と
見
い
だ
し
た
る

け
れ
ば
、

はみ
えけ
もる
し、きに
は
ず

あ
は
と
み
る
め
も
あ
や
し
き
や
麻
に
つ
く

*

{

蜂

)

{

曙

)

蓬
が
み
ね
の
雪
の
あ
け
ぼ
の

時

あ(しき
さ塑ら
~*ぬ
三(山

手空
言法
E 罪
たな

じヰ

す二雪
そごの
野こ c

をろさ
めぉに
ぐs は

りーあ
ゆをら
くね
慢ど
. r、

あお
ふ巴

ぎ
こき
.し

しき
なねs
ぬがe

薬ひ
はもs

み三
イ)'::;

の

高
根
か
な

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

*

(

恐

)

*

(

御

)

げ
に
人
の
口
ば
か
り
お
そ
ろ
し
き
も
の
は
あ
ら
じ
。
か
か
る
み
山

(

積

)

(

投

)

(

捨

)

を
も
ひ
き
つ
み
て
大
海
原
の
あ
な
た
に
な
げ
や
り
す
て
た
ら
ん

(

疑

)

や
う
に
な
ん
、
あ
る
か
な
き
か
と
今
の
世
ま
で
も
う
た
が
は
せ

(
言
)

け
る
ぞ
、
名
の
み
な
り
け
る
こ
と
と
は
い
ひ
な
が
ら
も
、

(

片

腹

痛

)

か
た
は
ら
い
た
し
ゃ
。

唱
'
&

F
D 

し、

と

よ
し
も
な
き
人
に
見
え
じ
と
沈
み
け
ん

(

三

)

(

尊

)

み
つ
の
高
根
は
た
う
と
く
も
あ
る
か

そ(
ら空
ご言
と)

の
中

も
あ事
し
フ
は

も(あ
ろ告ら
こ岨ぬ*
し)ー
のふ富
む(しご
か昔は
し)あ

り
はs け
た3 り
のと

な
ん
思
ひ
給
ふ
る
な
る
べ
し
。



{

帝

)

(

頃

}

み
か
ど
の
こ
ろ
に
ゃ
あ
り
け
ん
。

{

見

出

)

*

の
み
い
で
た
る
に
や
、
こ
の
み
山
を
名
づ
け
て
、
中
な
る
を
蓬

(

言

)

(

方

)

{

一

方

)

*

莱
山
と
い
ふ
、
一
か
た
を
読
洲
山
、
ま
た
ひ
と
か
た
を
方
丈
山

{

言

)

(

如

何

)

と
い
ふ
め
り
。
い
か
な
る
心
に
か
、
こ
の
み
つ
の
山
は
仙
人
の

(

住

処

}

(

生

}

(

出

)

す
み
か
な
る
神
山
に
て
不
老
不
死
の
薬
の
お
ひ
い
づ
る
処
な
り

(

実

)

{

一

)

(

知

}

{

洛

)

と
な
ん
。
ま
こ
と
は
ひ
と
つ
山
な
る
を
ば
し
ら
で
、
は
る
か
な

(

眺

)

(

三

}

(

重

)

{

貸

)

る
な
が
め
に
、
山
の
み
つ
か
さ
な
り
そ
び
へ
た
る
と
な
ん
思
ひ

*

(

真

)

*

け
ら
し
。
秦
皇
こ
れ
を
き
こ
し
め
し
て
、
ま
こ
と
と
お
ぼ
し
て

{

詔

}

*

(

求

)

方
士
に
み
こ
と
の
り
し
て
、
か
の
薬
を
も
と
め
さ
せ
け
る
に
、

(

空

)

(

来

)

*

年
を
経
て
手
を
む
な
し
う
し
て
帰
り
ま
う
で
き
ぬ
。
秦
皇
に
奏

(

申

)

(

漕

)

{

寄

}

し
て
ま
う
さ
く
「
臣
ら
か
の
神
山
を
め
が
け
て
舟
を
こ
ぎ
ょ
せ

(

上

}

{

見

)

て
嶋
に
あ
が
れ
ば
、
こ
の
山
浮
世
の
人
に
は
み
え
じ
と
に
や
、

(

沈

)

*

(

尋

)

す
る
す
る
と
海
の
中
に
し
づ
み
て
た
づ
ぬ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
舟

(

帰

)

*

(

出

)

*

(

元

)

(

如

)

(

見

)

(

又

)

に
か
へ
り
て
沖
に
漕
い
づ
れ
ば
、
も
と
の
ご
と
く
み
ゆ
。
ま
た

(

行

)

(

又

)

(

沈

)

{

幾

度

)

(

同

)

(

様

}

ゆ
け
ば
、
ま
た
し
づ
む
。
い
く
た
び
も
お
な
じ
さ
ま
な
り
。
こ

(

全

)

(

拙

)

*

(

偽

)

れ
ま
た
く
臣
ら
戒
行
の
っ
た
な
き
故
に
こ
そ
」
と
な
ん
。
い
つ
は

{

多

)

(

言

葉

)

(

全

)

*

(

由

)

(

無

)

り
お
ほ
き
方
士
の
こ
と
ば
な
れ
ど
、
ま
た
く
よ
し
も
な
き
こ
と

*

(

漕

)

(

渡

)

*

大
海
原
を
こ
ぎ
わ
た
り
し
者

{

作

}

{

変

)

{

見

)

を
つ
く
り
か
へ
り
て
出
た
る
に
し
も
あ
ら
ず
。
遠
け
れ
ば
み
ゆ
、

{

障

)

(

見

)

(

理

)

近
け
れ
ば
物
に
さ
は
り
み
え
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
り
を
さ
し
お
き

(
言
)

て
、
海
に
沈
む
と
い
ひ
け
ん
は
い
と
お
か
し
く
こ
そ
。
わ
が
国

(

当

)

*

に
て
は
人
皇
第
七
代
孝
霊
天
皇
の
御
宇
に
ゃ
あ
た
り
ぬ
ら
ん
。

こ
の
時
は
富
士
て
ふ
名
だ
に
あ
り
し
や
あ
ら
ず
や
。
ま
い
で
、

*

(

唐

)

歌
な
ど
に
入
た
る
は
い
と
後
の
世
の
こ
と
な
め
り
。
も
ろ
こ
し

(

目

)

(

見

)

{

早

)

(

唐

)

*

(

書

)

に
て
は
、
め
に
み
ぬ
山
を
は
や
く
よ
り
か
ら
歌
に
も
文
に
も
か
き

(
求
)

な
が
し
け
る
。
漢
の
武
帝
も
か
の
薬
を
も
と
め
さ
せ
た
り
。
唐

の
玄
宗
の
時
に
は
楊
貴
妃
の
こ
と
に
つ
け
て
蓬
莱
仙
宮
を
ぞ
か

*

(

僻

事

)

*

こ
ち
け
る
。
又
三
島
て
ふ
ひ
が
こ
と
も
出
く
め
り
。
そ
の
外
の

(

種

々

・

草

々

)

(

乱

)

*

{

掻

}

(

集

}

く
さ
ぐ
さ
は
浪
に
み
だ
れ
し
藻
塩
草
か
き
あ
っ
む
べ
う
も
あ
ら
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ず
か
し
。

か
か
る
め
で
た
き
山
の
御
名
を
か
し
づ
き

(

言

)

(

騒

)

*

さ
ら
に
ま
た
蓬
莱
が
島
な
ど
い
ひ
さ
は
ぎ
て
、

(

住

)

(

境

)

(

一

言

)

む
く
つ
け
き
鬼
の
す
む
海
の
あ
な
た
の
さ
か
ひ
な
り
と
い
ひ

(

伝

}

{

口

惜

)

っ
た
ふ
る
こ
そ
、
い
と
く
ち
お
し
け
れ
。

(

高

)

*

ま
た
世
に
名
だ
か
き
博
山
香
炉
は
、

* 

お
し
み
け
る
物
と
ぞ
。

い
で
や
、

ま
い
ら
せ
て
、

梁
の
昭
明
太
子
の
い
と

(

作

)

*

(

形

)

こ
れ
は
玉
も
て
つ
く
れ
り
。
其
か
た
ち



{

写

)

*

*

は
後
の
世
ま
で
も
う
つ
し
伝
へ
た
れ
ば
、

な
は
ち
富
士
の
山
の
姿
な
り
け
り
。
み
つ
の
峯
の
間
よ
り
香
の

{

煉

)

(

彫

)

(

こ

畑
の
く
ゆ
り
出
る
や
う
に
ゑ
り
な
せ
り
。
ひ
と
つ
の
名
は
富
士

(

言

)

*

*

(

昔

)

山
炉
と
い
ふ
な
り
と
物
に
見
え
た
り
。
こ
れ
は
む
か
し
の
こ
と

(

厳

)

{

定

)

(

作

)

お
ぼ
ろ
げ
に
は
あ
ら
で
ま
こ
と
よ
く
見
さ
だ
め
で
つ
く
り
け
ら

*

(

言

)

し
。
さ
れ
ば
こ
の
山
を
は
る
か
に
名
づ
け
て
博
山
と
も
い
ひ
け

(

端

張

)

(

広

)

げ
に
は
た
ば
り
ひ
ろ
き
山
な
れ
ば
、 そ

れ
を
見
し
に
、
す

る
に
ぞ
。

こ
の
名
も
む
ベ

し
こ
そ
。

*

(

由

無

)

(

続

)

(

行

)

か
か
る
よ
し
な
し
ご
と
を
思
ひ
つ
づ
け
つ
つ
ゆ
く
に
、

(

上

)

{

端

無

}

(

見

知

}

の
ぼ
る
人
に
は
し
な
く
行
あ
ひ
た
り
。
み
し
り
た
る
人
に
て
あ

(

一

)

(

一

一

)

*

(

書

)

*

り
け
れ
ば
、
こ
の
歌
ひ
と
つ
ふ
た
つ
立
な
が
ら
か
き
つ
け
て
、

(

故

)

(

奥

)

ふ
る
里
に
こ
と
づ
て
や
り
け
る
。
其
お
く
に
、

都

(

言

葉

)

(

述

)

(

富

士

)

*

さ
の
み
や
は
こ
と
ば
に
の
べ
ん
ふ
じ
の
雪

(

聞

)

*

(

知

何

)

(

見

)

(

及

)

，

*

き
く
と
も
い
か
で
み
る
に
お
よ
ば
ん

(

宿

}

*

(

言

)

(

音

)

*

(

覚

)

こ
の
夜
の
や
ど
り
は
何
と
か
い
ひ
し
鐘
の
ね
に
目
を
さ
ま
し
て
、

(
幅
)
(
広
)

は
ば
ひ
ろ
き

(
す
そ
の
}
*

山
の
葡
野
の

草
枕

* 

夢
さ
へ
ゆ
ら
に

(
巡
)

山
め
ぐ
り
し
て

(

寝

}

(

灯

)

{

引

)

さ

て

ね

ら

れ

ざ

り

け

れ

ば

、

と

も

し

火

ひ

き

{

寄

)

*

(

出

)

*

(

書

)

(

崩

)

よ
せ
て
都
い
で
し
ょ
り
の
こ
と
を
家
づ
と
に
と
て
か
き
く
づ
し

(

果

)

(

再

)

(

寝

)

(

今

度

)

け
る
。
こ
と
は
て
て
、
ふ
た
た
び
ね
た
る
に
、
こ
た
び
は
い
ぎ

(

差

)

(

入

)

(

知

)

(

起

)

た
な
く
て
、
日
影
の
さ
し
い
る
を
も
し
ら
で
な
ん
、
ふ
と
お
き

(

出

)

*

(

怪

)

(

難

波

)

(

我

)

(

丸

屋

}

*

い
で
て
見
れ
ば
、
あ
や
し
、
な
に
は
の
わ
が
ま
ろ
や
に
て
ぞ
あ

(

皆

)

*

り
け
る
。
さ
れ
ば
み
な
夢
な
り
け
り
。
た
と
ひ
夢
に
で
も
あ
れ
、

(

執

)

(

記

)

ま
さ
し
く
筆
と
り
て
し
る
し
け
る
も
の
を
と
て
、

(

念

}

(

出

)

(

書

}

{

付

}

ね
ん
じ
い
だ
し
て
、
か
い
つ
け
て
み
れ
ど
も
、

* 

一
に
な
ん
。

*

(

書

)

*

母
屋
の
柱
に
か
き
で
あ
り
け
る
長
歌
。

{
押
)

枕
お
し
ゃ
り
、

ほ
と
ほ
と

内

d
p
h
u 

は
つ
か
に
十
が

{

春

)

*

{

来

)

(

向

)

*

は
る
く
る
と
む
か
ふ
そ
な
た
や

(

霞

)

(

初

)

か
す
み
て
出
る
は
つ
日
影

(

桑

)

*

(

疎

)

(

合

)

*

く
わ
の
小
枝
の
な
び
き
あ
ひ
て

(

遍

)

*

(

万

)

あ
ま
ね
く
照
す
よ
ろ
づ
国

(

礎

)

*

{

尋

}

*

そ
の
も
と
づ
ゑ
を
た
づ
ぬ
れ
ば

{

鯖

蛤

虫

)

(

飛

)

*

あ
き
つ
む
し
と
ぶ
天
の
原

(
波
路
)
(
分
)
*

な
み
ぢ
わ
け



蓬*お妻日
のひの
山ずい8
のしきづ

なる
なs ずて
っと主の ふ*
か
し
き
か
も

薬*日
お喜の
ふも安
ると十

や雫

反
帯
。偽

り
の

なき
き
世
な
り
せ

たs ば
れ5

かむ (
つ事か昔
みし )
てへ
む*や

桑
も
蓬
も

(

唐

)

(

詠

)

(

大

和

}

(

言

)

も
ろ
こ
し
人
の
よ
み
け
る
や
ま
と
歌
な
り
と
ぞ
い
ふ

{

偽

)

*

(

如

何

)

は
た
さ
ら
に
い
つ
は
り
に
て
ぞ
あ
る
べ
き
。
い
か
な
る

(

憐

)

(

甚

)

(

困

)

も
の
の
わ
ざ
に
や
、
足
た
ゆ
く
、
い
た
う
こ
う
じ
に
た
れ
ば
、

(

欽

)

(

伏

}

酒
の
み
な
ど
し
て
、
や
が
て
ふ
し
ぬ
る
。

こ
れ
は
、

な
る
。

{
校
異
】

O
冒
頭
部
・
:
手
稿
本
は
「
旅
衣
、
ふ
と
思
ひ
た
ち
て
、
東
路
に
お
も
む
く
。
」

を
見
せ
消
ち
に
し
、
横
に
「
う
ば
玉
の
や
み
に
ま
ど
へ
る
老
ら
く
の
」
と
あ
る
。
和
文

集
本
は
、
見
せ
消
ち
の
部
分
を
残
し
て
冒
頭
に
置
き
、
「
う
ば
玉
の
」
以
下
を
続
け
る
。

O
や
み
・
:
和
文
集
本
「
闇
」
。

O
ま
ど
へ
る
:
・
和
文
集
本
「
ま
ど
へ
る
」
。
中
之
島
本
「
よ

へる」。

O
老
ら
く
:
・
中
之
島
本
「
老
ら
こ
」
。

O
い
づ
れ
の
日
:
・
中
之
島
本
「
ひ
つ
れ

の
日
」
。

O
旅
衣
:
・
和
文
集
本
「
た
び
衣
」
。

O
ゆ
く
:
・
和
文
集
本
「
往
」
。

O
あ
は
づ

野
:
・
和
文
集
本
「
粟
津
の
」
。

O
鏡
山
:
・
手
稿
本
「
み
て
ゆ
か
ん
」
に
傍
掠
を
引
き
「
鏡

山
」
と
書
く
。
和
文
集
本
「
み
て
ゆ
か
ん
」
。
中
之
島
本
「
鏡
山
」
。

O
お
ひ
そ
・
:
中
之

島
本
「
お
ひ
ろ
」
に
見
え
る
。

O
い
せ
:
・
和
文
集
本
「
伊
勢
」
。

O
ま
う
で
て
:
・
和
文

集
本
「
詣
て
」
。

O
白
露
・
:
和
文
集
本
「
し
ら
露
」
。

O
か
み
か
き
・
:
和
文
集
本
「
神
か

き」。

O
浦
:
・
和
文
集
本
「
う
ら
」
。

O
そ
の
・
:
和
文
集
本
「
其
」
。

O
其
形
:
・
和
文
集

本
「
そ
の
か
た
ち
」
。

O
つ
ら
つ
き
:
・
中
之
島
本
「
つ
ら
っ
さ
」
。

O
お
の
こ
・
:
手
稿
本

は
「
曳
」
を
、
和
文
集
本
は
「
お
き
な
」
を
見
せ
消
し
に
し
て
直
す
。

O
紙
:
・
和
文
集

本
「
か
み
」
。

O
給
ふ
・
:
和
文
集
本
「
給
ふ
も
の
」
。

O
た
ま
で
:
和
文
集
本
「
給
へ
」
。

O
山
な
れ
ば

1
ゆ
く
ほ
ど
に
・
:
中
之
島
本
は
「
罪
な
く
や
」
が
「
め
ぐ
り
」
の
後
に
あ

る
。
ま
た
「
め
ぐ
り
」
が
「
め
ぐ
り
つ
つ
」
と
な
っ
て
い
る
。
手
稿
本
の
挿
入
を
見
誤

っ
た
か
。

O
昔
:
・
和
文
集
本
「
む
か
し
」
。

O
な
を
:
・
和
文
集
本
「
猶
」
。

O
あ
り
け
ん

:
・
和
文
集
本
「
あ
り
け
む
」
。

O
出
て
:
・
和
文
集
本
「
い
で
て
」
。

O
見
・
:
和
文
集
本
「
み
」
。

O
は
・
:
和
文
集
本
な
し
。

O
あ
さ
・
:
和
文
集
本
「
朝
」
。

O
口
:
・
和
文
集
本
「
く
ち
」
。

O
あ
ら
じ
・
:
和
文
集
本
「
な
し
」
。

O
見
え
じ
・
:
和
文
集
本
「
み
え
じ
」
。

O
沈
み
け
ん

・
:
手
稿
本
「
沈
み
に
し
」
を
見
せ
消
ち
で
「
沈
み
け
ん
」
に
直
す
。
和
文
集
本
「
沈
み

に
し
」
。
中
之
島
本
「
沈
み
け
ん
」
。

O
あ
ら
ぬ
・
:
手
稿
本
は
「
思
は
れ
」
、
和
文
集
本

は
「
お
も
は
れ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
見
せ
消
ち
に
し
て
直
す
。
中
之
島
本
は
「
あ
ら
れ
ぬ
」
。

O
原
:
・
和
文
集
本
「
は
ら
」
。

O
者
・
:
和
文
集
本
「
も
の
」
。

O
た
る
:
・
和
文
集
本
「
け

る」。

O
処
:
・
和
文
集
本
「
と
こ
ろ
」
。

O
ま
こ
と
は
・
:
中
之
島
本
「
ま
こ
と
に
は
」
。

O
お
ぼ
し
て
・
:
手
稿
本
は
「
思
ひ
給
ひ
て
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
お
ぼ
し
て
」
に
直

す
。
和
文
集
本
「
思
ひ
給
ひ
て
」
。
中
之
島
本
「
お
ぼ
し
て
」
。

O
薬
:
・
和
文
集
本
「
く

す
り
」
。

O
帰
り
も
う
で
き
ぬ
・
:
和
文
集
本
「
か
へ
り
ま
う
で
き
ぬ
」
。
手
稿
本
、
和
文

集
本
は
挿
入
で
補
う
。
中
之
島
本
「
帰
り
ぬ
」
。

O
し
づ
み
:
・
和
文
集
本
「
沈
み
」
。

0

か
へ
り
:
・
和
文
集
本
「
帰
り
」
。

O
漕
:
・
和
文
集
本
「
こ
ぎ
」
。

O
故
:
・
和
文
集
本
「
ゆ

へ」。

O
ま
た
く
:
・
中
之
島
本
「
ま
た
」
。

O
て
か
へ
り
て
・
:
手
稿
本
は
挿
入
で
補
う
。

中
之
島
本
な
し
。

O
あ
た
り
ぬ
・
:
中
之
島
本
「
あ
た
る
」
。

O
な
め
り
:
・
中
之
島
本
「
あ

め
り
」
。

O
か
ら
歌
に
も
文
に
も
・
:
和
文
集
本
「
文
に
も
か
ら
歌
に
も
」
。

O
か
こ
ち
け

- 54 -



る
・
:
和
文
集
本
「
ら
こ
ち
け
る
」
。

O
出
く
め
り
・
:
中
之
島
本
「
出
に
め
り
」
。

O
藻
塩

:
・
和
文
集
本
「
も
し
ほ
」
。

O
い
ひ
さ
は
ぎ
て
:
・
中
之
島
本
「
い
ひ
さ
は
れ
て
」
。

O
博

山
香
炉
・
:
中
之
島
本
「
博
山
香
煙
」
。

O
い
と
お
し
み
け
る
:
・
中
之
島
本
「
い
と
お
し

み
た
る
」
。
な
お
、
手
稿
本
は
こ
れ
を
「
秘
蔵
せ
し
」
に
棒
線
を
引
い
た
横
に
書
く
。

和
文
集
本
は
「
秘
蔵
せ
し
」
の
後
に
、
中
之
島
本
は
「
秘
蔵
せ
し
」
の
前
に
置
く
。

O

其
:
・
和
文
集
本
「
そ
の
」
。

O
う
つ
し
・
:
和
文
集
本
「
移
し
」
。

O
た
れ
ば
・
:
和
文
集
本

「
た
り
」
。

O
な
り
・
:
和
文
集
本
な
し
。

O
見
え
た
り
・
:
和
文
集
本
「
み
加
え
た
り
」
。
中

之
島
本
「
見
え
た
る
」
。

O
さ
れ
ば
:
・
和
文
集
本
「
か
か
れ
ば
」
。
手
稿
本
は
見
せ
消
ち

で
直
す
。

O
か
か
る
:
・
中
之
島
本
「
か
か
り
」
。

O
は
し
な
く
・
:
中
之
島
本
「
は
は
し

な
く
」
。

O
立
な
が
ら
:
・
和
文
集
本
な
し
。

O
ふ
じ
・
:
和
文
集
本
「
富
士
」
。

O
き
く
・
:

和
文
集
本
「
聞
」
。

O
お
よ
ば
ん
:
・
和
文
集
本
「
お
よ
ば
む
」
。

O
や
ど
り
・
:
和
文
集
本

「
と
ま
り
」
。

O
ね
・
:
和
文
集
本
「
音
」
。

O
夜
間
野
・
:
和
文
集
本
「
す
そ
野
」
。

O
ゆ
ら

:
・
中
之
島
本
「
ゅ
う
」
。

O
よ
せ
て
・
:
和
文
集
本
「
ょ
せ
」
。

O
家
づ
と
に
・
:
和
文
集
本

「
家
づ
と
」
の
後
に
「
の
料
」
を
挿
入
す
る
。
中
之
島
本
「
に
」
な
し
。

O
見
れ
ば
・
:

和
文
集
本
「
み
れ
ば
」
。

O
ま
ろ
や
に
て
:
・
和
文
集
本
「
ま
ろ
屋
に
て
」
。
中
之
島
本
「
ま

ろ
や
に
て
て
」
。

O
な
り
け
り
・
:
中
之
島
本
「
な
り
け
り
な
」
。

O
な
ん
:
・
和
文
集
本
「
な

む」。

O
母
屋
:
・
中
之
島
本
な
し
(
空
格
)
。

O
か
き
て
:
・
和
文
集
本
「
か
き
つ
け
て
」
。

O
は
る
・
:
和
文
集
本
「
春
」
。

O
こ
な
た
:
・
中
之
島
本
「
そ
な
る
」
。

O
な
み
ぢ
わ
け
:
・

和
文
集
本
「
波
路
わ
け
」
。
中
之
島
本
「
な
み
ぢ
わ
」
。

O
小
枝
:
・
和
文
集
本
「
さ
枝
」
。

O
な
び
き
あ
ひ
て
・
:
中
之
島
本
「
な
び
き
あ
ひ
と
」
。

O
照
す
・
:
和
文
集
本
「
て
ら
す
」
。

O
も
と
づ
ゑ
・
:
和
文
集
本
「
も
と
づ
え
」
。

O
た
づ
ぬ
れ
ば
:
・
中
之
島
本
「
み
ぬ
れ
ば
」
。

O
天
の
原
:
・
中
之
島
本
「
天
津
空
の
原
」
。

O
い
づ
る
て
ふ
・
:
中
之
島
本
「
い
づ
る
こ

ふ
」
に
見
え
る
。

O
日
の
も
と
:
・
和
文
集
本
「
日
の
本
」
。

O
薬
・
:
和
文
集
本
「
く
す

り」。

O
蓬
・
:
和
文
集
本
「
よ
も
ぎ
」
。

O
つ
み
て
む
:
・
手
稿
本
、
中
之
島
本
「
つ
ま
ら

し
」
と
「
つ
み
て
む
」
を
併
記
す
る
。
和
文
集
本
「
つ
ま
ま
し
」
。

O
反
寄
:
・
和
文
集

本
、
中
之
島
本
「
歌
」
。

O
い
つ
は
り
・
:
和
文
集
本
「
偽
り
」
。

【
語
釈
】

O
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
・
:
天
つ
日
嗣
ぎ
。
天
照
大
神
の
系
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
。

【注】

O
「
君
が
代
に
」
の
歌
・
:
逢
坂
は
歌
枕
。
「
こ
れ
や
こ
の
行
く
も
帰
る
も
別
れ

つ
つ
知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関
」
(
『
後
撰
集
』
一

O
八
九
、
『
百
人
一
首
』
)
を
踏

ま
え
る
。

O
「
わ
れ
も
ま
た
」
の
歌
:
・
鏡
山
は
歌
枕
。
「
鏡
山
い
ざ
た
ち
寄
り
て
見
て

ゆ
か
む
年
へ
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
」
(
『
古
今
集
』
八
九
九
)
を
踏
ま
え
る
。

0

「
は
し
お
り
て
」
の
歌
・
:
老
蘇
は
歌
枕
。
「
変
わ
り
ゆ
く
鏡
の
影
を
み
る
か
ら
に
老
蘇

の
森
の
嘆
き
を
ぞ
す
る
」
(
『
金
葉
集
』
五
九
九
)
を
踏
ま
え
る
か
。

O
あ
し
か
り
お
の

こ
・
:
謡
曲
に
「
草
刈
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
難
波
に
住
む
夫
婦
が
貧
窮
の
た
め
後
日

を
誓
っ
て
別
れ
、
妻
は
京
都
に
上
る
。
妻
は
や
が
て
、
貴
人
の
乳
母
と
な
り
、
従
者
を

伴
い
夫
を
尋
ね
る
。
そ
こ
で
茸
を
売
る
男
と
会
う
。
女
は
夫
だ
と
知
る
が
、
夫
は
零
落

の
身
を
恥
じ
姿
を
隠
す
。
や
が
て
歌
を
交
わ
し
て
名
乗
り
合
い
、
共
に
都
へ
上
る
。
と

い
う
話
で
あ
る
。
本
文
は
こ
の
芦
刈
伝
説
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

O
か
き
っ
ぱ

た
の
歌
・
:
『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
に
「
そ
こ
を
八
橋
と
い
ひ
け
る
は
、
水
ゆ
く
河
の
蜘

妹
手
な
れ
ば
、
橋
を
八
つ
わ
た
せ
る
に
よ
り
で
な
む
八
橋
と
い
ひ
け
る
。
」
と
あ
る
の

を
踏
ま
え
た
も
の
。

O
在
五
中
将
・
:
『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
と
さ
れ
る
在
原
業
平
の

こ
と
。

O
ふ
る
き
道
の
記
・
:
未
詳
。
富
士
が
よ
く
見
え
る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
の
は
因

子
の
浦
(
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』
角
川
書
底
、
一
九
八
三
)
。
履
軒
も
自
身
の
『
百
人

一
首
』
の
注
釈
書
『
百
首
費
々
』
の
「
た
こ
の
浦
に
う
ち
出
て
み
れ
ば
:
・
」
に
「
コ
、

ニ
至
マ
デ
ハ
正
陵
ニ
隔
テ
ラ
レ
テ
富
士
モ
未
ミ
エ
ザ
リ
シ
ニ
コ
ノ
浦
ニ
出
テ
初
テ
富
士

ヲ
打
望
夕
ル
ハ
エ
モ
イ
ハ
ズ
面
白
キ
ナ
リ
」
と
い
う
注
を
附
け
て
い
る
。

O
麻
に
つ
く

蓬
:
・
「
麻
の
中
の
蓬
」
は
良
い
人
の
感
化
を
受
け
る
轍
え
。
『
有
子
』
勧
学
篇
の
「
蓬

は
麻
の
中
に
生
じ
、
扶
え
ず
し
て
直
し
」
に
拠
る
。

O
蓬
莱
山
、
読
洲
山
、
方
丈
山
:
・

F
h
υ 

E
U 



司
馬
遷
『
史
記
』
始
皇
本
紀
に
見
え
る
。

O
蓬
莱
仙
宮
:
・
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
昭

陽
殿
裏
恩
愛
絶
、
蓬
莱
宮
中
日
月
長
」
と
あ
る
。

O
博
山
香
炉
・
:
梁
の
斎
統
(
昭
明
太

子
)
に
「
銅
博
山
香
炉
賦
」
が
あ
る
(
『
昭
明
太
子
集
』
巻
一
)
。
な
お
、
懐
徳
堂
遺
物

に
履
軒
が
自
ら
作
っ
た
と
い
う
(
『
懐
徳
堂
考
』
下
七
九
頁
)
楽
焼
き
の
博
山
香
炉
が
あ

る
。
富
士
山
の
形
を
し
て
頂
上
部
が
三
峰
に
分
か
れ
て
い
る
。
蓋
と
身
に
分
か
れ
、
蓋

の
上
部
に
は
香
の
按
け
る
穴
が
聞
い
て
い
る
(
蓋
の
上
部
前
後
部
に
穴
が
各
一
箇
所
、

前
部
(
正
面
)
に
は
線
上
の
切
れ
目
が
三
箇
所
。
一
番
上
の
線
上
の
切
れ
目
は
穴
と
繋
が

る
)
。
サ
イ
ズ
口
蓋
:
縦
一
六
・
五
個
×
横
二
六
畑
、
高
さ
一

O
価
。
身
日
縦
二
子
五
個

え
〈
じ
り

×
横
一
二
個
。
身
に
蓋
を
被
せ
る
と
約
五
回
浮
く
。
口
絵
参
照
。
な
お
、
『
画
縞
』
に

も
博
山
香
炉
に
つ
い
て
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。

一一一、
し
の
ぶ
摺

*
し
の
ぶ
摺
に
関
す
る
考
証
。
し
の
ぶ
摺
の
語
源
は
、
人
目
を
し
の
ん
で
密
か
に
染
め
た

か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
同
様
の
内
容
は
『
百
首
第
々
』
の
「
陸
奥
の
し
の
ふ
も
ち
す
り

:
・
」
の
歌
の
注
に
も
見
え
る
。

蕨
に
似
た
る
軒
の
釣
草
を
「
し
の
ぶ
」
と
名
づ
け
た
る
は
世

*

(

古

)

(

上

)

の
ら
ん
r
な
め
り
。
ひ
と
つ
葉
似
た
る
ふ
る
き
軒
ば
、
垣
の
う
へ

*

一

*

{

以

な
ど
に
お
ほ
る
草
を
「
し
の
ぶ
」
と
い
ふ
は
『
和
名
紗
』
こ
の

(
縁
)

い
に
~
丸
一
が
ま
り
た
る
こ
と
な
れ
ど
、
摺
に
は
ゑ
ん
な
し
ゃ
。

{

古

)

い
に
し
へ
、

陸
奥
信
夫
郡
よ
り
、

2
言
)

こ
の
布
を
貢
せ
し
と
い
ふ

(

跡

形

)

(

空

言

)

(

信

夫

)

は
あ
と
か
た
も
な
き
そ
ら
ご
と
と
か
や
。
し
の
ぶ
郡
に
て
石
の

(

摺

)

{

言

)

(

僻

事

}

(

聞

)

面
に
て
す
り
た
り
と
い
ふ
も
ひ
が
こ
と
な
り
と
き
く
。
軒
の
し

{

摺

)

(

言

)

(

悩

)

の
ぶ
草
の
形
を
す
り
た
り
と
い
ふ
は
こ
の
解
説
に
な
や
み
て
、

(

巡

)

(

担

}

{

出

}

い
ろ
い
ろ
思
ひ
め
ぐ
ら
し
て
、
ゃ
う
や
う
と
に
な
ひ
い
だ
し
た

そ
も
児
の
わ
が
く
っ
の
底
な
す
も

(
摺
)

の
を
、
何
の
見
ど
こ
ろ
あ
り
て
、
衣
の
紋
に
す
り
な
さ
ん
や
は
。

{

種

々

)

{

束

)

さ
れ
ば
、
こ
の
く
さ
ぐ
さ
は
、
皆
し
の
ぶ
摺
に
は
用
な
し
。
引
っ
か

〈
流
)

ね
て
西
の
海
に
な
が
し
や
る
べ
し
。

る
こ
と
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。

す
，r.;.. 

て
き2 か
ぬむつ
をて
染 草
むの
る名
lこに
はよき
色り
のた
汁る

か
の
し
の
ぶ
摺
て
ふ
も
の
は
、
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こ
と
に
は
あ
ら
ず
か
し
。

(

湛

)

(

衣

)

を
蜜
に
た
た
へ
て
き
ぬ
を
漬
ひ
た
し
て
色
を
な
す
を

(

言

}

(

衣

)

(

敷

)

と
い
ふ
。
板
の
上
に
き
ぬ
を
し
き
て
、
木
草
の
葉
に
ま
れ
、
花

(

押

)

(

摺

)

に
ま
れ
、
其
上
よ
り
お
さ
へ
て
す
り
つ
け
て
紋
を
な
す
を

(

言

)

(

押

)

(

込

)

〈

言

)

と
い
ふ
。
お
し
こ
め
て
い
へ
ば
、

「染」
「摺」

皆
「
染
」
な
り
。
今
の
世
に

(

言

)

{

知

)

華
布
を
染
る
は
「
摺
」
な
れ
ど
も
「
摺
」
と
は
い
は
ぬ
に
て
し
る

(

押

)

(

込

)

(

言

)

べ
し
。
是
よ
り
は
、
お
し
こ
め
て
「
染
」
も
て
い
ふ
ベ
し
。

い
で
や
、
狩
衣
は
礼
服
な
ら
ね
、
行
幸
、
御
幸
な
ど
の
御
供



(

殊

)

(

尽

)

こ
と
に
引
つ
く
ろ
ひ
て
美
を
つ
く
し

* 

に
つ
か
う
ま
つ
る
に
は
、

(
飾
)

て
か
ざ
る
こ
と
な
り
。
其
外
、
模
、
斎
会
な
ど
も
晴
が
ま
し
き

(

皆

)

(

然

)

{

種

々

)

あ
た
り
は
み
な
し
か
な
り
。
若
草
摺
、
遠
山
摺
な
ど
く
さ
ぐ
さ

(
多
)

の
名
お
ほ
く
あ
る
べ
し
。
も
と
よ
り
格
式
な
き
服
な
れ
ば
、
花

(

万

々

)

に
ま
れ
、
烏
に
ま
れ
、
よ
ろ
づ
よ
ろ
づ
思
ひ
に
染
出
す
こ
と
な

(

業

)

{

型

}

り
。
か
か
る
わ
ざ
は
其
板
に
か
た
を
ち
り
ば
め
、
あ
る
は
紙
を

(

昼

)

(

刻

)

'

(

業

}

た
た
み
て
形
を
き
ざ
み
、
又
、
糊
を
用
ひ
な
ど
、
こ
れ
を
身
の
わ
ざ

(
得
)
{
簸
)

な
し
ゑ
が
た
し
ゃ
。

と
す
る
人
な
ら
で
は
、

{

辺

)

内
わ
た
り
に
は
染
殿
あ
り
。
染
坊
あ
り
。

(

学

)

(

軽

)

な
ど
は
其
ま
ね
び
も
あ
る
や
。
か
ろ
き
公
達
、
殿
上
人
な
ど
は
、

{

如

何

}

{

設

)

い
か
で
さ
る
ま
う
け
の
あ
る
べ
き
や
は
。
お
氏
や
か
の
儀
式
に

(

持

)

(

出

)

(

染

)

っ
き
て
こ
そ
、
き
と
も
て
い
で
て
染
坊
な
ど
に
て
そ
め
け
れ
、

{

私

)

(

章

子

)

わ
た
く
し
の
狩
衣
は
家
ど
う
じ
、
女
わ
ら
は
ベ
の
手
ま
さ
ぐ
り

{

済

)

(

簸

}

に
て
こ
と
す
む
べ
し
。
い
と
む
つ
か
し
げ
な
る
わ
ざ
は
あ
ら
ず
o

h

型

)

(

緯

)

(

良

)

か
た
よ
、
糊
よ
と
ひ
し
め
く
こ
と
は
な
く
、
た
だ
色
よ
き
草
木

(

採

)

{

押

)

(

伏

)

{

摺

)

の
花
や
葉
を
と
り
て
、
お
し
ふ
せ
て
す
り
つ
け
そ
む
る
こ
と
な

{
混
)

青
き
赤
き
黄
な
る
紫
う
ち
ま
じ
り
て
み
だ
れ
に
み
だ
れ

親
王
、

大
臣
の
家

れ
ば
、

ぬ
べ
し
。

(
咲
}

花
も
さ
か
ず
、

(
飛
)

鳥
も
と
ば
ず
、
こ
の
葉
の
形
だ
に
も

{

持

}

(

出

)

(

仰

)

な
し
。
そ
の
染
坊
な
ど
に
も
て
い
で
ず
人
に
も
お
ほ
せ
ず
、
た

(

私

)

(

密

)

(

染

)

*

だ
わ
た
く
し
に
み
そ
か
に
そ
む
る
故
に
ぞ
「
し
の
ぶ
摺
」
と
は

(

言

)

{

業

)

い
ふ
な
り
け
り
。
今
の
世
に
て
は
か
か
る
わ
ざ
を
「
手
染
」
と

(

言

)

(

う

た

)

*

(

陸

奥

)

(

冠

)

な
ん
い
ふ
め
り
。
一
骨
に
て
し
の
ぶ
に
み
ち
の
く
を
か
う
ぶ
ら
せ

{

冠

)

*

(

同

)

若
紫
に
春
日
野
を
か
う
ぶ
ら
せ
た
る
と
お
な
じ
か
る

た
る
は
、

ベ
し
。

(

乱

)

(

言

)

も
じ
ず
り
と
は
其
み
だ
れ
の
ね
ぢ
れ
も
ぢ
れ
た
る
を
い
ふ
な

(

昔

)

{

言

)

り
。
文
字
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
こ
れ
は
む
か
し
よ
り
人
の
い
へ

{

珍

}

(

漏

)

め
づ
ら
し
か
ら
ず
と
て
、
こ
こ
に
は
も
ら

マazυ
 

る
こ
と
な
れ
ば
、

せ
る
な
る
べ
し
。

【
校
異
】

O
ひ
と
つ
葉
:
・
和
文
集
本
「
に
」
を
挿
入
し
、
「
ひ
と
つ
楽
に
」
に
す
る
。

O
お
ほ
る
:
・
中
之
島
本
「
お
ほ
け
」
に
見
え
る
。

O
和
名
紗
:
・
中
之
島
本
「
和
名
抄
」
。

O
な
ら
ね
:
・
中
之
島
本
「
な
ら
ぬ
」
。

O
っ
か
う
ま
つ
る
:
・
中
之
島
本
「
っ
か
う
ま
つ
」
。

O
と
は
・
:
和
文
集
本
「
と
」
。

O
寄
・
:
中
之
島
本
「
歌
」
。

【注】

O
し
の
ぶ
:
・
「
陸
奥
の
し
の
ぶ
も
じ
ず
り
誰
ゆ
ゑ
に
乱
れ
む
と
思
ふ
我
れ
な
ら

な
く
に
」
(
『
古
今
集
』
恋
四
、
『
百
人
一
首
』
)
参
照
。

O
『
和
名
紗
』
・
:
『
和
名
類

し

の

ぶ

ぐ

さ

緊
抄
』
巻
二
十
に
、
「
垣
衣
。
『
本
草
』
云
、
垣
衣
、
一
名
烏
韮
。
和
名
之
乃
布
久
佐
」



と
あ
る
。

O
若
紫
に
春
日
野
を
か
う
ぶ
ら
せ
た
る
:
・
『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
に
「
春
日

野
の
若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
限
り
し
ら
れ
ず
」
と
い
う
歌
が
見
え
る
。

一
一一一、
し
が
ら
み

*
恋
物
語
。
履
軒
の
女
性
観
が
窺
え
る
。
『
老
婆
心
』
手
稿
本
(
巻
子
本
)
に
も
「
し
が
ら

み
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
後
人
の
抄
で
あ
る
。
仮
名
と
漢
字
の
違
い

が
多
数
見
ら
れ
る
他
、
言
い
回
し
が
違
う
箇
所
が
若
干
あ
る
。
本
稿
の
校
異
で
は
、
言

い
回
し
の
違
い
の
み
挙
げ
た
。
そ
の
他
、
新
国
文
庫
に
は
『
し
が
ら
み
」
が
あ
る
。
天

生
{
中
井
木
菟
麻
目
)
の
践
が
別
紙
に
て
附
さ
れ
て
い
る
。
校
異
は
省
い
た
。

(

良

)

(

持

)

*

筑
前
守
な
り
け
る
人
よ
き
子
を
も
て
り
。
次
郎
な
り
け
る
。

(

万

)

(

才

)

(

高

)

{

殊

)

*

よ
ろ
づ
の
こ
と
に
ざ
へ
た
か
し
。
こ
と
に
文
の
道
に
は
妙
に
し

{

技

}

(

長

)

(

諸

右

)

*

て
、
武
の
わ
ざ
に
た
け
た
り
。
も
ろ
も
ろ
か
れ
が
師
た
る
人
、

{

三

年

}

(

皆

)

*

(

俸

)

*

み
と
せ
の
後
は
、
み
な
文
簿
を
さ
さ
げ
て
か
れ
が
弟
子
と
な
り

(

田

舎

)

(

良

)

(

暫

}

(

都

)

ぬ
。
ゐ
な
か
に
は
よ
き
友
な
け
れ
ば
、
し
ば
し
と
て
み
や
こ
に

(

上

)

{

頃

}

(

高

)

(

珍

)

*

の
ぼ
り
け
る
。
年
ご
ろ
誉
れ
は
た
か
し
め
づ
ら
し
と
て
、
公
達

{

数

多

)

(

訪

)

(

来

)

{

作

)

(

詠

)

(

夜

昼

)

な
ど
あ
ま
た
と
ぶ
ら
ひ
き
て
、
文
つ
く
り
歌
よ
み
な
ど
よ
る
ひ
る

(

無

)

*

(

集

)

(

困

)

{

適

}

と
な
う
つ
ど
ひ
し
に
、
や
や
こ
う
じ
に
た
る
や
、
は
た
心
に
か
な

*

(

損

}

ふ
友
も
な
か
り
け
る
が
、
一
月
ば
か
り
し
て
心
地
そ
こ
な
へ
り

{

健

)

(

一

人

)

(

読

と
て
、
引
こ
も
り
居
て
、
ひ
と
り
文
よ
み
て
、
人
に
は
見
え
ざ

*

(

方

)

(

章

)

(

速

)

り
け
る
。
タ
っ
か
た
に
は
、
い
つ
も
わ
ら
は
ベ
つ
れ
て
、
こ
こ

(

古

)

(

尋

)

(

歩

}

か
し
こ
に
ふ
る
き
跡
ど
も
を
た
づ
ね
て
、
独
あ
り
き
を
な
ん
し

け
り
。

(

暮

)

(

み

か

は

み

づ

}

(

流

)

(

辿

)

(

辿

}

(

上

)

あ
る
タ
ぐ
れ
、
御
溝
水
の
な
が
れ
を
た
ど
る
た
ど
る
の
ぼ

(

降

)

(

傍

)

{

下

)

り
い
き
け
る
に
、
時
雨
ふ
り
た
り
。
か
た
は
ら
な
る
軒
の
し
た

{

暫

}

(

休

)

(

地

)

{

紅

葉

)

に
し
ば
し
立
や
す
ら
ひ
し
に
、
築
ひ
ぢ
の
内
よ
り
、
も
み
ぢ
葉

(

多

)

(

流

)

(

田

舎

)

(

知

)

お
ほ
く
な
が
れ
出
た
り
。
ゐ
な
か
に
は
見
も
し
ら
ぬ
い
と
大
き

(

木

)

(

燃

)

(

目

隊

)

や
か
な
る
こ
の
葉
の
火
の
も
ゆ
る
や
う
な
る
、
め
か
れ
も
せ
ず
、

勺
が
め
ゐ
た
る
に
、
其
中
の
一
葉
に
文
字
あ
る
や
う
に
見
え
た

(
掻
)
(
寄
)

杖
も
で
か
き
よ
せ
て
見
れ
ば
、
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れ
ば
、

歌
な
り
。

(葉

紅
葉
ば
の

さ2 なs
だεが也
めれ
なの
き末
世よ
の

し、茄

淵か包
瀬な
か2 ら
なe ん
し
も

(

傾

}

(

際

}

う
ち
か
た
ぶ
き
て
思
ふ
に
、
「
こ
れ
は
君
の
寵
あ
る
き
は
に
は
あ

{

囚

)

(

如

}

*

(

閉

)

(

込

)

(

我

)

ら
じ
を
、
と
ら
は
れ
人
の
ご
と
心
な
ら
ず
と
ぢ
こ
め
ら
れ
て
わ
が

{

深

)

(

嘆

)

(

漫

)

身
の
行
末
を
ふ
か
う
な
げ
き
た
る
に
も
や
」
と
そ
ぞ
ろ
に
あ
は

(

言

)

(

方

)

(

都

)

文
其
手
の
い
み
じ
さ
は
い
は
ん
か
た
な
し
。
「
み
や
こ

れ
な
り
。



{

都

と
か
く
す
る
ほ
ど
に
世
中
穏
か
な
ら
ず
、
み
や
こ
に
は
東
宮

(

騒

)

*

(

出

)

*

*

(

兵

)

(

起

)

*

の
さ
は
ぎ
い
で
き
て
、
国
々
も
つ
は
も
の
お
こ
り
ぬ
。
か
う
の
殿

(

解

)

{

上

)

は
任
と
け
て
の
ぼ
ら
ん
と
す
る
に
、
俄
か
に
将
み
訴
)
し
て
そ
こ

(

亡

)

*

(

兄

)

に
う
せ
給
ひ
し
。
こ
の
か
み
は
主
上
の
御
供
に
仏
以
う
九
ケ
り

(

近

江

)

{

如

何

)

て
、
あ
ふ
み
の
国
に
と
き
こ
ゆ
。
こ
は
い
か
に
せ
ん
と
て
、
ま

{

上

)

(

隠

)

}

{

頃

}

づ
母
う
へ
を
山
深
き
寺
に
か
く
し
つ
。
年
三
ろ
祈
の
師
な
り
け

*

(

安

)

る
房
な
れ
ば
、
是
は
心
や
す
し
。
今
は
独
身
に
な
り
た
れ
ば
、
「
い

{

様

)

(

窺

)

で
や
都
の
や
う
を
も
う
か
が
ひ
み
ん
」
と
て
、
い
と

IPび
て

{

上

}

(

渡

)

(

導

)

の
ぼ
り
ぬ
。
桂
川
の
わ
た
り
し
る
べ
な
る
家
に
忍
び
お
り
け
り
。

*

(

例

)

(

忍

)

(

歩

)

{

止

)

か
か
る
時
し
も
れ
い
の
し
の
び
あ
り
き
は
や
ま
ざ
り
け
り
。

(

女

}

(

習

}

(

得

)

(

殿

}

の
を
ん
な
は
か
く
ま
で
な
ら
ひ
ゑ
た
る
に
や
」
と
目
も
は
な
れ

(

置

)

(

押

)

(

拭

)

(

懐

)

{

入

)

ず
、
お
き
処
は
な
し
、
や
を
ら
お
し
の
ご
ひ
て
、
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ

(

拾

)

(

自

}

{

書

)

ぬ
。
さ
ら
に
外
の
一
葉
を
ひ
ろ
ひ
て
、
み
づ
か
ら
歌
か
き
て
引

(

包

)

(

地

)

(

歩

)

つ
つ
み
、
築
ひ
ぢ
の
蔭
に
あ
ゆ
み
よ
り
、
か
の
昆
寄
山
と
お
ぼ

(
投
)
{
入
)

し
き
あ
た
り
に
な
げ
い
れ
て
帰
り
ぬ
。
そ
の
歌
は
、

(
み
か
は
み
づ
)

御
溝
水

(

栂

)

(

待

}

し
が
ら
み
か
け
て
ま
ち
て
見
む

(

紅

葉

)

(

流

)

{

寄

)

そ
の
も
み
ぢ
葉
の
な
が
れ
よ
る
や
と

*

(

担

行

)

(

4

5

あ
る
日
北
山
寺
に
て
仏
名
し
け
る
に
、
い
き
で
あ
ひ
た
り
。
さ

(

眺

)

(

歩

)

*

て
こ
こ
か
し
こ
と
な
が
め
あ
り
く
。
あ
ふ
き
る
さ
の
中
に
、

(

一

人

)

(

女

)

{

衣

}

(

深

)

(

被

)

(

後

}

ひ
と
り
の
を
ん
な
き
ぬ
ふ
か
う
か
づ
き
て
、
次
郎
が
あ
と
に

(

先

)

(

速

)

(

立

)

(

怪

)

さ
き
に
つ
れ
だ
ち
た
ら
ん
や
う
に
ぞ
あ
り
け
る
。
「
あ
ゃ
し
ゃ
、

(

都

)

(

知

)

(

頃

)

*

{

若

)

み
や
こ
の
内
に
は
相
し
れ
る
人
も
な
き
を
、
年
ご
ろ
わ
か
け
れ
、

(

徒

)

{

持

)

(

問

}

あ
だ
し
心
も
た
ね
ば
、
こ
と
と
ふ
べ
き
女
あ
ら
ん
や
は
」
と
は

(

違

)

*

(

告

)

思
ひ
つ
つ
、
「
も
し
人
た
が
へ
な
ら
ば
そ
れ
と
つ
げ
ま
ほ
し
う
、

*

{

彼

)

(

言

)

{

念

)

(

後

)

(

着

)

*

な
を
か
れ
よ
り
も
の
い
ふ
ま
で
」
と
ね
ん
じ
て
あ
と
に
つ
き
て

(

行

}

(

彼

)

(

願

)

(

す

ぐ

)

ゆ
く
め
り
。
か
れ
は
た
か
へ
り
み
が
ち
に
て
、
北
野
の
森
過
る

(

頃

}

(

暮

)

(

気

}

{

念

)

こ
ろ
は
日
も
く
れ
か
か
り
、
人
け
も
な
か
り
け
れ
ば
、
ね
ん

(

姥

)

(

呼

)

(

止

)

(

見

)

(

知

}

じ
わ
び
て
「
や
や
」
と
よ
び
と
ど
め
て
、
「
み
も
し
ら
ぬ
人
の
、

(

顧

)

{

違

)

な
ぞ
や
か
へ
り
み
が
ち
に
し
た
ま
ふ
ら
ん
。
門
た
が
へ
た
ま
は

*

{

便

)

*

{

己

}

ん
は
び
ん
な
か
る
べ
し
。
お
の
れ
を
ば
誰
と
見
給
ふ
に
や
、
か

片

端

)

{

明

)

(

言

)

{

顔

)

{

赤

)

た
は
し
あ
か
さ
せ
た
ま
へ
」
と
い
ふ
に
、
女
か
ほ
う
ち
あ
か
め

(

う

ら

ベ

)

(

知

何

)

(

知

)

て
、
「
卜
部
に
は
あ
ら
ず
、
い
か
で
し
ら
ぬ
君
が
名
を
さ
し
で
ん

(

自

)

や
。
み
づ
か
ら
は
人
を
尋
る
も
の
に
て
さ
む
ら
ふ
。
さ
れ
ば
、

{

多

)

{

一

人

)

(

尋

)

{

巡

)

か
く
人
お
ほ
き
あ
た
り
は
物
ぐ
る
ほ
し
う
、
ひ
と
り
た
づ
ね
め
ぐ

- 59 -



(

顔

形

)

{

如

何

様

)

り
さ
む
ら
ふ
な
り
。
」
「
そ
れ
は
か
ほ
か
た
ち
い
か
さ
ま
に
お
は

(
尋
)

し
ま
す
に
や
。
名
を
何
と
た
づ
ぬ
ぺ
き
に
や
」
と
時
ふ
に
「
さ

(

見

}

(

砕

れ
ば
と
よ
、
名
も
知
ら
ず
、
影
だ
に
も
み
ぬ
人
に
心
を
く
だ
く

(

然

)

(

如

何

)

(

見

知

)

に
て
さ
む
ら
ふ
よ
。
」
「
し
か
ら
ば
、
い
か
で
何
が
し
を
み
し
り

(

今

日

)

(

多

)

た
ら
ん
や
う
に
は
し
た
ま
ふ
ぞ
。
」
「
け
ふ
な
ん
お
ほ
く
の
人
を

(

一

人

)

(

御

事

)

*

{

言

)

見
そ
な
は
し
給
ふ
る
に
、
ひ
と
り
お
こ
と
の
み
よ
く
物
を
も
い
ふ

* 

べ
く
、
い
と
心
あ
り
げ
に
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
な
を
か
か
る
友

(

少

}

*

(

訴

)

千
鳥
も
は
た
す
く
な
か
ら
じ
を
ひ
た
す
ら
に
う
ち
出
て
う
た
へ

(

止

)

*

奉
ら
ん
と
て
な
ん
、
し
ば
し
ば
立
ど
ま
り
は
し
た
り
け
れ
ど
、

{

如

何

)

{

多

)

(

慎

)

い
か
に
せ
ん
、
お
ほ
く
の
人
目
の
つ
つ
ま
し
さ
に
な
ん
」
と
う

(

背

)

{

言

}

ち
そ
む
け
て
い
ふ
。(

哀

)

(

何

)

次
郎
い
よ
よ
あ
は
れ
に
思
ひ
な
り
て
、
「
そ
れ
は
な
に
を
か

(

尋

)

(

種

)

(

智

)

*

た
づ
ね
く
さ
に
は
す
べ
き
。
玉
の
か
ん
ざ
し
に
で
も
あ
ら
ば
、

(

諮

)

(

出

)

*

(

限

)

(

仕

)

か
た
り
い
で
た
ま
へ
ば
、
さ
ら
ば
命
を
か
ぎ
り
に
宮
っ
か
へ
な

(

智

)

(

み

か

は

み

づ

)

(

し
奉
ら
ん
。
」
「
か
ん
ざ
し
は
な
け
れ
ど
、
た
だ
御
溝
水
の
し

情

)

(

訊

)

(

言

}

が
ら
み
と
た
づ
ね
た
ま
ご
と
い
ふ
。

{
当
)

次
郎
是
を
聞
て
、
き
と
胸
に
あ
た
り
て
け
れ
ば
、
「
そ
れ
こ
そ
、

(

易

)

*

{

和

)

い
と
し
も
や
す
き
。
ま
ず
御
心
を
の
ど
め
て
待
た
ま
へ
。
さ
ら

{

一

生

)

{

紅

葉

)

(

言

)

ば
君
は
い
ち
し
ゃ
う
流
れ
の
末
の
も
み
ぢ
葉
よ
」
な
ど
い
ひ
け

{

女

)

(

驚

)

(

如

何

)

(

悲

}

れ
ば
、
を
ん
な
う
ち
お
ど
ろ
き
て
、
「
あ
や
し
。
い
か
で
か
な
し

*

(

不

思

議

)

(

き
淵
瀬
を
し
ろ
し
め
し
け
ん
。
あ
ら
ふ
し
ぎ
や
」
と
て
さ
し
う

傭

)

{

添

)

{

気

配

)

つ
ぶ
き
、
さ
ら
に
物
思
ひ
の
そ
ひ
た
る
け
は
ひ
ぞ
す
る
。

(

櫛

)

*

(

如

何

)

や
が
て
、
「
其
し
が
ら
み
を
ゐ
(
給
?
)
て
奉
ら
ん
に
は
い
か
ば

{

仕

)

*

(

微

笑

)

(

言

}

か
り
の
宮
づ
か
へ
を
し
た
ま
は
ん
や
」
と
う
ち
ほ
ほ
ゑ
み
て
い
ひ

{

恥

)

(

磐

手

)

*

(

遺

)

{

隠

)

け
れ
ば
、
「
あ
な
、
は
づ
か
し
ゃ
。
い
は
で
の
森
に
は
ひ
か
く
れ

{
立
}

ま
ほ
し
き
を
、
か
の
時
よ
り
神
仏
に
願
た
て
た
る
や
う
は
、
た

(

欠

)

(

片

)

*

(

出

}

と
ひ
鼻
は
か
け
た
り
と
も
、
か
た
目
慣
を
吐
い
だ
し
た
り
と
も
、

(

屈

)

*

{

栂

)

老
か
が
ま
り
て
ゑ
ひ
な
す
と
も
、
た
だ
こ
の
し
が
ら
み
を
引
あ

(

如

何

)

(

丸

屋

)

*

*

{

遺

)

(

入

)

は
せ
た
ま
へ
。
い
か
な
る
麗
の
ま
ろ
や
に
も
は
ひ
い
り
て
其
北

(

夜

昼

)

{

誓

)

の
方
と
な
ら
ん
と
、
よ
る
ひ
る
ち
か
ひ
に
し
も
の
を
、
い
ま
さ

{

包

)

(

隠

}

{

悪

)

ら
に
つ
つ
み
か
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
か
し
。
ま
た
、
人
わ
ろ
し

(

如

何

)

(

誓

)

(

背

)

と
て
も
い
か
で
こ
の
ち
か
ひ
を
露
そ
む
く
べ
き
や
」
と
い
と
心

(
言
)

清
く
い
ひ
け
り
。(

哀
)
*

次
郎
は
た
あ
は
れ
ま
さ
り
て
、

(

懐

)

ふ
と
こ
ろ
よ
り
、

(
紅
葉
}

か
の
も
み
ぢ
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{
如
何
}

葉
を
と
り
出
し
て
、
「
是
は
い
か
に
」
女
は
膚
の
守
り

(

解

)

(

情

)

{

出

)

(

疑

}

*

を
と
き
て
し
が
ら
み
を
い
だ
し
た
り
け
り
。
「
さ
て
は
う
た
が
ふ

(

天

地

)

(

結

)

{

定

)

べ
く
も
あ
ら
ぬ
あ
め
っ
ち
の
神
の
む
す
び
さ
だ
め
た
ま
ひ
し
契

{

女

}

な
り
け
り
」
と
、
次
郎
は
始
め
て
心
と
き
め
き
し
け
り
。
を
ん
な

(

現

)

(

上

)

{

倒

)

(

伏

)

(

泣

)

は
う
っ
し
心
も
な
く
土
の
う
へ
に
た
う
れ
ふ
し
て
、
た
だ
な
き

(

泣

)

{

年

頃

)

(

ね

が

ひ

}

(

た

ち

ま

ち

)

(

適

)

(

目

)

に
な
き
ゐ
た
り
。
と
し
ご
ろ
の
願
忽
に
か
な
ひ
、
ま
の
あ

(

栂

)

*

{

恭

}

た
り
し
が
ら
み
に
か
か
り
た
れ
ば
、
神
仏
の
か
た
じ
け
な
さ
に

(

騒

}

(

魂

)

(

歎

)

(

失

)

心
さ
は
ぎ
し
て
、
玉
の
ち
り
う
せ
た
る
に
ぞ
あ
り
け
ら
し
。
「
う

(

楽

)

*

れ
し
。
た
の
し
」
な
ど
は
い
ま
だ
思
ひ
も
か
一
け
ず
か
し
。
や
や

{

抱

)

(

起

)

(

払

)

*

(

衣

)

と
い
だ
き
お
こ
し
て
梧
の
砂
は
ら
ひ
、
き
ぬ
引
あ
け
て
袖
し
て

{

拭

)

*

{

輝

)

涙
お
し
の
ご
ひ
ま
い
ら
せ
た
る
に
、
弓
張
の
月
影
に
か
が
や
き

(

類

)

(

清

)

{

貴

)

*

て
、
た
ぐ
ひ
な
う
き
ょ
ら
に
あ
で
や
か
な
り
。
そ
こ
ら
草
葉
の

(

取

}

(

入

)

(

魂

)

{

返

}

{

来

)

露
と
り
て
口
に
い
れ
な
ど
す
る
ほ
ど
に
、
玉
の
か
へ
り
き
ま
せ

(
早
)
(
打
)
(
解
)
{
顔
)

る
に
か
、
ゃ
う
や
う
人
心
つ
き
た
り
。
は
や
う
ち
と
け
が
ほ
に

(

依

)

{

言

)

ゅ
う
ゅ
う
と
肩
の
上
に
よ
り
か
か
り
た
る
は
ゑ
も
い
は
ず
ら
う

と
い
ふ
。

た
げ
な
り
。

「
さ
ら
ば
、

(
去
)

た
だ
ち
に
ゐ
て
い
ぬ
ベ
し
。

(
街
)

君
が
や
ど
り
に
て

(

同

胞

)

(

陸

)

尋
ね
ま
ど
ひ
や
は
せ
ぬ
。
は
ら
か
ら
は
む
つ
ま
じ
く
て
心
ば
へ

(

良

)

(

自

)

*

{

頑

)

(

言

)

よ
か
り
け
れ
ど
、
み
づ
か
ら
が
あ
ま
り
か
た
く
な
に
て
人
の
い
ひ

*

(

聞

)

(

入

}

(

腹

立

)

(

何

処

)

(

如

何

)

ご
と
を
き
き
い
れ
ぬ
と
て
、
は
ら
た
ち
て
、
『
い
づ
こ
い
か
な
る

{

似

非

男

}

(

頑

)

*

{

盗

)

(

去

)

ゑ
せ
お
の
こ
な
り
と
も
、
こ
の
か
た
く
な
を
ぬ
す
み
て
い
ね
か

会

乙

(

見

}

(

尋

)

一
日
ふ
た
日
み
え
ぬ
と
て
さ
し
も
た
づ

と
て
、
次
郎
に
手
を
ひ
か
れ
て
、
か

{

故

)

*

{

尋

)

「
ふ
る
郷
の
宿
の
妻
が
た
づ
ね

し
』
な
ど
む
つ
か
れ
ば
、

ぬ
る
ま
で
は
あ
ら
じ
を
」

{

忍

)

{

至

)

の
し
の
ぶ
の
宿
に
い
た
り
ぬ
。

{

上

)

*

(

端

然

)

の
ぼ
り
し
に
、
は
し
な
く
行
あ
ひ
て
ゐ
て
来
り
し
」
な
ど
、
こ

(

主

)

{

喜

)

*

(

様

し
ら
へ
け
れ
ば
、
あ
る
じ
こ
と
の
外
に
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
、
さ
ま

々

)

*

ざ
ま
に
心
を
尽
し
て
か
し
づ
き
す
え
た
り
。

- 61 -

氏
長
者
よ
り
使
者
参
れ
り
。

四

五

日

あ

り

て

、

「

北

国

の

凶

徒

{
為
)

諒
罰
の
た
め
丹
波
丹
後
の
軍
勢
三
千
余
騎
召
寄
た
れ
共
、

〈
欠
)

諸
方
の
手
っ
か
ひ
に
因
て
、
大
将
に
事
を
か
き
た
り
。

誉
れ
あ
ら
ん
も
の
閑
居
逸
遊
の
時
節
に
あ
ら
ず
。

当
時

武
略
の

且
は
君
に
対

し
奉
り
て
そ
の
懐
れ
あ
る
べ
き
も
の
を
や
。
急
ぎ
馳
下
り
て
、

(
み
ぎ
ょ
う
し
よ
)
*
{
下
)

一
方
平
均
の
功
を
励
む
べ
き
者
な
り
」
と
御
教
書
く
だ
れ
り
。

こ
の
日
、
上
野
援
に
な
り
て
や
が
て
打
立
け
る
が
諸
処
の
戦



(

幾

)

*

(

・

尽

)

い
く
程
も
あ
ら
ぬ
に
北
国
こ
と
ご
と
く
撃
平
ら

(

向

)

(

陸

奥

そ
れ
よ
り
東
国
に
む
か
ひ
て
み
ち
の
く
ま
で
撃
し
た
が
へ

(

赴

)

*

{

毎

}

て
帰
陣
せ
り
。
其
後
ま
た
西
国
南
海
に
お
も
む
き
、
度
ご
と
に

(

段

々

)

大
功
を
立
た
り
け
れ
ば
、
だ
む
だ
む
昇
進
し
て
、
三
位
右
大
将

{

並

)

(

者

)

(

紅

葉

)

に
な
り
て
、
世
の
お
ぼ
え
な
ら
ぶ
も
の
な
し
。
か
の
も
み
ぢ
葉

(

良

)

(

柵

)

*

も
よ
き
し
が
ら
み
に
か
か
り
て
右
大
将
の
北
の
方
と
仰
が
れ
、

(

同

胞

)

{

誇

}

{

男

)

*

(

往

は
ら
か
ら
も
ろ
と
も
に
栄
耀
に
ほ
こ
れ
り
。
お
の
子
も
み
は
し

)

{

持

)

(

万

)

(

み

か

は

み

づ

}

ら
も
て
り
。
よ
ろ
づ
心
ゆ
く
御
溝
水
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
お
よ

(

誠

)

(

深

)

*

心
あ
だ
あ
だ
し
か
ら
で
ま
こ
と
の
ふ
か
き
ぞ
何
事
に

に
利
を
得
て
、

lアもそ
まs 女
さg は
る

し
と
か
や

【
校
異
】

0
・
も
て
り
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
も
て
り
け
る
」
。

O
に
は
:
・
中
之
島
本
「
は
」

な
し
。

O
か
れ
が
:
・
和
文
集
本
、
中
之
島
本
「
が
」
な
し
。

O
文
簿
:
・
『
老
婆
心
』
附

み
よ
う
ぷ

録
「
名
簿
」
。
名
簿
は
、
弟
子
入
り
す
る
時
に
師
匠
に
渡
す
名
札
。

O
か
れ
が
・
:
『
老

婆
心
』
附
録
な
し
。

O
め
づ
ら
し
:
・
中
之
島
本
な
し
。

O
と
な
う
・
:
『
老
婆
心
』
附
録

な
し
。

O
も
な
か
り
け
る
が
・
:
和
文
集
本
「
と
な
り
け
る
が
」
。
中
之
島
本
「
も
な
か

り
け
り
」
。

O
心
な
ら
ず
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
な
し
。

O
い
で
き
て
:
・
『
老
婆
心
』
附

録
「
い
で
き
た
り
」
。

O
国
々
:
・
中
之
島
本
「
国
に
」
。

O
う
せ
給
ひ
し
:
・
和
文
集
本
「
み

を
給
ひ
し
」
。
中
之
島
本
「
う
せ
給
ひ
」
。
『
老
婆
心
』
附
録
「
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
」
。

O
な

り
け
る
房
な
れ
ば
・
:
『
老
婆
心
』
附
録
「
の
房
な
り
け
れ
ば
」
。

O
か
か
る
時
:
・
中
之

島
本
「
か
か
時
」
。

O
仏
名
・
:
和
文
集
本
「
仙
名
」
。

O
あ
ふ
き
る
さ
・
:
『
老
婆
心
』
附

録
「
に
あ
ふ
さ
き
る
さ
」
。

O
年
ご
ろ
:
・
中
之
島
本
「
年
こ
そ
」
に
見
え
る
。

O
な
ら

ば
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
な
ら
ま
せ
ば
」
。

O
な
を
:
・
中
之
島
本
「
な
ぜ
」
。

O
っ
き
て

:
・
中
之
島
本
「
つ
れ
て
」
に
見
え
る
。

O
た
ま
は
ん
は
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
は
ば
い

と」。

O
び
ん
な
か
る
・
:
中
之
島
本
「
び
ん
な
る
」
。

O
お
は
し
ま
す
に
や
・
:
中
之
島
本

「
お
は
し
ま
け
に
や
」
に
見
え
る
。

O
心
あ
り
げ
:
・
中
之
島
本
「
心
あ
た
り
げ
」
。

0

は
た
す
く
な
か
ら
じ
:
・
手
稿
本
「
お
ほ
か
る
べ
き
」
を
見
せ
消
ち
し
て
右
に
「
は
た
す

か
な
か
ら
じ
」
と
書
く
。
中
之
島
本
も
「
は
た
す
か
な
か
ら
じ
」
と
見
え
る
。
和
文
集

本
は
「
か
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
く
」
に
直
す
。
こ
こ
で
は
、
和
文
集
本
に
従
う
。

O
け
れ
ど
・
:
和
文
集
本
「
け
ん
ど
」
。

O
た
ま
へ
ば
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
た
ま
へ
」
。

O
や
す
き
・
:
『
老
婆
心
』
附
録
「
や
す
き
事
な
れ
」
。

O
し
ろ
し
め
し
け
ん
:
・
中
之
島

本
「
し
ろ
し
め
け
ん
」
。

O
其
し
が
ら
み
:
・
手
稿
本
、
中
之
島
本
「
し
が
み
」
。
和
文
集

本
は
右
に
「
ら
」
を
補
う
。
こ
こ
で
は
和
文
集
に
よ
り
「
ら
」
を
補
う
。

O
し
た
ま
は

ん
や
・
:
手
稿
本
は
「
は
」
が
「
ふ
」
に
見
え
る
が
「
ハ
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
和
文
集
本

は
「
ふ
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
は
」
に
直
す
。
中
之
島
本
「
し
た
ま
ふ
ん
や
」
。
『
老

婆
心
』
附
録
「
し
た
ま
ふ
ら
む
や
」
。

O
か
た
目
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
か
た
目
は
」
。

O
老
か
が
ま
り
て
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
腰
は
老
か
が
ま
り
て
」
。

O
に
も
:
・
『
老
婆

心
』
附
録
「
な
り
と
も
」
。

O
あ
は
れ
:
・
中
之
島
本
「
あ
つ
れ
」
に
見
え
る
。

O
う
た

が
ふ
・
:
中
之
島
本
「
か
た
が
ふ
」
。

O
し
が
ら
み
に
・
:
和
文
集
本
「
し
が
ら
み
ぞ
」
。

O

か
け
ず
か
し
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
か
け
ざ
り
け
ら
し
」
。

O
は
ら
ひ
:
・
『
老
婆
心
』

附
録
「
う
ち
は
ら
ひ
」
。

O
月
影
:
・
手
稿
本
、
中
之
島
本
「
目
影
」
。
和
文
集
本
に
よ
っ

て
「
月
影
」
に
直
す
。

O
そ
こ
ら
:
・
手
稿
本
「
そ
こ
ら
」
か
「
そ
こ
に
」
か
不
明
確
。

和
文
集
本
「
そ
こ
ら
」
。
中
之
島
本
「
そ
こ
に
」
。

O
か
た
く
な
:
・
中
之
島
本
「
か
た
け

な
」
に
見
え
る
。

O
あ
ま
り
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
な
し
、
下
の
「
人
の
」
が
「
あ
ま
り

人
の
」
。

O
い
ひ
ご
と
・
:
和
文
集
本
「
い
ろ
ご
と
」
。

O
ふ
る
郷
・
:
中
之
島
本
「
ふ
る
さ

と」。

O
し
に
・
:
『
老
婆
心
』
附
録
「
た
る
に
」
。

O
よ
ろ
こ
ぽ
ひ
て
:
・
『
老
婆
心
』
附
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録
「
よ
ろ
こ
ぽ
て
」
。

O
尽
し
て
:
・
中
之
島
本
「
つ
く
し
て
」
。

O
た
れ
共
・
:
中
之
島
本

「
た
れ
ど
も
」
。
『
老
婆
心
』
附
録
「
た
り
と
い
へ
ど
も
」
。

O
か
き
た
り
:
・
『
老
婆
心
』

附
録
「
か
き
ぬ
」
。

O
あ
ら
ん
も
の
・
:
和
文
集
本
「
あ
ら
ん
と
の
」
。
中
之
島
本
「
あ
か

ん
も
の
」
に
見
え
る
。

O
諸
処
:
・
中
之
島
本
「
諾
所
」
。

O
い
く
程
:
・
『
老
婆
心
』
附

録
「
い
ま
だ
い
く
程
」
。

O
お
も
む
き
・
:
『
老
婆
心
』
附
録
「
お
も
む
く
其
」
。

O
し
が

ら
み
に
・
:
中
之
島
本
「
し
が
ら
に
」
。

O
お
の
子
:
・
『
老
婆
心
』
附
録
「
お
の
こ
子
」
。

O
ふ
か
き
ぞ
:
・
中
之
島
本
「
ふ
か
き
に
」
。

【
語
釈
】

O
し
が
ら
み
・
:
「
山
川
に
風
の
か
け
た
る
し
が
ら
み
は
流
れ
も
あ
へ
ぬ
紅
葉

な
り
け
り
」
(
『
古
今
集
』
三

O
三
、
『
百
人
一
首
』
)
。

O
毘
衛
山
:
・
中
国
の
伝
説
の

神
山
。
西
方
に
あ
り
、
仙
女
西
王
母
が
住
む
と
さ
れ
た
。

O
か
う
の
殿
・
:
か
ん
の
殿
に

同
じ
。
長
官
の
こ
と
。

O
仏
名
:
・
儲
悔
。

O
あ
ふ
き
る
さ
:
・
「
あ
ふ
さ
き
る
さ
」
(
物

事
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
)
の
誤
り
で
あ
ろ
う
(
校
異
参
照
)
。

O
お
こ
と
・
:
御
事
。

あ
な
た
。

O
手
っ
か
ひ
・
:
配
備
。

O
御
教
書
:
・
み
ぎ
よ
う
し
ょ
。
将
軍
の
発
す
る
命
令

書。【注】

O
〔
主
人
公
の
上
京
、
引
き
こ
も
り
〕
・
:
あ
る
い
は
履
軒
自
身
の
経
験
を
踏
ま

え
る
か
。
履
軒
は
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
、
京
都
の
高
辻
卿
の
賓
師
と
し
て
、
一
年
間

ら
く
ぜ
い
け
い
の
う

京
都
に
滞
在
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
が
『
洛
洞
実
嚢
』
と
い
う
詩
文
集
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
が
、
京
都
で
の
孤
独
と
故
郷
へ
の
思
い
を
詠
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

O

藍
の
ま
ろ
や
:
・
芦
の
丸
屋
。
あ
ば
ら
屋
の
こ
と
で
あ
る
が
、
履
軒
『
百
首
賞
賛
』
「
タ

さ
れ
ば
」
の
歌
の
注
に
説
明
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
柱
を
上
で
合
わ
せ
て
円
錐
状

に
組
み
合
わ
せ
た
掘
立
て
小
屋
で
、
地
面
に
接
す
る
部
分
が
円
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
丸

屋
と
呼
ぶ
と
言
う
。

O
東
宮
の
さ
は
ぎ
:
・
史
実
で
指
す
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
未
詳
。

O
玉
の
か
ん
ざ
し
:
・
白
居
易
「
長
恨
歌
」
で
、
天
上
の
楊
貴
担
が
玄
宗
に
黄
金
の
替
(
金

叙
)
を
割
い
て
与
え
る
話
を
踏
ま
え
る
か
。

O
い
は
で
・
:
磐
手
。
歌
枕
。
「
言
は
で
」
と

掛
け
て
用
い
ら
れ
る
。

〔

土

日

〕

*

(

錯

)

{

深

)

む
か
し
初
瀬
に
v

」
も
り
け
る
女
あ
り
け
り
。
物
思
ひ
や
ふ
か

(

菜

)

{

繍

)

(

汲

)

*

(

初

}

(

夜

昼

)

(

祈

)

か
り
け
ん
、
な
つ
み
水
く
み
、
冬
の
は
じ
め
よ
り
、
よ
る
ひ
る
い
の

{
我
)
{
願

り
け
る
が
、
春
の
末
に
ま
か
で
け
る
。
わ
が
ね
が
ひ
の
お
ぼ
つ

(

常

)

{

兄

人

)

(

哀

)

か
な
さ
に
や
、
つ
ね
に
物
思
ひ
が
ち
な
る
を
、
家
の
せ
う
と
あ
は

(

思

}

(

い

で

}

*

れ
に
お
も
ひ
て
、
あ
る
朝
、
出
が
て
に
、
そ
の
ゐ
た
る
処
を
さ

(

覗

)

(

引

)

(

乱

)

(

独

)

(

向

}

し
の
ぞ
き
て
み
れ
ば
、
櫛
笥
ひ
き
み
だ
し
て
、
ひ
と
り
鏡
に
む
か

{
引
)
(
寄
)

ひ
て
う
ち
涙
ぐ
み
ゐ
た
る
が
、
硯
ひ
き
よ
せ
て
何
や
ら
ん
手
習

(

外

面

)

(

足

音

)

ふ
や
う
に
な
ん
。
そ
と
も
に
人
の
あ
し
お
と
の
し
け
れ
ば
、
や

(

隠

)

(

裏

)

が
て
引
か
く
し
て
鏡
の
う
ら
に
さ
し
い
れ
つ
。
さ
て
、
友
ど
ち

{

紡

)

(

来

)

(

方

)

*

{

後

)

の
と
ぶ
ら
ひ
き
に
け
る
と
聞
て
、
母
屋
の
か
た
に
出
け
る
あ
と

(

裏

}

{

取

)

{

出

}

{

見

)

に
て
、
か
の
鏡
の
う
ら
な
る
も
の
を
と
り
い
で
み
れ
ば
、

{
重
)
(
番
}

け
な
く
こ
こ
か
し
こ
う
ち
か
さ
ね
か
き
た
る
う
ち
に
、

一
四
、

く
れ
な
ゐ

*
恋
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
。
迷
信
を
暴
く
。

- 63 -

し
ど

墨
っ
き



{

辿

)

*

(

う

た

〉

主

一

}

た
ど
ら
れ
た
る
一
骨
ひ
と
つ
あ
り
け
り
。

{
嘆
)

な
げ
き
っ
つ

て}~
と-い会
す筋のむ
ぢ)り
し2 し
るs 山
き の

髪か甫
のひき
い(や
と腸な
ゆ炎く*
ふ)

くか白
かきぎe
きり
そ蓄な

け 42
そはさ

れ

思
て〉
な
り
て

や
が
て
其
末
に
ち
ひ
さ

一
筋
は

(

抜

)

(

隠

)

ぬ
き
て
も
か
く
せ

く(ふ(
れ』たこ
な叫す筋
ゐ)じ)
のを
糸

結
ば
ざ
ら
め
や

(

暫

)

(

遺

)

*

(

言

)

*

こ
れ
は
、
し
ば
し
の
心
や
り
に
と
て
な
ん
、
か
く
は
い
ひ
け
ら
し
。

(

見

)

・

*

(

同

胞

)

後
に
女
こ
れ
を
み
て
心
と
き
め
き
し
て
、
は
ら
か
ら
の
手
を

{

見

知

)

(

告

}

(

思

)

だ
に
も
み
し
ら
で
、
ひ
た
す
ら
に
仏
の
御
つ
げ
な
り
と
お
ぼ
ひ

(

上

)

(

押

}

(

貼

)

*

(

額

)

こ
の
歌
を
櫨
の
か
み
に
お
し
は
り
て
朝
夕
ぬ
か
を
つ
く
な

て、り

(

方

)

*

(

騒

)

(

出

)

一
月
ば
か
り
が
ほ
ど
に
や
、
そ
の
男
の
か
た
に
、
さ
は
ぎ
い
で

(

鎮

)

(

万

)

(

本

意

)

や
や
し
づ
ま
り
て
後
は
、
よ
ろ
づ
こ
の
女
の
ほ
い
の

(
移
)
*
(
住
)

や
が
て
う
つ
り
す
み
け
る
。
さ
れ
ば
、
い
よ

{

再

)

〈

諸

)

{

復

ふ
た
た
び
初
瀬
に
ま
う
で
て
か
へ
り

き
た
り
。

よま
た(ま
う尊に
と)な
み*り

奉て
り
て

奏

)

*

(

捧

)

*

ま
う
し
し
け
り
。
さ
さ
げ
物
な
ど
は
そ
こ
ら
法
師
ば
ら
の
目
を

(

驚

)

(

耐

}

(

簸

)

(

可

笑

}

お
ど
ろ
か
し
け
る
と
ぞ
。
心
の
う
ち
に
は
た
へ
が
た
う
お
か
し

{

作

)

*

{

同

胞

)

(

喜

)

か
り
け
れ
ど
、
さ
ら
ぬ
顔
つ
く
り
て
、
は
ら
か
ら
の
よ
ろ
こ
び

(

糸

)

*

(

二

措

置

)

(

贈

)

(

遺

)

*

の
心
ば
え
に
、
い
と
ふ
た
む
ら
ば
か
り
お
く
り
つ
か
は
し
ぬ
。

(

包

}

{

上

)

其
つ
つ
み
紙
の
う
へ
に
、

(

紅

)

く
れ
な
ゐ
の

神干
のいア
む会と与
す3 むa
びつ号
しま

じ
ちg く
ぎご
りお宮
た事もe
えほ
ずゆ
もる *

{

告

)

*

{

様

)

(

類

)

今
の
世
中
に
神
仏
の
つ
げ
て
う
こ
と
は
大
ゃ
う
か
か
る
た
ぐ
ひ
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な
る
べ
し
。

【
校
異
】

O
出
が
て
に
・
:
中
之
島
本
「
出
か
け
に
」
に
見
え
る
。

O
か
た
・
:
中
之
島
本

「
う
た
」
。

O
た
ど
ら
れ
:
・
中
之
島
本
「
た
ど
く
れ
」
に
見
え
る
。

O
寄
:
・
中
之
島
本

「歌」。

O
か
ひ
ゃ
な
く
:
・
手
稿
本
「
か
ひ
ゃ
な
く
」
に
見
え
る
。
和
文
集
本
、
中
之

島
本
「
か
ひ
ゃ
な
ぞ
」
。

O
心
や
り
:
・
中
之
島
本
「
川
(
心
?
)
や
か
」
に
見
え
る
。

O

い
ひ
け
ら
し
・
:
中
之
島
本
「
い
ひ
け
る
ら
し
」
に
見
え
る
。

O
と
き
め
き
・
:
中
之
島
本

「
と
き
め
れ
」
。

O
お
し
は
り
:
・
中
之
島
本
「
お
し
は
は
り
」
。

O
男
の
か
た
:
・
中
之
島

本
「
男
か
た
」
。

O
う
つ
り
・
:
中
之
島
本
「
か
へ
り
」
。

O
た
う
と
み
:
・
中
之
島
本
「
た

う
を
」
に
見
え
る
。

O
ま
う
で
て
か
へ
り
ま
う
し
・
:
中
之
島
本
「
ま
う
で
か
へ
り
ま
か

し
」
に
見
え
る
。

O
そ
こ
が
:
・
手
稿
本
不
明
確
。
和
文
集
本
「
そ
こ
ら
」
。
中
之
島
本

虫
食
い
不
明
確
。
こ
こ
で
は
手
稿
本
に
よ
り
推
測
す
る
。

O
つ
く
り
て
・
:
和
文
集
本
「
つ



く
り
」
。

O
心
ば
え
に
、
い
と
・
:
和
文
集
本
「
心
ば
え
に
ぞ
と
」
。
中
之
島
本
「
心
ば
え

に
、
い
と
ど
」
。

O
っ
か
は
し
ぬ
:
・
和
文
集
本
「
つ
り
は
す
ぬ
」
に
見
え
る
。

O
お
も
ほ
ゆ
る
・
:
手
稿
本
は
「
お
も
ふ
か
な
」
の
「
お
も
ほ
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
、

横
に
「
お
も
ほ
ゆ
る
」
と
書
く
。
和
文
集
本
「
お
も
ほ
ゆ
る
」
。
中
之
島
本
「
お
も
ほ

ゆ
る
か
な
」
。
こ
こ
で
は
、
和
文
集
本
に
従
う
。

O
て
う
・
:
中
之
島
本
「
て
ふ
」
。

【垣間釈】

O
出
が
て
に
・
:
出
か
ね
て
。

【注】

O
初
瀬
・
:
現
奈
良
県
棲
井
市
に
あ
る
長
谷
寺
の
こ
と
。

O
な
つ
み
水
く
み
・
:
功

徳
を
積
む
こ
と
。
『
法
華
経
』
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
、
修
行
の
方
法
と
し
て
「
採
菜

汲
水
、
拾
薪
設
食
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
拾
遺
集
』
に
は
「
法
華
経
を
我
が

得
し
事
は
た
き
木
こ
り
莱
摘
み
水
扱
み
仕
え
し
ぞ
得
し
」
と
い
う
歌
が
あ
る
(
一
三
四

六)。【
解
説
】
懐
徳
堂
は
迷
信
に
反
対
を
唱
え
、
ま
た
、
仏
教
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。

き
ざ
ん

履
軒
の
弟
子
竹
島
貸
山
の
著
書
『
貸
山
文
稿
』
中
の
宇
野
恋
円
の
話
は
神
の
お
告
げ

を
暴
く
点
が
「
く
れ
な
ゐ
」
と
共
通
す
る
。

一
五
、
長
き
夜

*
随
筆
。
作
品
の
制
作
年
は
未
詳
だ
が
、
履
軒
が
晩
年
、
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

(寝

長
き
夜
の
ね
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
、

(
数
多
)

年
ご
ろ
あ
ま
た
の
物
思
ひ
を

{

例

)

bcね
し
一
ど
を
思
ひ
つ
づ
く
る
に
、
こ
れ
は
た
世
の
た
め
し

(

若

)

{

繕

)

に
て
、
年
わ
か
き
ほ
ど
は
、
と
か
く
し
て
つ
く
ろ
ひ
来
ぬ
る
を
、

二

年

)

{

暮

}

(

重

)

さ
り
し
ふ
た
と
せ
の
聞
は
老
の
く
れ
に
と
り
か
さ
ね
て
、
深
き

{

嘆

)

(

積

)

*

(

老

)

(

崩

)

(

動

)

な
げ
き
を
つ
み
に
た
れ
ば
、
い
よ
よ
お
ひ
く
づ
れ
て
、
身
も
う
ご

か
ず
、
や
が
て
も
と
も
な
ふ
べ
く
な
ん
。

白
露
の

て〉宝

は重る主
ひま巴
まa を
っさか
はこ
れつ
よ

わ
が
袖
の
上
に

(
顔
}

朝
が
ほ
は

(

言

)

{

嘆

)

(

暮

)

な
ど
い
ひ
て
な
げ
き
く
ら
し
け
る
。

(
願
)

ど
、
後
の
世
を
露
ね
が
ふ
心
の
な
け
れ
ば
、

{
急
)
(
裁
)

き
旅
衣
を
い
そ
ぎ
た
ち
も
せ
ず
か
し
。

(惜お
し
か
ら
ぬ
命
に
は
あ
れ
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さ
し
あ
た
り
で
遠

蓬
て
ふ

山
しきは
なむ (
ぬか昔
薬し )
はの

今山
はな
お玉れ
ひど
し、自

で
ず

(

言

}

(

尋

)

た
と
ひ
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
た
づ
ぬ
る
心
の
な
け
れ
ば
、
よ
し

(

如

何

}

(

浮

)

(

流

)

ゃ
い
か
に
も
あ
れ
、
水
草
の
う
き
て
な
が
る
る
年
波
の
今
ふ
た

年

)

(

三

年

)

(

目

}

*

(

三

日

と
せ
み
と
せ
世
に
あ
り
と
も
、
ま
の
あ
た
る
み
か
四
日
す
ぐ
る

{

同

)

*

(

弄

}

も
お
な
じ
か
る
べ
し
。
こ
の
秋
は
篠
の
菊
を
手
ま
さ
ぐ
り
に
し



{
吸
)

て
葉
末
の
露
を
朝
夕
す
ひ
な
ど
し
け
る
が
、

(

蘇

)

ほ
ど
へ
て
よ
み
が
へ
り
た
ら
ん
や
う
に
ぞ
。

ぎ
て
、

や
や
心、

か(地
な必さ 3

ら)は c

ずや

し
も
菊
の
力
に
も
あ
ら
ざ
め
れ
ど
徳
を
お
ぼ
せ
て
、

身
を(年
し甲は
ら宮へき
菊)に
のけ

む
露
にう (
ぬ事つ現
れつ )
つな
っき

い
つ
の
ま
に

【
校
異
】

O
う
さ
:
・
和
文
集
本
「
か
さ
」
。

O
あ
た
る
・
:
和
文
集
本
「
る
」
を
見
せ
消

ち
に
し
て
「
り
」
に
直
す
。

【注】

O
深
き
な
げ
き
を
つ
み
に
た
れ
ば
:
・
相
次
ぐ
妻
子
の
死
な
ど
を
指
す
か
。

O
菊

:
・
菊
の
露
を
飲
む
と
延
寿
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

【
解
説
】
履
軒
の
晩
年
の
境
地

履
軒
は
自
ら
の
心
境
を
漢
詩
や
和
歌
で
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
履
軒

は
晩
年
、
一
方
で
達
観
を
表
現
し
つ
つ
、
ま
た
一
方
で
は
迷
い
を
表
現
し
て
い
る
。
達

観
に
つ
い
て
は
、
「
像
語
欄
戒
約
」
(
『
弊
帯
続
編
』
所
収
)
、
「
掩
鼻
亭
後
」
(
『
柚
園

数
記
』
所
収
)
、
『
履
軒
古
風
』
巻
四
の
飲
酒
に
関
す
る
数
編
の
詩
に
見
え
る
。
一
方
、

迷
い
に
つ
い
て
は
、
「
酔
歌
行
」
(
『
履
軒
古
風
』
所
収
)
、
『
越
吟
』
の
和
歌
に
見
え
る
。

一
六
、
ね
の
ひ
(
子
の
日
)

ね

*
子
の
日
の
夜
見
た
夢
を
題
材
に
し
た
歌
物
語
。
履
軒
の
視
点
が
興
味
深
い
(
解
説
参
照
)
。

(

ね

の

ひ

)

(

辺

)

(

一

)

{

引

)

(

散

)

子
日
す
と
野
ベ
に
出
て
、
日
ひ
と
日
松
ひ
き
ち
ら
し
、

(

戯

)

(

送

)

{

宿

}

{

帰

)

ひ
た
は
む
れ
、
膳
月
に
お
く
ら
れ
て
、
や
ど
り
に
か
へ
り
ぬ
れ

(

図

)

(

寝

)

(

更

)

ば
、
い
と
こ
う
じ
て
、
や
が
て
ね
に
け
り
。
夜
ふ
く
る
ま
ま
に
、

{

嬰

}

(

多

)

(

い

り

)

(

来

)

(

女

)

思
は
ず
も
み
ど
り
子
ら
お
ほ
く
入
き
た
り
。
お
み
な
子
と
お
ぼ

(

皆

)

(

着

}

(

男

)

し
き
は
、
み
な
赤
き
衣
を
き
た
り
。
お
の
こ
子
は
黒
み
が
ち
な

(

摺

)

(

跡

る
。
い
づ
れ
も
小
松
を
藍
に
す
り
た
り
。
か
か
る
者
ど
も
あ
と

枕

}

*

{

図

)

(

口

々

)

(

鴫

)

{

罵

}

ま
く
ら
に
う
ち
か
こ
み
て
、
く
ち
ぐ
ち
に
さ
ゑ
づ
り
の
の
し
る
。

(

辺

)

*

(

蛙

)

{

交

}

(

方

)

(

整

)

沢
ベ
の
か
は
づ
の
鳴
か
は
す
や
う
に
ぞ
大
か
た
は
舌
も
と
と
の

(

分

)

(

小

枝

)

(

ふ
ら
で
、
聞
わ
く
べ
く
も
あ
ら
ず
。
あ
る
は
松
の
さ
ゑ
だ
を
し

{

執

)

(

後

妻

打

)

*

(

得

)

も
と
に
と
り
て
、
う
は
な
り
う
ち
な
ん
す
る
。
「
こ
は
心
ゑ
ぬ
も

*

(

耐

)

(

難

)

(

時

)

の
か
な
」
と
い
と
た
へ
が
た
く
て
、
う
め
き
け
る
ほ
ど
に
、
夢

(

覚

)

(

如

何

)

*

(

寝

)

は
さ
め
に
け
り
。
い
か
な
る
わ
ざ
に
や
と
ね
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
、

(

恩

)

{

巡

)

(

中

)

つ
く
づ
く
と
お
も
ひ
め
ぐ
ら
す
に
、
か
の
声
々
の
う
ち
に
、
や

(

一

吉

田

)

(

留

)

や
年
の
ね
び
た
る
が
い
ひ
た
る
こ
と
の
耳
の
底
に
と
ど
ま
り
た

(

念

)

{

出

)

{

書

)

{

皆

)

る
、
ね
ん
じ
い
だ
さ
れ
て
、
ほ
と
ほ
と
か
い
つ
け
み
れ
ば
、
み
な

フ;;;:
たむ
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歌

子52
目立あ
すり
とけ

る

(

絶

*

根
を
た
え
ぬ

千
本
の
松
は



(
ち
と
せ
)

何
を
千
年
の

と2
し)

そ
よ(
は齢ち芋
ひ)よ色
をの
君始
にと

(
為
)

君
が
た
め

(
知
何
)

い
か
な
り
し

{
千
代
)

ち
よ
万

思
ひ
き
や

常
磐
な
る

若
松
の

さ盆は竺
し、c っす

のねふ
河の
原松
には

き富
え畢

ま自ゐ
のつ積
ら も )

そる *
ふと

今{可
暮さを
をま
μミiii ぺ〉

ぎ。ら
りん
の

(

例

)

(

ひ

く

)

た
め
し
に
や
引

ま雪
あつ岳
たと )

らせ
千手し
年きま車
をに

人子主
に日込
ひg か
かな
れ
て

行
末
を

ひヨちs
かぎご
れ り
ぬて
るし
か
な

み(何
ど緑を
り)まき
をつ
の2 ら
こ。ん
す

* 

今
は
た
だ

姫
小
松

タ
畑
か
も

瀬引言
ぶ露つ語
みれー
すて
ら
し
も

【
校
異
】

O
あ
と
ま
く
ら
:
・
中
之
島
本
「
あ
と
ゆ
く
ら
」
。

O
沢
べ
・
:
中
之
島
本
「
沢

辺」。

O
い
と
:
・
中
之
島
本
「
は
」
。

O
わ
ざ
・
:
中
之
島
本
「
あ
さ
」
。

O
た
え
ぬ
・
:
中

之
島
本
「
た
た
ぬ
」
に
見
え
る
。

O
つ
も
る
:
・
中
之
島
本
「
つ
も
る
か
」
。

O
た
だ
:
・

中
之
島
本
「
だ
に
」
。

ぞき白
刀瓦 雪雪

身お
な

り
け
り

亥ηは

わき手芸
がて
し、(ふ
の命
ち)
か
も

【
語
釈
】

O
あ
と
ま
く
ら
・
:
寝
た
時
の
足
も
と
し
心
枕
も
と
。

O
う
は
な
り
う
ち
・
:
後
妻

打
ち
。
も
と
、
前
妻
が
後
妻
を
打
つ
こ
と
。
こ
こ
で
は
非
条
理
な
八
つ
当
た
り
を
し
て

叩
く
こ
と
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。
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千宅
年き
を
ふ盆
J、ー

き
か富
れ小
む松
も原
の
と
は

人
よ
り
先
に

森松
のの
く{み{
つ狐ど緑
ね)り)
のの

あ会す会
カジベむ
らも
びな
にく
け
り

ね

【注】

O
ね
の
ひ
:
・
正
月
の
初
め
の
子
の
日
に
す
る
遊
び
。
野
外
に
出
て
小
松
を
引
き
、

若
菜
を
摘
ん
だ
。
小
松
引
き
と
も
言
う
。
子
の
日
に
関
す
る
和
歌
は
例
え
ば
以
下
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。
「
子
の
日
す
る
野
辺
に
小
松
の
な
か
り
せ
ば
千
代
の
た
め
し
に
何

を
引
か
ま
し
」
(
『
拾
遺
集
』
二
三
)
、
「
ゆ
く
す
ゑ
も
子
の
日
の
松
の
た
め
し
に
は
君

が
千
歳
を
引
か
む
と
ぞ
思
ふ
」
(
『
拾
遺
集
』
二
九

O
)
。
履
軒
『
越
吟
』
に
も
、
子
の

日
を
題
材
に
し
た
歌
が
数
首
あ
る
。

わ会
し完か3

で巴し
のと
山 人
にに
や

τ;: It、音
生きは
か三れ
はちつ
る つ
ら
む

【
解
説
】
履
軒
は
自
ら
の
居
宅
を
夢
の
園
、
華
膏
固
と
名
付
け
、
華
膏
国
王
を
自
任
し

た
(
冒
頭
解
説
参
照
)
。
ま
さ
に
「
胡
蝶
の
夢
」
の
世
界
に
遊
ん
だ
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、



大
き
な
物
を
小
さ
く
見
た
り
、
小
さ
な
物
を
大
き
く
見
た
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
物
事

を
見
つ
め
た
(
四
「
題
三
タ
図
」
解
説
参
照
)
。
本
篇
は
そ
の
二
つ
の
特
徴
が
よ
く
表
れ

た
文
章
と
言
え
よ
う
。

一
七
、
歌
の
す
が
た

*
歌
論
。
内
容
は
、
履
軒
の
他
の
歌
論
(
『
百
首
賓
賞
』
、
『
遺
草
合
巻
』
所
収
「
集
撰
の

さ
た
」
)
と
重
な
る
。

(

真

)

『
古
今
集
』
こ
そ
ま
こ
と
の
精
選
に
て
こ
そ
あ
り
け
れ
。
そ

{

如

何

)

{

士

口

}

い
か
に
ぞ
や
こ
の
集
に
は
入
け
ん
と
思
ひ
た
る
ふ
る

(
漏
)

こ
の
集
に
も
れ
た
る
古
歌

れ
だ
に
、

歌
十
首
ば
か
ん
も
。
さ
れ
ば
、

(
如
何
)

は
、
い
か
な
る
名
人
な
り
と
も
、
そ
れ
は
糟
歌
な
る
べ
し
。
『
後

(
拾
)
{
挙
)

選
』
は
、
こ
の
糟
歌
を
ひ
ろ
ひ
あ
げ
て
、
こ
の
集
の
柱
と
す
め

(

光

)

(

失

)

れ
ば
、
さ
ば
か
り
の
名
人
も
ひ
か
り
を
う
し
な
ふ
わ
ざ
な
り
や
。

(

差

)

(

入

)

(

再

)

こ
の
糟
に
水
を
さ
し
い
れ
て
、
ふ
た
た
び

(
頃
)

い
つ
の
こ
ろ
に
ゃ
あ
り
け
ん
、

しa 其
ぼe 世
りの
た歌
るな
酒ど
には
や
あ
ら
ん

「
『
後
選
』
よ
り
後
の
詞
は
皆
用
ゆ
ベ
し
。
『
古
今
集
』
の
詞
は

(

選

)

串

(

定

}

*

今
の
世
に
よ
ろ
し
き
を
ゑ
ら
び
て
用
ゆ
べ
し
」
と
さ
だ
め
給
ひ

(

聞

)

{

愚

)

し
と
き
く
。
お
ろ
か
な
る
心
に
は
い
と
か
し
こ
け
れ
ど
、

こ
れ

(

階

)

{

違

)

は
き
ざ
は
し
の
一
級
た
が
ひ
ぬ
と
ぞ
思
ふ
。
「
『
万
葉
集
』
は
今

*

(

選

)

{

選

)

{

及

)

に
よ
ろ
し
き
を
ゑ
ら
べ
。
『
古
今
集
』
は
ゑ
ら
ぶ
に
お
よ
ば
ず
」

{

定

}

*

*

と
こ
そ
さ
だ
め
給
ふ
ベ
け
れ
。
お
よ
そ
『
古
今
集
』
に
『
万
葉
』

(

多

)

(

皆

)

(

選

)

の
歌
お
ほ
く
入
た
り
。
み
な
後
の
世
に
よ
ろ
し
き
を
ゑ
ら
び

(

載

)

(

選

)

て
の
せ
た
れ
ば
、
今
さ
ら
に
ゑ
ら
ぶ
こ
と
は
な
か
る
べ
し
。

(
知
}

お
よ
そ
『
古
今
集
』
に
載
た
る
読
人
し
ら
ず
の
歌
な
ん
、
い

(

多

)

*

と
妙
な
る
歌
お
ほ
し
。
す
べ
て
、
た
く
ら
ぶ
れ
ば
名
あ
る
人
の

(

勝

)

{

方

)

{

古

)

歌
に
ま
さ
る
か
た
な
り
。
こ
れ
に
は
い
と
ふ
る
き
も
あ
る
べ
し
。

(

所

々

)

(

疑

)

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
人
麻
目
、
が
歌
な
り
」
「
赤
人
か
な
」
と
う
た
が

{

多

)

(

知

)

ひ
た
る
裏
書
も
お
ほ
か
り
。
『
後
選
』
の
読
人
し
ら
ず
は
す
べ
て

(
悪
}

わ
ろ
し
。
『
古
今
集
』
よ
り
後
の
歌
な
る
べ
し
。
こ
れ
に
で
も
世

(

下

}

(

様

}

(

知

)

の
く
だ
り
た
る
さ
ま
を
し
る
べ
し
。
い
で
、
か
の
糟
歌
よ
、
糟

(

言

)

{

こ

ろ

}

(

勝

)

*

と
は
い
へ
、
お
よ
そ
は
『
後
選
』
の
比
の
歌
よ
り
ま
さ
れ
れ
ば

(

頼

)

{

甲

斐

)

柱
と
た
の
み
し
か
ひ
は
あ
り
け
り
。
『
後
選
』
よ
り
後
の
選
集
は

(

方

)

(

趣

)

*

(

衰

)

(

下

)

大
か
た
は
『
後
選
』
の
お
も
む
け
に
て
次
々
に
お
と
ろ
へ
く
だ

(

例

)

(

曲

)

(

下

)

(

如

)

る
め
り
。
た
と
へ
ば
、
清
水
寺
の
石
壇
を
ま
が
り
く
だ
る
が
ご
と

(

己

)

(

低

)

{

望

)

一
級
ご
と
に
お
の
が
身
も
ひ
き
く
な
り
、
う
ち
の
ぞ
む
山
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こみも
には林
は 、 も

い茄やせ公
かg やば5

でやs く
う3 な
かきり
はも
れて
りゆ
。く

そ
れそ
はが *
ベ命中
ちc に
に干『
い言新
ふ古
ベ今
し集
。島=

の

近
き
御
代
に
は
選
集
の
こ
と
絶
た
り
。

(
下
}

い
づ
く
ま
で
く
だ
る
べ
き
や
。

こ
れ
は
よ
く
こ
そ
絶

た
れ
。
さ
ら
ず
ば
、

(

崩

)

*

や
く
づ
れ
て
、
地
の
上
に
な
り
た
る
も
の
を
、

(

掘

)

(

穿

)

(

下

)

(

方

)

を
ほ
り
池
を
う
が
つ
な
ら
で
は
く
だ
る
べ
き
か
た
な
し
。

(
滅
)

序
歌
は
今
の
世
に
は
ほ
ろ
び
に
け
り
。
い
づ
れ
の
御
代
に
か
、

(

立

)

*

(

訴

)

(

唐

)

か
か
る
禁
制
を
た
て
給
ひ
し
ゃ
あ
ら
ん
。
い
と
い
ぶ
か
し
。
か
ら

*

(

言

)

(

言

}

(

殊

)

*

歌
に
は
「
比
」
と
い
ひ
、
「
興
」
と
い
ひ
て
、
こ
と
に
貴
ぶ
こ
と

(

言

葉

)

(

少

)

な
る
を
。
枕
こ
と
ば
も
今
は
い
と
す
く
な
し
。
「
足
曳
の
山
」
「
玉

{

滅

)

{

言

)

笥
の
ふ
た
」
の
外
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
も
ほ
ろ
ぴ
た
り
と
い
ふ
べ

(

憎

)

*

し
。
縁
語
は
歌
の
常
な
る
を
そ
れ
さ
へ
に
く
み
て
用
ひ
ぬ
人
も

石
壇
は
は

今
さ
ら
は
井

あ
り
と
か
や
。

{
喰
}

序
も
な
く
枕
も
せ
ず
た
と
へ
も
あ
ら
で
、
ひ
た
ぶ
る
に
時
が

{

恩

)

(

述

}

(

直

言

・

徒

言

}

*

{

言

}

(

唐

お
も
ひ
の
み
を
の
べ
た
る
を
た
だ
こ
と
歌
と
い
ふ
め
り
。
か
ら

(

言

)

(

一

)

(

悪

)

こ
れ
を
賦
と
い
へ
り
。
六
義
の
ひ
と
つ
な
れ
ば
、
あ
し

歌
に
は
、

、，
、ー・

(

頃

}

(

詠

)

*

し
と
は
吟
ふ
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
近
ご
ろ
の
歌
よ
み
は

(

直

言

・

徒

言

)

*

(

専

)

(

詠

)

た
だ
こ
と
を
歌
の
骨
髄
な
り
と
思
ひ
て
や
、
も
は
ら
こ
れ
を
よ
み

(
直
言
・
徒
言
)
*

け
ら
し
。
百
首
ま
れ
千
首
ま
れ
、
た
だ
こ
と
な
ら
ぬ
歌
は
な
し
。

*

(

古

)

(

下

)

さ
れ
ど
、
い
に
し
へ
人
の
序
枕
に
て
歌
の
半
を
埋
み
て
其
し
も

(

僅

)

(

我

}

(

述

)

に
は
つ
か
に
わ
が
思
ひ
を
の
べ
た
る
や
う
の
こ
と
な
ど
を
も

(

専

)

(

直

言

・

徒

言

)

*

(

言

)

(

閲

)

{

余

)

も
は
ら
た
だ
こ
と
に
い
ひ
い
だ
せ
ば
、
文
字
の
数
あ
ま
り
て

(

足

)

(

言

葉

)

心
た
ら
ず
。
こ
こ
に
て
ひ
た
す
ら
に
こ
と
ば
を
添
て
三
十
一
字

{

満

}

{

足

)

(

無

駄

)

(

言

葉

)

(

多

)

に
み
ち
た
ら
は
す
故
に
な
ん
、
む
だ
し
き
こ
と
ば
お
ぽ
く
な
り

(

繰

)

(

言

)

(

閉

)

(

思

)

も
て
ゆ
き
て
、
老
の
く
り
ご
と
の
や
う
に
き
こ
え
て
歌
と
も
お
も

(

多

)

(

古

)

(

言

)

(

伝

)

は
れ
ぬ
も
の
ぞ
お
ほ
き
。
そ
も
そ
も
い
に
し
へ
よ
り
い
ひ
っ
た

*

(

種

}

(

中

)

{

種

)

(

守

)

(

種

)

へ
し
六
く
さ
の
う
ち
に
て
唯
一
く
さ
を
ま
も
り
で
五
く
さ
を

(

捨

)

{

言

)

(

始

)

(

直

言

・

徒

言

)

*

す
て
よ
と
は
誰
か
い
ひ
は
じ
め
け
む
。
又
、
た
だ
こ
と
と
は
縁

(

有

)

{

笹

川

)

(

関

)

語
の
あ
り
な
し
に
は
か
か
は
ら
ぬ
こ
と
な
る
を
、
か
の
縁
語
を

(

憎

)

*

(

直

言

・

徒

言

)

*

(

思

}

に
く
む
人
々
は
、
縁
語
さ
へ
な
き
を
た
だ
こ
と
と
お
も
ひ
け
ら

(
違
)

し
。
こ
れ
は
さ
ら
に
こ
と
た
が
へ
り
。

(

滅

)

(

初

)

序
枕
の
ほ
ろ
び
た
る
其
は
じ
め
を
思
ふ
に
題
歌
の
世
に
内
ケ

{
難
)
*

ご
り
た
る
故
に
や
あ
ら
ん
。
題
歌
に
は
、
序
枕
は
用
ひ
が
た
し
。
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(

自

)

(

移

}

(

様

)

か
く
て
お
の
づ
か
ら
う
つ
り
ゆ
く
世
の
さ
ま
に
こ
そ
。
ま
た
思

{
僻
)

ふ
に
か
の
心
の
誠
て
ふ
こ
と
を
思
ひ
ひ
が
み
て
な
ん
。
ま
た
も

唐

)

*

(

僻

)

{

僻

)

ろ
こ
し
の
「
思
無
邪
」
て
ふ
こ
と
ま
で
を
ひ
が
み
に
ひ
が
み
て
、

*
{
違
)

間
た
が
へ
た
る
に
も
や
あ
る
ら
ん
。
ま
た
、
女
な
ど
は
舌
時
に

(

詠

)

(

是

)

{

巡

)

(

暇

)

歌
よ
む
を
ぜ
に
す
れ
ば
、
序
枕
な
ど
思
ひ
め
ぐ
ら
す
ひ
ま
も
な

(

速

)

(

程

)

こ
と
に
返
し
歌
な
ど
す
み
や
か
な
ら
で
は
興
も
さ
め
ぬ

(

自

)

{

移

)

お
の
づ
か
ら
男
の
口
に
も
う
つ
り
ぬ

し
ゃ
。

ベ
し
。

か
か
る
こ
と
も
、

べ
し
。{

悲

)

{

悲

}

(

言

)

(

鰭

)

(

嬉

)

{

言

)

か
な
し
き
を
か
な
し
と
い
ひ
、
う
れ
し
き
を
う
れ
し
と
い
ふ

(

取

)

(

回

)

(

我

)

(

述

)

に
、
序
枕
縁
語
な
ど
と
り
ま
は
し
て
よ
く
わ
が
心
を
の
べ
た
る

(

疎

)

*

(

思

)

は
、
す
な
は
ち
わ
が
誠
な
る
べ
し
。
そ
れ
を
誠
に
う
と
し
と
お
も

(

僻

事

)

(

失

)

ふ
は
い
と
ひ
が
こ
と
な
め
り
。
か
の
誠
を
う
し
な
ふ
と
は
世
々

の
七
夕
天
河
の
歌
な
る
べ
し
。
そ
れ
も
七
夕
天
河
を
ひ
き
つ
け

(
述
)

て
わ
が
思
ひ
を
の
べ
た
る
は
「
比
」
「
輿
」
の
類
に
て
、
わ
が
誠

(

失

)

(

言

)

だ
に
あ
ら
ば
難
な
か
る
べ
し
。
う
し
な
ふ
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

{
然
)

「
思
無
邪
」
も
し
か
り
。
「
思
ひ
」
と
は
情
な
り
。
喜
怒
哀
健
愛

*

(

言

)

(

借

)

(

述

)

悪
欲
を
七
情
と
い
ふ
。
歌
は
物
を
か
り
て
思
ひ
を
の
ぶ
る
も
の

(

必

)

{

漏

)

か
な
ら
ず
七
情
に
も
る
る
こ
と
な
し
。
七
情
な
き
は

(

言

}

(

適

}

{

是

)

歌
に
あ
ら
ず
。
今
の
題
歌
は
題
の
意
を
い
ひ
か
な
ふ
る
を
ぜ
に

『

-

】

*

す
れ
ば
、
時
と
し
て
は
七
情
の
う
ち
ひ
と
つ
も
な
き
歌
あ
り
。

(

如

何

)

(

知

)

(

簸

)

こ
れ
は
い
か
な
る
も
の
に
や
、
し
り
が
た
し
。

{

難

}

(

或

)

(

故

事

}

穏
と
は
お
よ
そ
む
つ
か
し
げ
な
る
こ
と
あ
る
は
ふ
る
こ
と
な

(

取

)

(

入

)

(

言

葉

)

(

ど
と
り
い
れ
て
そ
れ
を
か
ど
か
ど
し
か
ら
ず
、
こ
と
ば
よ
く
と

)

(

危

)

(

誉

)

(

言

葉

)

と
の
ひ
て
あ
ゃ
う
か
ら
ぬ
を
ほ
む
る
こ
と
ば
な
め
り
。
寒
を
「
さ

(

苧

吉

田

)

(

雪

国

一

)

む
し
」
と
い
ひ
、
熱
を
「
あ
つ
し
」
と
い
ふ
を
穏
と
す
る
に
は

(
言
)

あ
ら
ず
。
今
の
世
に
は
さ
し
も
な
き
こ
と
を
い
ひ
て
、
唯
そ
の

{

言

葉

)

(

隠

)

こ
と
ば
の
な
だ
ら
か
に
て
耳
に
さ
は
ら
ぬ
を
穏
と
名
づ
け
て
よ

万

)

(

誉

)

(

恩

)

ろ
づ
の
歌
を
ほ
む
る
詞
と
お
も
へ
り
。
か
か
る
穏
の
字
を
的
に

(

昔

)

(

僻

)

中
む
か
し
の
人
の
ひ
が
教
へ
な
る
べ

な
れ
ば
、
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か
け
て
人
に
射
さ
す
る
、

(

従

}

こ
の
教
に
し
た
が
ふ
人
の
歌
は
い
つ
に
て
も
牛
の
誕
と
流

しる
め
り
。

{
若
)

今
の
世
に
や
ん
ご
と
な
き
あ
た
り
の
御
会
に
年
わ
か
き
人
の

{

カ

)

(

入

)

(

良

)

(

担

)

(

出

)

ち
か
ら
を
い
れ
て
い
と
よ
き
歌
に
な
ひ
い
だ
し
た
ら
ん
に
は
、

(

努

)

(

必

)

{

抑

)

(

出

)

*

か
た
へ
の
人
か
な
ら
ず
お
さ
へ
て
い
だ
さ
ぬ
こ
と
と
な
ん
。
さ



(

経

)

(

高

)

*

(

赤

)

(

渡

)

年
ふ
り
位
た
か
き
人
々
の
顔
の
色
の
あ
か
ら
び
わ
た

*
(
良
)

ら
ん
が
い
と
掃
し
き
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
常
々
に
も
よ
か
ら

(
詠
)
(
習
)

ぬ
歌
の
か
の
穏
に
し
て
難
も
な
き
を
よ
み
な
ら
ふ
を
秘
伝
と
す

{

始

)

(

詠

)

*

め
り
。
か
か
る
世
に
は
は
じ
め
よ
り
歌
よ
ま
ぬ
ぞ
よ
き
。

(

援

)

*

こ
の
外
に
、
女
ぶ
り
の
か
す
め
歌
て
ふ
も
の
あ
り
。
す
べ
て

(

女

)

(

弱

身

)

、

(

習

}

を
み
な
は
よ
は
よ
は
と
し
て
も
の
ご
と
た
ど
た
ど
し
き
を
な
ら

(

言

葉

)

*

(

言

)

ひ
と
す
め
り
。
常
の
こ
と
ば
っ
き
も
た
だ
か
す
か
に
い
ひ
さ
し
、

(

確

)

*

(

言

)

{

定

)

(

詠

)

た
し
か
に
は
い
ひ
も
さ
だ
め
ず
か
し
。
さ
れ
ば
、
歌
よ
む
に
も
、

(

理

)

{

明

)

こ
と
わ
り
あ
き
ら
か
に
す
が
す
が
し
う
お
さ
ま
り
た
る
を

(

雄

々

)

(

己

)

(

出

)

お
お
し
き
詞
と
て
お
の
が
口
よ
り
は
う
ち
い
づ
べ
う
も
あ
ら
ず
。

(

隠

)

*

{

言

)

薄
雲
の
月
を
か
く
し
た
ら
ん
や
う
に
ほ
の
か
に
い
ひ
か
す
め
た

(

良

)

(

思

)

る
を
よ
し
と
お
も
へ
り
。
女
な
れ
ば
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
に
こ

{

匂

)

(

殊

)

{

誘

)

*

(

染

)

そ
。
梅
花
の
に
ほ
ひ
こ
と
に
風
に
さ
そ
は
れ
て
挟
を
そ
む
る
ば

(
惑
)

か
り
に
て
、
其
木
の
も
と
は
い
づ
く
ぞ
と
心
ま
ど
ひ
す
る
や
う

*

(

優

)

な
る
ぞ
、
か
す
め
歌
の
い
と
す
ぐ
れ
た
る
な
め
り
。

(

鍍

)

(

始

)

か
か
る
ふ
り
は
小
野
小
町
よ
り
や
、
は
じ
ま
り
け
む
。
こ
れ

(

皆

}

(

然

)

(

援

}

よ
り
後
の
女
の
歌
み
な
し
か
な
り
け
り
。
こ
れ
を
女
ぷ
り
と
て

* 

ら
で
は
、

{

矯

)

(

良

)

心
ザ
の
こ
と
と
て
春
霞
立
へ
だ
て
た
る
ぞ
い
と
よ
か
る
べ
き
。

(

言

)

(

世

)

(

常

)

男
歌
と
て
は
さ
ら
に
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
よ
の
つ
ね
の
こ
と

{

援

)

(

対

}

(

援

)

か
の
女
ぶ
り
に
む
か
ひ
て
は
男
ぶ
り
と
も
名
づ

(
定
)

こ
の
け
ぢ
め
を
よ
く
思
ひ
て
さ
だ
め
た
る
人
は

{

男

)

{

混

)

ほ
と
ほ
と
お
の
こ
の
歌
に
も
ま
じ

けな
いきれ
ふど
べも
し、

昔
よ
り
な
か
り
し
に
や
。

(
来
)

り
き
に
け
り
。
『
後
撰
』
『
拾
遺
集
』
よ
り
ぞ
、

*

{

良

)

て
盛
に
吹
す
さ
み
ぬ
る
。
ま
た
其
中
に
よ
き
歌
も
多
か
れ
ど
、

(
変
}

す
べ
て
歌
の
風
は
昔
に
か
は
り
ぬ
。
た
だ
な
だ
ら
か
に
花
や
ぎ

(

良

)

(

男

)

た
る
の
み
を
よ
き
歌
と
思
ひ
け
ら
し
1

相
聞
の
歌
な
ど
は
お
の
こ

{

詠

)

(

怪

)

の
よ
み
た
る
も
女
む
き
の
歌
な
れ
ば
、
か
す
め
た
り
と
も
け
し

(

世

)

(

常

)

(

惜

)

う
は
あ
ら
じ
を
、
よ
の
つ
ね
の
歌
に
は
い
と
口
お
し
か
る
べ
し
。

(

こ

ろ

)

{

憎

)

(

見

)

其
比
に
て
も
西
行
法
師
一
人
は
こ
の
風
に
く
み
た
り
と
み
え
た

こ
の
風
世
を
逐

唱
E
A

勾

S

り

{
憎
)

文
、
近
き
世
に
縁
語
を
に
く
む
て
ふ
歌
人
は
も
と
こ
の
か
す

{

避

)

(

良

}

め
歌
を
さ
け
た
る
は
い
と
よ
け
れ
ど
、
世
の
常
の
縁
語
ま
で
を

(

悪

}

(

払

}

(

捨

}

*

{

頑

)

あ
し
し
と
て
は
ら
ひ
す
て
た
る
は
い
と
か
た
く
な
し
き
や
。
か

(

一

転

}

(

転

)

す
め
は
縁
語
の
ひ
と
こ
ろ
び
こ
ろ
び
た
る
も
の
に
て
、
お
の
づ
か



(
言
)

ら
其
け
ぢ
め
あ
る
べ
き
を
、
ひ
た
す
ら
に
い
ふ
べ
き
こ
と
か
は
。

(

好

)

(

好

)

(

僧

)

縁
語
を
こ
の
む
人
は
こ
の
む
に
溺
れ
、
に
く
む
人
は
に
く
む
に

(

流

)

(

良

)

{

波

}

(

渡

)

(

少

)

*

な
が
れ
、
中
筋
な
る
よ
き
わ
た
り
瀬
は
わ
た
る
人
ぞ
す
く
な
き
。

*

{

確

)

(

男

「
立
わ
か
れ
い
な
ば
の
山
」
は
縁
語
に
て
た
し
か
な
る
お
の
こ

歌
な
り
。
「
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
か
」
は
を
以
が
じ
伊
の
か
す

{

二

)

(

立

)

(

諸

々

)

(

め
歌
な
り
。
こ
の
ふ
た
つ
を
お
し
た
て
て
も
ろ
も
ろ
の
歌
を
か

考

)

(

紛

}

う
が
へ
ば
、
そ
の
け
ぢ
め
は
誰
に
で
も
ま
ぎ
る
る
ま
じ
き
に
ぞ
。

(

援

)

(

避

)

た
だ
女
は
女
ぶ
り
を
守
る
べ
し
。
男
は
こ
れ
を
さ
け
た
る

(
良
)

ぞ
よ
き
。

*
以
下
、
手
稿
本
は
貼
り
紙
し
て
足
す
。

(

皆

)

(

言

)

*

心
あ
る
人
々
に
は
み
な
い
へ
り
け
る
は
『
新
葉
集
』

{
世
身
)

と
め
で
た
き
選
な
れ
。
こ
の
前
の
よ
よ
の
代
々
の
選
に
は
は
る

(

勝

)

(

言

葉

)

(

誰

)

(

誰

)

か
に
ま
さ
れ
り
と
な
ん
。
こ
の
こ
と
ば
に
は
た
れ
も
た
れ
も
う

(

違

}

{

当

)

ち
な
び
き
て
た
が
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
を
、
さ
れ
ど
ま
た
あ
た
ら

(

優

)

(

帝

)

ぬ
こ
と
こ
そ
あ
り
け
れ
。
歌
の
す
ぐ
れ
た
る
と
は
建
武
の
み
か
ど

{

帝

)

こ
の
み
か
ど
は
英
才
ま
し
ま
し
て
、

こ
そ
い

の
御
製
に
こ
そ
あ
な
れ
。

(

下

}

{

染

)

く
だ
れ
る
世
の
風
に
そ
ま
ず
、

(
帰
}

ち
か
へ
り
た
ま
ひ
ぬ
。
さ
れ
ば
、

(

肝

)

{

消

)

{

優

)

き
も
を
け
し
て
、
「
こ
は
す
ぐ
れ
た
る
集
な
り
」
と
思
ふ
な
り
。

(

優

}

(

帝

)

(

御

子

)

す
ぐ
れ
た
る
は
こ
の
み
か
ど
御
一
人
な
め
り
。
そ
の
外
は
み
こ

(

始

}

(

皆

)

(

下

)

(

姿

)

た
ち
を
は
じ
め
て
、
み
な
く
だ
れ
る
世
の
す
が
た
な
め
り
。
大

(

方

)

(

み

か

ど

)

{

良

)

か
た
は
牛
の
涯
に
こ
そ
。
さ
れ
ば
、
御
門
の
御
歌
の
よ
き
の
み

{
良
)

ぞ
、
集
の
よ
き
に
は
あ
ら
ず
か
し
。

*

*

(

姿

)

遠
く
延
喜
以
上
の
す
が
た
に
た

こ
れ
を
見
奉
り
た
る
人
は
皆

【
校
異
】

O
よ
ろ
し
き
・
:
手
稿
本
、
中
之
島
本
「
よ
ろ
し
」
。
和
文
集
本
は
右
に
「
き
」

を
補
う
。
こ
こ
で
は
和
文
集
本
に
従
う
J
O
給
:
・
中
之
島
本
「
ぬ
」
。

O
さ
だ
め
給
ふ

ペ
け
れ
・
:
手
稿
本
「
さ
め
給
ふ
ベ
け
れ
」
。
和
文
集
本
は
右
に
「
だ
」
を
補
い
「
さ
だ

め
給
ふ
ペ
け
れ
」
に
す
る
。
中
之
島
本
「
さ
め
給
ふ
ベ
け
れ
ば
」
。
こ
こ
で
は
和
文
集

本
に
従
う
。

O
ま
さ
れ
れ
ば
・
:
中
之
島
本
「
ま
さ
れ
る
は
」
。

O
次
々
に
:
・
中
之
島
本

「
次
々
に
は
」
。

O
そ
が
・
:
中
之
島
本
「
そ
の
」
。

O
ベ
ち
に
:
・
手
稿
本
で
は
「
古
今
集

に
て
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
直
す
。

O
く
ず
れ
て
:
・
各
本
「
く
ず
き
て
」
に
見
え
る
が
、

内
容
か
ら
「
く
ず
れ
て
」
に
す
る
。

O
た
て
給
ひ
し
・
:
中
之
島
本
「
た
て
ぬ
ひ
し
」
。

O
貴
ぶ
:
・
和
文
集
本
「
貴
と
ぶ
」
。

O
に
く
み
て
:
・
中
之
島
本
な
し
。

O
を
た
だ
こ
と

歌
:
・
中
之
島
本
「
を
た
だ
」
な
し
。

O
さ
れ
ど
:
・
中
之
島
本
「
さ
れ
ば
」
。

O
い
ひ
っ

た
へ
し
・
:
中
之
島
本
「
い
ひ
て
こ
し
」
。

O
人
々
:
・
中
之
島
本
「
人
ら
」
。

O
聞
・
:
中
之

島
本
「
き
き
」
。

O
う
と
し
・
:
中
之
島
本
「
こ
と
し
」
。

O
さ
ら
で
は
:
・
中
之
島
本
「
さ

ぞ
て
は
」
に
見
え
る
。

O
た
か
き
:
・
中
之
島
本
「
貴
き
」
。

O
常
々
に
も
・
:
中
之
島
本

「
常
に
に
も
」
。

O
常
の
こ
と
ば
・
:
中
之
島
本
「
常
の
の
と
ば
」
。

O
扶
・
:
和
文
集
本
「
袖
」
。
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O
か
す
め
歌
・
:
中
之
島
本
は
「
か
す
め
」
と
「
歌
」
の
聞
に
「
る
」
が
あ
る
が
訂
正
し

て
い
る
。

O
ま
た
・
:
中
之
島
本
な
し
。

O
は
ら
ひ
す
て
た
る
:
・
中
之
島
本
「
は
ら
ひ
ま

け
た
る
」
。

O
中
筋
な
る
・
:
中
之
島
本
「
中
筋
な
り
」
。

O
ぞ
す
く
な
き
・
:
中
之
島
本
「
う

す
く
な
き
」
。

O
よ
よ
の
代
々
の
:
・
和
文
集
本
「
代
々
の
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
代

々
の
」
に
直
す
。

O
遠
く
:
・
中
之
島
本
「
遠
く
な
れ
」
。

【
語
釈
】

O
た
く
ら
ぶ
れ
ば
・
:
く
ら
べ
れ
ば
。

【注】

O
か
ら
歌
に
は
「
比
」
:
・
『
詩
経
』
の
風
・
雅
・
煩
、
賦
・
比
・
輿
を
六
義
と

い
う
。
風
・
雅
・
煩
は
、
詩
の
性
質
・
内
容
か
ら
い
い
、
賦
・
比
・
輿
は
詩
の
表
現
・

修
辞
の
上
か
ら
い
う
。
賦
は
そ
の
事
を
直
叙
す
る
の
を
い
い
、
比
は
物
に
比
方
し
て
い

う
の
を
い
い
、
興
は
事
を
物
に
託
し
て
い
う
の
を
い
う
。
六
義
は
『
詩
経
』
序
に
説
明

が
あ
る
が
、
そ
の
影
響
で
『
古
今
集
』
仮
名
序
で
も
歌
を
六
種
に
分
類
し
て
い
る
。
六

義
と
六
種
と
が
対
応
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
履
軒
は
対
応
し
な
い
と
考
え
て
い
た

(
『
古
今
二
微
』
「
六
種
微
」
)
。

O
近
ご
ろ
の
歌
よ
み
・
:
小
沢
草
庵
ら
を
言
う
か
。

O

た
だ
こ
と
:
・
直
言
・
徒
言
。
物
に
た
と
え
ず
、
あ
り
の
ま
ま
に
詠
む
こ
と
。
前
々
注
、

六
種
の
一
つ
。

O
文
字
の
数
あ
ま
り
て
心
た
ら
ず
・
:
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
在
原
業
平

評
に
「
そ
の
心
あ
ま
り
て
言
葉
た
ら
ず
」
と
い
う
の
を
参
照
。
履
軒
は
、
こ
の
標
語
は

庭
め
た
言
い
方
だ
と
し
、
「
こ
と
ば
す
く
な
く
し
て
、
こ
こ
ろ
あ
ま
り
あ
り
」
(
余
韻
が

あ
る
)
と
直
す
べ
き
だ
と
言
う
(
『
古
今
二
微
』
「
六
仙
微
」
)
。

O
題
歌
に
は
、
序
枕
は

用
ひ
が
た
し
・
:
未
詳
。

O
も
ろ
こ
し
の
「
思
無
邪
」
・
:
『
論
語
』
為
政
篇
で
、
孔
子
は

砂
Am
・
』
'
レ
含
A'

『
詩
経
』
を
一
言
で
言
う
と
「
思
い
邪
無
し
」
だ
と
一
一
吉
守
主
「
恩
無
邪
」
は
『
詩
経
』

魯
煩
、
朝
篇
に
見
え
る
が
、
そ
こ
で
は
「
思
」
は
助
字
。

O
七
情
・
:
『
礼
記
』
礼
運
篇

に
見
え
る
。
七
情
を
歌
の
本
質
と
す
る
こ
の
前
後
の
言
葉
は
履
軒
の
歌
に
対
す
る
考
え

を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
「
集
撰
の
さ
た
」
(
『
遺
草
合
巻
』
)
に
も
、
同
様
の
論
が

見
え
る
。

O
〔
題
歌
に
は
情
が
見
ら
れ
な
い
と
の
説
〕
:
・
「
集
撰
の
さ
た
」
(
『
遺
草

合
巻
』
)
に
も
、
同
様
の
論
が
詳
し
く
見
え
る
。

O
は
じ
め
よ
り
歌
よ
ま
ぬ
ぞ
よ
き
・
:

以
上
、
履
軒
の
当
時
の
和
歌
界
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。

O
か
す
め
歌
:
・
「
か

す
め
」
は
、
『
百
首
賛
々
』
で
「
掠
め
」
と
い
う
字
を
当
て
て
い
る
。
履
軒
は
、
は
っ

き
り
せ
ず
、
遠
回
し
に
表
現
す
る
歌
を
か
す
め
歌
と
呼
ん
で
い
る
。
か
す
め
歌
は
女
の

歌
と
し
て
は
評
価
で
き
る
が
、
男
の
歌
で
は
相
聞
歌
以
外
は
認
め
ら
れ
な
い
と
履
軒
は

言
う
。
以
下
、
『
百
首
費
々
』
に
見
え
る
用
例
。
九
「
花
の
色
は
・
:
」
の
歌
(
小
野
小
町
)
。

「
抑
女
ハ
何
事
ニ
ヨ
ラ
ズ
ナ
ダ
ラ
カ
ニ
ヤ
サ
シ
キ
ヲ
宗
ト
ス
レ
パ
歌
モ
只
ナ
ダ
ラ
カ
ニ

イ
ヒ
ツ
マ
ケ
テ
男
歌
ノ
如
ク
ヒ
シ
貼
ト
イ
ヒ
カ
タ
メ
タ
ル
ヲ
嫌
フ
ナ
リ
。
故
事
ヲ
用
ル

モ
サ
シ
テ
ソ
レ
ト
モ
聞
エ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
少
ヅ
ミ
言
ヒ
掠
メ
テ
其
意
ヲ
思
ハ
ス
ル
ナ
リ
。
.

サ
テ
小
町
ハ
女
歌
ノ
最
上
ニ
テ
言
ヒ
掠
メ
ノ
元
祖
ト
云
ベ
シ
」
。
*
こ
こ
に
「
歌
の
す

が
た
」
「
か
す
め
歌
」
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
見
え
る
。
「
言
い
掠
め
」
と
い
う
言
い
方
に

注
目
。
六

O
「
い
く
野
ハ
往
野
ヲ
掠
タ
ル
ナ
リ
」
。
七
四
「
初
瀬
に
始
テ
イ
ヒ
ヨ
ル
心

ヲ
掠
メ
タ
リ
・
:
コ
レ
ハ
女
流
ノ
掠
メ
歌
ニ
ナ
ラ
ヒ
タ
ル
ナ
リ
」
。
九
六
「
花
さ
そ
ふ
・
:
」

の
歌
。
「
コ
レ
ハ
言
掠
メ
ノ
甚
シ
キ
歌
ナ
リ
」
。
九
七
「
こ
ぬ
人
を
・
:
」
の
歌
。
「
コ
レ

ハ
我
女
ニ
ナ
リ
テ
詠
タ
ル
歌
ナ
リ
。
掠
タ
リ
ト
モ
苦
カ
ラ
ズ
」
。
一

O
O
「
百
敷
や
ふ

る
き
軒
端
・
:
」
の
歌
。
「
コ
レ
モ
掠
メ
歌
ナ
リ
。
ヨ
キ
コ
ト
ニ
非
。
:
・
」
。
*
:
・
以
下
、

男
歌
に
改
め
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

O
立
わ
か
れ
い
な
ぱ
の
山
・
:
在
原
業
平
「
立
ち

別
れ
い
な
ば
の
山
の
峯
に
お
ふ
る
ま
っ
と
し
聞
か
ば
今
か
へ
り
こ
む
」
(
『
古
今
集
』

三
六
五
)
。

O
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
:
・
小
野
小
町
「
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な

い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
」
(
『
古
今
集
』
一
二
三
。
な
お
、

「
集
撰
の
さ
た
」
(
『
遺
草
合
巻
』
)
に
も
、
か
す
め
歌
に
つ
い
て
本
書
と
同
様
の
論
が

見
え
る
。

O
『
新
葉
集
』
:
・
「
集
撰
の
さ
た
」
(
『
遺
草
合
巻
』
)
に
も
、
『
新
葉
集
』

に
つ
い
て
同
様
の
論
が
見
え
る
。
「
建
武
の
み
か
ど
」
と
は
後
醍
醐
天
皇
の
こ
と
。
。

延
喜
:
・
九

O
一
1
九
二
三
年
。
『
古
今
集
』
の
で
き
た
時
代
。

内

d
勾
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【
解
説
】
履
軒
に
は
『
古
今
二
微
』
と
い
う
著
作
も
あ
る
。
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
六

種
と
六
歌
仙
に
つ
い
て
自
ら
の
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
六
種
(
そ
え
歌
、
か
ぞ
え
歌
、

な
ず
ら
え
歌
、
た
と
え
歌
、
た
だ
ご
と
歌
、
祝
い
歌
)
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
六
義
(
風

賦
比
輿
雅
煩
)
と
は
対
応
関
係
は
な
い
と
い
う
説
を
主
張
し
、
六
歌
仙
に
つ
い
て
は
、

在
原
業
平
と
小
野
小
町
の
評
価
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

一
八
、
か
す
め
歌

*
評
論
に
創
作
を
付
す
。
内
容
は
「
歌
の
す
が
た
」
と
重
な
る
。
か
す
め
歌
に
つ
い
て
は

一
七
「
歌
の
す
が
た
」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
援
)

中
昔
よ
り
女
ぶ
り
の
か
す
め
歌
て
ふ
も
の
あ
り
。
す
べ
て
女

(

弱

々

)

(

習

)

は
よ
は
よ
は
と
し
て
物
ご
と
た
ど
た
ど
し
き
や
う
な
る
を
な
ら

(

言

葉

)

(

言

}

*

ひ
と
は
す
め
り
。
常
の
こ
と
ば
っ
き
も
た
だ
か
す
か
に
い
ひ
さ
し

(

確

)

(

言

)

(

定

)

た
る
や
う
に
て
、
た
し
か
に
は
い
ひ
も
さ
だ
め
ず
か
し
。
さ
れ

(

詠

)

(

理

)

(

明

)

(

言

)

ば
、
歌
よ
む
に
も
こ
と
わ
り
あ
き
ら
か
に
し
か
じ
か
と
い
ひ
お

(

雄

々

)

(

恐

)

(

言

}

さ
め
た
る
を
お
お
し
き
詞
よ
と
て
お
そ
れ
て
口
よ
り
は
い
ひ

{

出

)

(

隠

)

い
だ
す
べ
う
も
あ
ら
ず
。
た
だ
薄
雲
の
月
を
か
く
し
た
ら
ん
や

(

言

)

(

良

)

ほ
の
か
に
い
ひ
か
す
め
た
る
を
よ
し
と
思
へ
り
。
女
な

*

(

匂

)

(

殊

)

梅
の
花
の
に
ほ
ひ
こ
と
に

う
に
、

れ
ば
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
に
こ
そ
。

{

誘

)

(

染

)

風
に
さ
そ
は
れ
て
袖
に
し
む
ば
か
り
に
て
、

{
惑
)

く
ぞ
と
心
ま
ど
ひ
す
る
や
う
な
る
は
か
す
め
歌
の
最
上
な
る
べ

其
木
の
本
は
い
づ

し

(
言
)

そ
の
風
は
小
野
小
町
を
祖
と
や
い
ふ
べ
き
。
こ
の
後

(

皆

)

(

然

)

(

援

)

(

別

)

の
女
の
歌
は
み
な
し
か
な
り
。
こ
れ
女
ぶ
り
と
て
べ
ち
の
こ
と

{

良

)

(

分

)

{

定

)

と
せ
ば
い
と
よ
か
ら
ん
を
、
こ
の
わ
か
ち
を
思
ひ
さ
だ
め
た
る

(

背

)

*

(

男

)

人
、
む
か
し
よ
り
な
か
り
し
に
や
、
ほ
と
ほ
と
お
の
こ
の
歌
に

(

混

)

{

来

)

(

頃

)

も
ま
じ
り
き
に
け
る
。
『
新
古
今
集
』
の
こ
ろ
に
は
こ
の
風
盛
に

(

良

)

(

変

)

な
り
て
、
ま
だ
よ
き
歌
も
多
か
れ
ど
、
す
べ
て
歌
の
風
昔
に
か
は

(

男

)

り
た
り
や
。
相
聞
の
歌
な
ど
は
女
む
き
の
詞
な
れ
ば
、
お
の
こ

(

詠

}

(

世

)

の
よ
み
た
る
も
、
か
す
め
た
り
と
も
、
難
は
な
か
る
べ
し
。
よ
の

(

口

惜

)

(

頃

)

常
の
歌
に
は
い
と
く
ち
お
し
き
や
。
其
こ
ろ
に
て
も
、
西
行
法

(
僧
)

師
一
人
は
是
を
に
く
み
た
り
と
見
え
た
り
。

{
憎
}

近
き
世
の
縁
語
を
に
く
む
て
ふ
歌
人
は
も
と
こ
の
か
す
め
歌

(

避

)

(

良

)

(

世

)

を
さ
け
た
る
な
ら
ん
。
そ
れ
は
い
と
よ
け
れ
ど
、
よ
の
常
の
縁

(

悪

)

(

頑

)

語
ま
で
を
も
あ
し
し
と
す
る
は
か
た
く
な
し
き
わ
ざ
な
ら
ん
。

(

自

)

(

分

)

か
す
め
は
縁
語
の
一
転
し
た
る
も
の
に
て
、
お
の
づ
か
ら
其
わ
か

さ
て
、
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(
好
)

こ
の
む
人
は

ち
あ
る
べ
き
を
、
こ
れ
に
心
っ
か
ざ
り
し
に
や
。

(

好

)

(

潟

)

(

憎

)

(

僧

)

(

流

}

こ
の
む
に
お
ぼ
れ
、
に
く
む
人
は
に
く
む
に
な
が
れ
、

{

良

}

(

渡

)

(

渡

)

{

少

}

る
よ
き
わ
た
り
瀬
を
さ
し
お
き
て
わ
た
る
人
す
く
な
し
。

{

確

)

(

男

)

は
縁
語
に
て
た
し
か
な
る
お
の
こ
歌
な
り
。

中
筋
な

「
立
わ

か
れ
い
な
ば
の
松
」

「
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
」
は
女
の
か
す
め
歌
な
り
。

(

推

)

(

諸

々

)

{

考

)

{

分

)

を
お
し
て
も
ろ
も
ろ
の
歌
を
か
う
が
へ
ば
、
こ
の
わ
か
ち
は
誰

(
分
)

に
て
も
よ
く
わ
か
る
る
こ
と
な
り
。

こ
れ

相
聞
の
歌
の
み
は
、

と
ま

れ

か
く
ま
れ
。

(

ご

ろ

)

*

(

陸

)

(

如

何

)

年
比
む
つ
ま
じ
き
妹
背
あ
り
け
り
。
い
か
な
り
け
ん
、

(

互

)

{

言

}

心
軽
き
こ
と
あ
り
し
に
や
、
た
が
ひ
に
物
い
ひ
か
ど
か
ど
し
く

*

(

逐

)

(

棄

}

{

経

)

*

な
り
て
、
つ
ゐ
に
お
ひ
う
ち
て
け
り
。
程
へ
て
郷
の
万
自
物
詣

*

{

寄

}

(

訪

)

の
帰
る
さ
に
、
か
の
女
の
が
り
立
よ
り
て
と
ぶ
ら
ひ
し
。

(

如

何

)

{

常

時

)

「
い
か
に
や
」
と
聞
け
れ
ば
、
女
涙
お
と
し
て
、

(

解

)

(

書

)

の
袖
を
と
き
て
、
そ
れ
に
歌
か
き
て

(
出
)

と
て
い
だ
し
け
る
其
歌
。

男
の

さ
て

れ
か
の
人お
にの
と2 が
ど3 下
け着

た
ま
は
れ
」{

去
}

出
て
い
に
し

(

何

は

・

鍵

波

}

*

な
に
は
の
こ
と
は

忘
れ
つ
つ

(
ひ
と
り
)
(
敏
馬
・
見
ぬ
め
)

独
み
ぬ
め
の

*

(

佑

}

浦
に
わ
び
ぬ
る

{
呼
)
(
返
)

ふ
?
?
に
此
を
見
て
、
「
わ
れ
も
さ
こ
そ
」
と
て
、
や
が
て
よ
び
か
へ

し
け
る
と
な
む
。

【
校
異
】

O
梅
の
花
の
:
・
中
之
島
本
「
梅
の
花
は
」
。

O
か
は
り
た
り
や
・
:
中
之
島
本

「
か
は
り
た
る
や
」
。

O
つ
ゐ
に
:
・
中
之
島
本
「
つ
ゐ
ぞ
」
。
各
本
こ
の
後
に
「
し
」
ら

し
き
縦
線
が
見
え
る
。

O
女
の
が
り
・
:
和
文
集
本
「
り
」
を
見
せ
消
ち
に
し
「
と
に
?
」

に
直
す
。
「
も
と
に
」
と
読
ん
で
い
る
か
。

【
語
釈
】

O
い
ひ
さ
し
た
る
:
・
中
途
半
端
に
言
っ
た
。

O
ほ
と
ほ
と
・
:
ほ
と
ん
ど
。
。

万
自
・
・
・
主
婦
。
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【注

}
Oな
に
は
の
こ
と
:
・
あ
れ
は
こ
れ
は
の
こ
と
。
万
事
。
「
な
に
は
」
は
「
難
波
」

に
掛
け
る
。

O
み
ぬ
め
の
浦
:
・
敏
馬
の
浦
。
摂
津
の
歌
枕
。
「
見
ぬ
」
に
掛
け
る
。
履

軒
の
恋
歌
を
集
め
た
和
歌
集
『
風
懐
百
首
』
に
「
わ
び
ぬ
れ
ば
あ
ふ
う
れ
し
さ
に
年
月

を
み
ぬ
め
の
浦
の
う
ら
み
だ
に
せ
ず
」
(
三
八
)
と
い
う
歌
が
あ
る
。

*
手
稿
本
、
中
之
島
本
は
以
上
+
八
篇
の
み
。
『
履
軒
先
生
和
文
集
』
の
『
華
膏

嘩
語
」
に
は
こ
の
後
に
「
百
首
考
」
『
破
腹
巻
記
』
の
ニ
篇
が
あ
る
。

一九、

百
首
考
(
『
百
首
費
賛
』
に
も
所
収
)

* 
『
百
人
一
首
』
の
由
来
を
説
く
。



*

{

断

)

(

幾

)

(

多

)

百
首
の
巻
ば
か
り
こ
と
わ
り
が
た
く
疑
ひ
お
ほ
き
も
の
は
世

に
も
あ
ら
じ
。
『
明
月
記
』
に
、
「
文
暦
二
年
中
院
障
子
色
紙
染

*

(

言

}

筆
自
天
智
天
皇
至
家
隆
雅
経
」
と
い
へ
る
一
条
の
外
に
は
証
と

す
べ
き
も
の
は
露
ば
か
り
も
な
し
ゃ
。

*

(

主

)

(

多

)

(

違

)

*

{

主

)

す
べ
て
ふ
る
き
歌
ぬ
し
お
ほ
く
た
が
へ
り
。
後
の
歌
は
歌
ぬ
し

(

違

}

(

司

)

(

書

)

(

様

)

(

多

)

(

従

)

は
た
が
は
ね
ど
、
位
っ
か
さ
の
か
き
ざ
ま
お
ほ
く
例
に
し
た
が

(
違
}

は
ず
。
歌
の
文
字
た
が
ひ
た
る
も
あ
り
。
い
づ
れ
に
も
定
家
卿

の
筆
と
お
も
ほ
え
ず
な
ん
。
今
の
世
に
伝
は
り
た
る
小
倉
色
紙

{

皆

〕

(

主

}

{

誰

)

{

添

}

*

に
は
み
な
歌
ぬ
Y
レ
は
あ
ら
ず
。
た
が
書
そ
へ
た
る
に
か
。
こ
の

卿
の
し
ろ
し
め
し
た
る
こ
と
に
は
あ
ら
ぬ
に
や
。

* 

障
子
の
料
な
ら
ば
二
十
首
三
十
首
に
で
も
あ
り
ぬ
べ
き
を
百

(

如

何

}

*

(

定

}

*

(

書

)

(

様

)

*

首
と
は
い
か
で
さ
だ
め
け
む
。
文
字
の
か
き
ざ
ま
こ
の
色
紙
は

〔

変

)

{

文

字

)

(

離

)

(

書

)

{

流

)

例
に
か
は
り
て
一
も
じ
づ
つ
は
な
れ
て
す
る
す
る
と
か
き
な
が

*

(

幼

)

じ
た
る
筆
ぞ
な
き
。
今
の
世
に
て
を
さ
な
子
に
教
ゆ
る
「
い
ろ

は
に
ほ
へ
」
て
ふ
に
よ
く
似
た
り
。
か
れ
こ
れ
見
そ
な
は
す
に

(

変

)

申

筆
の
心
ば
へ
一
首
づ
っ
に
か
は
り
て
一
人
の
筆
と
は
見
え
ず
な

(

返

}

{

書

}

ん
あ
る
。
ま
た
色
紙
の
中
に
は
反
古
を
う
ち
か
へ
し
て
か
き
た

る
も
あ
り
。
川
仰
な
れ
ば
中
院
入
道
の
い
や
い
や
し
か
定
家
卿

(
書
)

の
筆
を
悔
い
r
ひ
か
あ
さ
ま
し
う
反
古
の
紙
出
し
て
歌
か
か
せ
け

む。

*

(

一

人

)

ま
た
こ
の
歌
ど
も
人
ひ
と
り
づ
っ
其
生
涯
第
一
の
秀
歌
を

{

選

〕

*

{

見

)

*

(

多

)

ゑ
ら
び
出
た
る
も
の
と
は
み
え
ず
。
父
俊
成
卿
の
お
ほ
き
秀
歌

*

*

(

入

)

{

の
内
を
ぼ
ら
で
、
さ
し
も
な
き
歌
を
こ
れ
に
は
い
れ
た
り
。
み

自

}

*

(

言

}

(

限

}

*

づ
か
ら
の
も
か
く
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
、
疑
ひ
の
か
ぎ
り
に
こ
そ
。

*

(

頃

)

(

都

)

(

辺

)

あ
る
人
が
(
内
へ
ら
く
、
元
亀
天
正
の
こ
ろ
、
み
や
こ
わ
た
り

の
兵
乱
も
い
現
ま
り
、
主
上
も
近
江
よ
り
帰
り
お
は
し
ま
す
。

*

(

帰

)

(

穏

)

*

月
卿
雲
客
も
国
々
よ
り
か
へ
り
ま
う
で
き
て
、
世
中
お
だ
し
く

(

住

)

{

上

)

*

な
り
ぬ
る
に
、
長
き
旅
の
す
ま
ゐ
よ
り
の
ぼ
り
来
ま
せ
し
か
ば
、

『

万

】

*

{

秘

)

(

置

}

よ
ろ
づ
の
調
度
何
く
れ
と
ゆ
き
あ
は
ね
ば
、
家
々
に
ひ
め
お
き

(

換

)

*

た
る
物
ど
も
を
樋
し
み
も
あ
え
ず
と
り
出
し
て
銭
に
か
へ
け
り
。

(
古
)

さ
れ
ば
、
物
、
九
九
九
り
の
草
紙
、
絵
の
巻
物
、
ふ
る
き
色
紙
な
ど
、

(

多

)

(

出

)

*

い
と
お
ほ
く
世
に
い
で
け
る
。

*

(

頃

}

*

(

商

)

こ
の
茎
ろ
西
京
に
何
が
し
と
開
ゆ
る
伽
羅
あ
き
人
あ
り
け
り
。

(

類

}

か
ね
て
は
か
か
る
た
ぐ
ひ
の
物
を
も
も
の
し
け
る
が
、
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*

(

良

)

(

代

)

{

得

}

(

富

)

{

栄

)

き
色
紙
は
よ
き
し
ろ
を
ゑ
な
ど
し
て
、
家
と
み
さ
か
へ
け
る
。

*

(

売

)

*

(

得

)

*

(

多

)

そ
の
中
に
う
り
ゑ
ぬ
物
こ
そ
い
と
お
ほ
く
あ
り
け
れ
。
そ
れ
は

(

幼

}

*

(

同

胞

)

(

書

)

を
さ
な
子
の
手
本
と
て
、
そ
の
親
は
ら
か
ら
の
か
き
た
る
手
は
、

(

良

}

{

悪

)

{

幼

}

*

(

写

)

{

易

)

{

是

)

よ
く
ま
れ
あ
し
く
ま
れ
、
を
さ
な
子
の
う
つ
し
や
す
き
を
ぜ
に

(
映
}

し
て
つ
ぶ
つ
ぶ
と
書
た
る
な
り
。
見
ば
え
な
き
物
な
れ
ば
手
は

*

(

商

)

(

賢

)

よ
き
も
あ
れ
ど
、
さ
ら
に
買
人
な
し
。
か
の
伽
羅
あ
き
人
は
さ
か

(

者

)

(

常

)

(

秘

)

(

置

)

(

一

人

)

(

笑

)

し
ら
も
の
に
て
、
こ
れ
を
つ
ね
に
ひ
め
お
き
て
、
ひ
と
り
ゑ
み

し
て
お
り
け
る
。

(
頃
}

其
数
二
三
百
に
も
な
り
ぬ
る
こ
ろ
、
い
で
や
と
て
古
へ
今
の

(

還

)

(

納

)

人
ご
と
に
唯
一
首
を
ゑ
ら
び
出
て
百
首
を
一
箱
に
お
さ
め
て
「
こ

(

書

)

*

れ
な
ん
定
家
卿
の
小
倉
山
荘
に
て
か
き
た
ま
ひ
し
な
り
」
と
て

(

諸

)

(

行

)

も
ろ
人
に
は
見
せ
も
や
ら
ず
、
伊
勢
国
司
が
り
い
き
て
「
か
く

{

唆

)

*

{

見

)

な
ん
」
と
て
そ
そ
の
か
し
け
る
。
国
司
こ
れ
を
み
て
大
ひ
に

{

愛

}

(

騒

)

(

流

)

(

汲

}

め
で
さ
は
ぎ
て
、
「
か
か
る
物
は
こ
の
卿
の
な
が
れ
を
く
む
ら
ん

(

上

)

(

様

)

*

人
の
う
へ
も
な
き
宝
な
め
り
。
こ
の
手
の
神
さ
び
た
る
さ
ま
は
、

(
あ
ま
た
}
*

今
の
世
に
あ
る
べ
う
も
な
し
」
と
て
、
数
の
宝
を
出
し
て
、
た
ば

*

(

賢

)

{

疾

}

ひ
け
り
。
か
の
さ
か
し
ら
は
と
く
っ
き
て
帰
り
ぬ
。

(
押
}
(
貼
)

さ
て
国
司
は
こ
の
百
首
を
一
双
の
扉
風
に
お
し
は
り
て
朝
夕

(

跳

)

*

(

訪

)

な
が
め
お
り
け
る
。
あ
る
日
、
牡
丹
花
老
人
と
ぶ
ら
ひ
き
て
、

*

{

驚

)

(

騒

}

こ
の
扉
風
を
見
て
お
ど
ろ
き
さ
は
ぎ
て
、
「
世
の
末
に
か
か
る
た

宝

)

*

{

何

処

)

{

湧

)

(

出

)

{

来

)

か
ら
は
い
づ
こ
よ
り
わ
き
い
で
き
に
け
む
。
後
の
世
の
思
ひ
出

(

如

何

)

*

(

留

)

に
、
い
か
で
一
月
ば
か
り
も
と
ど
ま
り
て
よ
く
見
ほ
す
こ
と
の

*

(

落

)

(

羨

)

*

(

易

)

あ
り
て
む
や
」
と
涙
お
と
し
て
う
ら
や
む
め
り
。
「
そ
れ
は
や
す

ご

)

(

貸

)

き
ほ
ど
の
こ
と
よ
。
こ
の
ひ
と
つ
を
か
し
て
む
。
君
の
心
ゆ
く

*

(

一

)

*

(

貸

)

*

ば
か
り
見
ほ
し
て
、
今
ひ
と
つ
は
と
り
か
へ
て
、
ま
た
か
す
べ

(

宣

)

(

限

)

{

喜

)

*

と
の
た
ま
ふ
。
こ
の
老
人
か
ぎ
り
な
く
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
、

し」(
借
)

か
り
て
帰
り
ぬ
。

*

*

(

亡

)

*

*

い
く
ほ
ど
も
な
く
て
、
国
司
は
ほ
ろ
び
に
け
り
。
其
時
、
こ
の

(

共

)

(

昇

)

(

頃

)

*

扉
風
も
と
も
に
畑
と
立
の
ぼ
り
に
け
り
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
都
に

(

知

)

(

者

)

(

此

度

)

{

誰

)

て
は
、
さ
し
も
し
り
た
る
も
の
は
な
か
り
し
を
、
こ
た
び
た
が

(

伝

)

*

(

亡

)

(

嘆

)

聞
っ
た
へ
け
ん
、
あ
た
ら
世
の
宝
う
せ
に
し
と
て
な
げ
く
も
あ

*

*

(

言

)

(

騒

)

り
。
ま
た
は
「
其
半
は
牡
丹
花
が
も
と
に
あ
り
」
な
ど
い
ひ
さ
は

{

事

)

(

好

)

*

(

司

}

ぐ
を
、
こ
と
こ
の
む
上
達
部
衛
部
の
つ
か
さ
な
ど
、
我
先
に
も

{

行

)

*

*

(

毎

)

{

取

)

*

(

去

}

ゆ
き
て
見
る
。
見
る
人
ご
と
に
一
首
づ
つ
は
と
り
て
い
ぬ
め
り
。
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*

{

惜

)

{

己

)

*

老
人
は
涙
こ
ぼ
し
て
お
し
め
ど
も
、
も
と
お
の
が
物
に
し
も
あ

(

主

)

(

争

)

*

ら
ず
、
ぬ
し
な
き
宝
な
れ
ば
、
あ
ら
そ
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
か
し
。

(

空

)

*

*

*

ひ
と
日
ふ
た
日
が
ほ
ど
に
扉
風
は
む
な
し
く
ぞ
な
り
け
る
。
今

(

伝

)

*

*

の
世
ま
で
っ
た
は
り
し
は
こ
の
色
紙
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。

*

(

明

)

{

賢

)

国
司
も
老
人
も
眼
の
あ
き
ら
か
な
ら
ざ
り
し
に
や
、
か
の
さ
か

(

抜

)

*

(

書

}

し
ら
に
ぬ
か
れ
に
け
り
と
な
ん
。
さ
れ
ば
、
こ
の
百
首
を
か
き

{

速

)

(

主

)

{

添

)

つ
ら
ね
て
一
巻
と
な
し
て
歌
ぬ
し
を
書
そ
へ
た
る
は
、
こ
れ

(

売

)

(

行

)

(

皆

)

(

商

)

を
う
り
に
い
き
し
時
の
目
録
に
て
ぞ
あ
る
べ
き
。
み
な
か
の
あ
き

(

賢

)

(

違

)

*

(

百

}

人
の
さ
か
し
ら
な
れ
ば
た
が
ひ
た
る
は
さ
る
べ
き
に
や
。
も
も

{

厳

}

(

定

}

(

幼

}

て
ふ
数
も
か
れ
お
ぼ
ろ
げ
に
さ
だ
め
け
ら
し
。
そ
も
そ
も
を
さ

(

習

)

(

為

)

*

な
子
の
手
本
は
手
な
ら
ふ
た
め
に
て
、
歌
に
は
心
あ
ら
ず
。
さ

(

同

胞

}

(

書

)

(

遺

)

れ
ば
親
は
ら
か
ら
の
こ
れ
を
か
き
て
つ
か
は
す
に
、
い
や
い
や

(

取

)

(

書

)

し
う
集
な
ん
と
と
り
出
て
か
く
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
た
だ
何
と

(

留

)

(

口

舗

)

*

{

任

)

な
く
耳
の
底
に
と
ど
ま
り
た
る
歌
を
く
ち
ず
し
て
手
に
ま
か
す

(
違
)

文
字
の
た
が
ひ
た
る
も
あ
る
べ
し
。

る
も
の
な
れ
ば
、

か
ん
な
の
心
ゆ
か
ざ
る
も
お
よ
そ
歌
の
姿
す
な
ほ
に
て
た
け

(

高

}

(

読

)

(

下

)

た
か
く
、
さ
ら
さ
ら
と
よ
み
く
だ
し
て
心
ゆ
く
や
う
な
る
は

(

皆

}

(

良

)

(

留

)

み
な
よ
き
歌
に
こ
そ
誰
が
耳
に
も
と
ど
ま
り
け
れ
。
さ
れ
ば
こ

(

皆

)

(

良

)

(

悪

)

(

混

)

の
百
首
は
み
な
よ
き
歌
な
る
ぞ
。
そ
が
中
に
わ
ろ
歌
の
ま
じ
り

(
言
}

た
る
も
あ
れ
ど
、
そ
れ
は
心
こ
と
葉
の
庇
に
て
こ
そ
あ
な
れ
。

{

皆

)

*

(

良

)

*

(

留

)

姿
は
み
な
よ
か
れ
け
れ
ば
耳
に
と
ど
ま
り
け
ら
し
。
こ
と
さ
え

(

唐

)

(

薬

師

)

(

上

下

)

{

続

)

く
か
ら
め
き
た
る
歌
、
く
す
し
め
き
た
る
歌
、
か
み
し
も
の
つ
づ

{

空

)

*

(

覚

)

{

鍵

}

き
お
ぼ
つ
か
な
く
て
そ
ら
に
は
お
ぼ
え
が
た
き
ゃ
う
の
歌
は

(

二

本

(

皆

)

{

良

}

*

(

言

)

ひ
と
つ
も
あ
ら
ず
か
し
。
さ
れ
ば
み
な
よ
き
歌
と
ぞ
い
ふ
め
り
。

*

(

謀

}

(

良

)

こ
れ
ぞ
こ
の
巻
の
は
か
ら
ざ
る
よ
き
教
へ
な
る
べ
し
。
ま
た
手

(

反

)

(

書

}

本
な
れ
ば
、
反
古
を
か
へ
し
て
か
き
も
す
べ
し
。

{

諸

々

)

(

疑

)

*

{

当

}

か
く
て
も
ろ
も
ろ
の
う
た
が
ひ
は
春
の
氷
の
日
影
に
あ
た
り

{
融
}
(
尽
)

た
る
や
う
に
な
ん
、
ひ
た
ひ
た
と
と
き
っ
き
ぬ
。
さ
れ
ど
か
く

(

言

一

}

*

(

定

)

*

*

い
ひ
し
人
は
誰
と
し
も
聞
さ
だ
め
た
る
こ
と
は
な
し
。
外
に
証

*

(

断

)

*

も
な
け
れ
ば
疑
も
て
疑
ひ
を
こ
と
わ
る
に
ぞ
あ
り
け
る
。

(
然
}

と
し
か
り
や
、
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ま

あ
ら
ず
や
。

【
校
異
】
*
以
下
、
す
べ
て
『
百
首
賞
賛
』
所
収
の
「
百
首
考
」
(
福
島
理
子
翻
刻
)
と

の
校
異
。

O
百
首
の
・
:
「
こ
の
」
。

O
あ
ら
じ
・
:
「
あ
ら
じ
か
し
」
。

O
雅
経
・
:
「
雅
経
卿
」
。

O

ふ
る
き
:
・
「
ふ
る
き
は
」
。

O
な
ん
:
・
「
な
む
」
。

O
二
十
首
:
・
「
二
」
。

O
百
首
と
は



い
か
で
・
:
「
い
か
で
百
首
と
は
」
。

O
け
む
:
・
「
け
ん
」
。

O
こ
の
色
紙
は
:
・
な
し
。

O

筆
ぞ
な
き
:
・
「
筆
は
な
し
」
。

O
か
れ
こ
れ
・
:
「
こ
れ
か
れ
」
。

O
筆
・
:
「
手
」
。

O
見

え
ず
な
ん
・
:
「
み
え
ず
な
む
」
。

O
い
や
い
や
し
く
:
・
「
い
や
い
や
し
う
」
。

O
ね
が
ひ

て
:
・
「
ね
が
ひ
た
る
に
」
。

O
け
む
・
:
「
け
ん
」
。

O
ま
た
こ
の
・
:
「
又
か
の
」
。

O
ゑ

ら
び
:
・
「
選
び
」
。

O
み
え
ず
:
・
「
見
え
ず
」
。

O
こ
れ
に
は
・
:
「
こ
れ
に
」
。

O
か
ぎ

り
・
:
「
限
り
」
。

O
あ
る
人
の
・
:
「
あ
る
人
」
。

O
お
だ
し
く
・
:
「
お
だ
し
う
」
。

O
の

ぼ
り
:
・
「
帰
り
」
。

O
何
:
・
「
な
に
」
。

O
け
り
・
:
「
け
る
」
。

O
い
で
・
:
「
出
」
。

O
こ

の
・
:
「
其
」
。

O
西
京
:J
「
西
の
京
」
。

O
色
紙
:
・
「
色
紙
な
ど
」
。

O
そ
の
・
:
「
が
」
。

O
う
り
:
・
「
売
」
。

O
物
・
:
「
色
紙
」
。

O
そ
の
:
・
「
其
」
。

O
を
さ
な
子
・
:
「
を
さ
な

ご」。

O
つ
ぶ
つ
ぶ
:
・
「
つ
ぶ
ら
つ
ぶ
ら
」
。

O
買
人
:
・
「
買
人
は
」
。

O
古
へ
:
・
「
い

に
し
へ
」
。

O
な
ん
:
・
「
な
む
」
。

O
た
ま
ひ
:
・
「
給
ひ
」
。

O
そ
そ
の
か
し
・
:
「
そ
そ

の
か
し
聞
え
」
。

O
さ
ま
は
・
:
「
さ
ま
」
。

O
宝
・
:
「
た
か
ら
」
。

O
け
り
・
:
「
け
る
」
。

O
あ
る
日
・
:
「
あ
る
日
み
や
こ
よ
り
」
。

O
見
て
:
・
「
み
て
」
。

O
た
か
ら
・
:
「
宝
」
。

O
い
か
で
・
:
「
あ
は
れ
」
。

O
あ
り
て
む
や
:
・
「
あ
り
て
ん
や
」
。

O
う
ら
や
む
め
り
:
・

「
う
ら
や
め
ば
」
。

O
見
ほ
し
て
:
・
「
見
ほ
し
て
よ
」
。

O
今
ひ
と
つ
は
・
:
「
今
ひ
と
つ

は
ま
た
」
。

O
ま
た
か
す
・
:
「
ま
い
ら
す
」
。

O
よ
ろ
こ
ぽ
ひ
て
・
:
「
悦
ひ
て
」
。

O
い

く
ほ
ど
も
・
:
こ
の
前
に
「
こ
の
後
」
あ
り
。

O
国
司
は
・
:
「
国
司
」
。

O
其
:
・
「
そ
の
」
。

O
こ
の
・
:
「
ひ
と
つ
の
」
。

O
都
:
・
「
み
や
こ
」
。

O
け
ん
・
:
「
け
む
」
。

O
其
・
:
「
そ

の」。

O
牡
丹
花
が
・
:
「
牡
丹
花
の
」
。

O
衛
部
:
・
「
衛
府
」
。

O
先
に
も
ゆ
き
て
見
る

:
「
さ
き
に
と
い
き
て
み
る
な
り
」
。

O
見
る
:
・
「
み
た
る
」
。

O
は
と
り
て
:
・
「
取
て
」
。

O
老
人
:
・
「
牡
丹
花
」
。

O
物
・
:
「
も
の
」
。

O
か
し
:
・
な
し
。

O
な
り
・
:
「
な
り
に
」
。

O
今
の
世
・
:
こ
の
前
に
「
こ
こ
か
し
こ
に
」
あ
り
。

O
っ
た
は
り
・
:
「
伝
は
り
」
。

0

あ
り
・
:
「
有
」
。

O
老
人
:
・
「
牡
丹
花
」
。

O
な
ん
:
・
「
な
む
」
。

O
た
が
ひ
た
る
・
:
「
た

が
ひ
た
る
事
ど
も
」
。

O
歌
に
は
・
:
「
歌
に
は
さ
し
も
」
。

O
朽
ち
ず
し
て
手
に
・
:
「
う

ち
ず
し
て
筆
に
」
。

O
み
な
・
:
「
皆
」
。

O
耳
に
:
・
「
耳
に
は
」
。

O
そ
ら
・
:
「
空
」
。
。

ひ
と
つ
も
・
:
「
ひ
と
つ
・
も
こ
の
巻
に
は
」
。

O
歌
:
・
「
歌
な
り
」
。

O
こ
の
・
:
な
し
。

O

う
た
が
ひ
・
:
「
疑
ひ
」
。

O
人
は
:
・
「
人
を
」
。

O
こ
と
は
・
:
「
こ
と
も
」
。

O
外
・
:
こ

の
前
に
「
ま
た
」
あ
り
。

O
疑
・
:
「
疑
ひ
」
。

O
に
ぞ
・
:
「
こ
そ
」
。

【
語
釈
】

O
月
卿
雲
客
:
・
公
卿
、
殿
上
人
の
こ
と
。

【注】

O
『
明
月
記
』
:
・
藤
原
定
家
著
の
漢
文
日
記
。
こ
の
記
述
が
『
百
人
一
首
』
は

定
家
の
撰
だ
と
い
う
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
原
文
は
「
予
本
自
不
知
書
文
字
事
。
嵯
峨

中
院
障
子
色
紙
形
、
故
予
可
書
由
彼
入
道
懇
切
。
雄
極
見
苦
事
態
染
筆
送
之
。
古
来
人

歌
各
一
首
、
自
天
智
天
皇
以
来
及
家
隆
雅
経
。
」
(
『
明
月
記
』
文
暦
二
(
一
二
三
五
)
年

五
月
二
十
七
日
条
)
。
意
味
は
「
自
分
は
字
が
下
手
だ
が
、
嵯
峨
中
院
の
障
子
の
色
紙

形
を
書
く
よ
う
に
、
彼
の
入
道
(
定
家
の
息
子
、
為
家
の
男
で
あ
る
宇
都
宮
頼
網
)
に
懇

願
さ
れ
、
極
め
て
見
苦
し
い
こ
と
と
は
言
い
な
が
ら
書
き
送
っ
た
。
古
来
の
人
の
和
歌

を
一
首
ず
つ
、
天
智
天
皇
か
ら
家
隆
・
雅
経
に
及
ぶ
。
」

O
ふ
る
き
歌
ぬ
し
お
ほ
く
た

が
へ
り
:
・
冒
頭
部
の
、
天
智
天
皇
、
持
統
天
皇
、
柿
本
人
丸
、
強
丸
の
歌
な
ど
を
き
守
門
ノ

(
『
百
首
費
賓
』
参
照
)
。

O
さ
し
も
な
き
歌
・
:
「
世
の
中
よ
道
こ
そ
な
け
れ
思
ひ
入
る

山
の
奥
に
も
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
」
を
言
う
。

O
み
づ
か
ら
の
・
:
「
来
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦

の
タ
な
ぎ
に
焼
く
や
藻
塩
の
身
も
こ
が
れ
つ
つ
」
を
言
う
。

O
元
亀
天
正
:
・
一
五
七

0

1
一
五
九
二
年
。
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
。
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ニ
O
、
破
腹
巻
記

*
破
れ
腹
巻
を
子
孫
に
遣
す
理
由
を
書
い
た
記
。
腹
巻
と
は
こ
の
場
合
、
鎧
の
一
種
。
履

軒
『
万
甲
緋
』
『
甲
排
」
に
、
鎧
を
三
種
に
分
け
、
下
等
の
も
の
を
腹
巻
と
呼
ん
で
い



る
。
な
お
、
懐
徳
堂
文
庫
の
新
田
文
庫
に
軸
物
の
「
破
腹
巻
之
記
」
が
あ
る
。

お
よ
そ
泰
平
の
世
に
当
り
て
甲
胃
は
ま
こ
と
に
無
用
の
物
な

り
。
ま
し
て
、
文
儒
隠
論
の
流
に
し
て
禄
仕
の
身
に
も
あ
ら
ね

(

我

)

{

破

)

ば
、
か
れ
は
た
何
の
用
あ
ら
ん
や
。
然
る
に
わ
れ
こ
の
や
ぶ
れ

(

蓄

)

(

置

)

腹
巻
を
た
く
は
へ
お
き
て
子
孫
に
遺
す
こ
と
は
、
も
と
よ
り
安

{

少

)

*

く
し
て
危
を
忘
れ
ざ
る
の
義
な
れ
ど
、
ま
た
す
こ
し
心
ば
へ
な

き
に
し
も
あ
ら
ず
か
し
。

(
破
)

か
か
る
や
ぶ
れ
腹
巻
は
ま
さ
か
の
時
に
何
の
用
を
か
な
さ
ん

(

皆

)

{

然

)

{

武

士

}

と
人
み
な
思
ふ
べ
し
。
是
し
か
ら
ず
。
お
よ
そ
も
の
の
ふ
の
大

切
と
す
べ
き
は
初
陣
な
め
り
。
初
陣
に
勇
敢
な
れ
ば
、
其
身
一

{
劣
)

生
衆
に
お
と
る
ほ
ど
の
不
覚
は
な
き
も
の
な
り
。

初
陣
に
微
漏

(
還
)

な
れ
ば
一
生
武
勇
の
功
は
出
来
ず
。
す
べ
て
初
陣
に
甲
胃
の
ゑ
ら

(

破

)

*

(

防

)

{

危

)

び
を
し
て
、
「
や
ぶ
れ
具
足
は
鋒
鏑
を
ふ
せ
が
ず
、
あ
や
う
し
」

な
ど
思
ふ
心
ば
へ
に
て
は
と
て
も
出
陣
は
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

(

成

)

(

得

}

(

触

)

出
陣
し
た
り
と
も
何
事
を
な
し
ゑ
ん
や
。
何
に
て
も
手
に
ふ
れ

{

纏

}

(

成

)

た
る
も
の
を
身
に
ま
と
ひ
て
飛
出
る
心
な
ら
で
は
武
功
は
な
し

{
行
)

ル
1
b
し
。
戦
場
は
死
地
な
り
。
死
地
に
ゆ
く
に
か
ね
て
生
路
を

(

良

)

(

死

}

求
む
べ
か
ら
ず
。
具
足
よ
し
と
て
も
、
し
ぬ
る
命
な
れ
ば
死

{

悪

)

(

死

)

{

死

)

(

顕

}

す
。
あ
し
と
て
も
、
し
な
ぬ
命
な
れ
ば
し
な
ず
し
て
功
を
あ
ら

*

(

当

)

{

我

)

は
す
。
千
年
万
年
の
後
兵
革
の
世
に
あ
た
り
て
、
わ
が
百
世
の

(
破
)

孫
、
も
し
武
勇
の
器
あ
り
て
出
陣
せ
ば
、
こ
の
や
ぶ
れ
腹
巻
を

着
て
、
初
陣
の
功
を
励
む
べ
し
。
勇
敢
の
気
あ
り
と
も
、
戦
闘

妄

)

{

争

)

に
樋
れ
ぬ
者
の
み
だ
り
に
先
を
あ
ら
そ
ひ
て
、
犬
死
す
べ
か
ら

(

暫

)

(

控

)

(

乱

)

ず
。
し
ば
ら
く
ひ
か
へ
て
、
戦
半
な
る
を
待
て
敵
味
方
入
み
だ

(
小
高
)

れ
た
る
時
、
鑓
を
提
げ
て
こ
だ
か
き
処
に
登
り
て
遠
見
す
べ
し
。

(

も

の

ぬ

し

)

*

(

若

)

大
将
が
物
主
と
お
ぼ
し
く
て
年
わ
か
く
物
具
き
ら
び
や
か
な
る

- 80 -

敵
あ
る
べ
し
。
そ
れ
を
無
二
無
三
に
突
倒
し
首
を
取
て
軍
功
を

ふ
ω
切
除
す
べ
し
。
あ
な
か
し
こ
、
名
乗
あ
ひ
詞
戦
す
べ
か
ら
ず
。

(

己

)

さ
て
其
物
具
を
分
捕
し
て
、
や
が
て
お
の
れ
が
着
料
と
す
べ
し
。

指
物
も
此
敵
の
を
一
生
用
ゆ
べ
し
。
一
生
の
勇
怯
も
駿
誉
も
こ

(

武

士

)

の
初
陣
に
て
卜
す
べ
し
。
こ
れ
も
の
の
ふ
の
心
を
定
む
る
大
切

{

破

)

(

残

)

(

置

)

{

為

)

の
事
な
り
。
わ
が
や
ぶ
れ
腹
巻
を
の
こ
し
お
く
は
こ
の
た
め
な

{

実

)

{

良

)

(

与

)

(

為

)

り
。
ま
こ
と
は
よ
き
物
具
を
あ
た
へ
ん
た
め
な
り
。
も
し
今
よ

〔

良

}

{

置

)

り
よ
き
具
足
を
調
へ
お
か
ば
、
子
孫
数
十
代
の
聞
に
は
必
質
屋



{

言

)

{

如

)

ま
た
前
に
い
へ
る
ご
と
く
、

の
蔵
に
入
べ
し
と
ぞ
思
ふ
。

お
一
。
れ
腹
巻
を
心
も
と
な
く
思
主
な
ら
ば
即
時
に
主
君
に
暇

(
換
)

を
三
一
)
ひ
在
郷
に
い
り
て
鋤
鍬
に
か
へ
農
民
と
な
る
べ
し
。

こ
の

武
功

の
こ
と
は
思
ひ
よ
る
ま
じ
き
も
の
な
り
。

右
告
百
世
孫

乃
寛遠
政祖
庚履
戊軒
仲幽
秋*人

中
井
朝
臣

【
語
釈
】

O
心
ば
え
・
:
事
情
。

O
鋒
鏑
:
・
矛
先
と
や
じ
り
。

O
兵
革
:
・
戦
争
。

O
物
主

・
:
も
の
ぬ
し
。
戦
障
で
の
部
隊
長
。

【注】

O
安
く
し
て
危
を
忘
れ
ざ
る
:
・
『
易
経
』
繋
辞
下
伝
に
「
君
子
は
安
く
し
て
危

を
忘
れ
ず
」
と
あ
る
。

O
寛
政
庚
戊
仲
秋
:
・
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
)
。

【
解
説
】
履
軒
の
自
意
識

履
軒
は
、
仕
官
に
応
じ
ず
一
生
在
野
で
過
ご
し
、
隠
逸
的
境
地
に
対
す
る
憧
れ
も
表

現
し
て
い
る
(
『
履
軒
古
風
』
)
。
人
付
き
合
い
を
好
ま
ぬ
偏
屈
と
い
う
の
が
履
軒
に
つ

い
て
の
一
般
的
評
価
で
あ
る
。
だ
が
、
本
篇
を
見
れ
ば
、
武
士
と
し
て
の
自
意
識
を
有

し
、
最
後
の
署
名
に
「
朝
臣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
貴
族
に
対
す
る
憧
れ
も
有
し
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
(
『
昔
の
旅
』
で
自
分
た
ち
兄
弟
を
文
章
博
士
に
仮
託
し
て
い
る
こ
と

も
同
様
の
例
と
言
え
る
)
。
ま
た
、
多
く
の
経
世
論
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
決

し
て
出
家
人
と
し
て
の
行
動
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
履
軒
に

は
、
「
万
」
と
「
甲
(
甲
胃
ご
と
に
つ
い
て
考
証
し
た
『
万
甲
排
』
と
い
う
漢
字
カ
ナ

交
じ
り
文
の
著
作
も
あ
る
。

謝
辞

本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
大
阪
大
学
の
飯
倉
洋
一
先
生
、
四
天
王
寺
国
際
仏
教

大
学
の
矢
羽
野
隆
男
先
生
、
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
の
井
上
千
鶴
子
先

生
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

(
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
)

【
博
山
香
炉
】
(
新
国
文
庫
所
蔵
)

口
絵
解
説
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中
井
履
軒
作
と
伝
え
ら
れ
る
楽
焼
き
の
香
炉
(
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
七
九
頁
)
。

手
前
の
身
の
部
分
に
香
を
入
れ
、
富
士
山
形
の
蓋
を
被
せ
る
と
、
蓋
に
開
け
ら
れ

穴
か
ら
煙
が
立
ち
上
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
蓋
の
大
き
さ
は
、
縦
日
・

5
畑、

横
民
団
、
高
さ
凶
価
。
博
山
と
は
富
士
山
の
こ
と
だ
が
、
古
来
、
中
国
人
が
憧
れ
た

仙
山
を
指
す
と
さ
れ
る
(
一
一
「
夢
路
草
枕
」
参
照
)
。

中
井
履
軒
は
、
安
永
田
年
(
一
七
八
こ
、
米
屋
町
に
引
っ
越
し
、
居
宅
を
華
膏

固
と
名
づ
け
た
(
三
「
華
膏
国
記
」
参
照
)
。
華
膏
固
と
は
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
見

え
る
夢
の
中
で
の
理
想
国
で
あ
る
。
こ
の
夢
の
世
界
で
、
仙
山
に
見
立
て
た
香
炉
を

嬬
ら
せ
な
が
ら
、
履
軒
幽
人
は
何
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。




